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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　生まれた時から、疎そ外がいされることが確定していた。

　喪も着ぎ絶だちの家。

　忌いまれて七しち分ぶ。

　親なしの子供。

　そう言い聞かせられ育ってきた。詰なじられはしない、責められもしない。ただ言い聞かせられた。控えろ、弁わきまえろ、お前はもう一族の子ではないのだと。

　すべて私にとっては何の関係もない、しかし私自身が背負わなければならない罪だということは、幼おさな心ごころに理解した。だから従った。そのことを不ふ条じよう理りと思うこともなく。

　たとえ抗あらがったところで、狭い里の中、逃げ場などなかっただろう。

　同世代の子たちは私のそんな事情など知らされずに育った。老ろう獪かいな大人おとなたちが、親の世代で起きた不始末の仔し細さいを子に伝えるのは恥だと判断したのだ。だから私は、枯かれ葉はや歩ほ摘づみや巳み代よたちには、誘われても遊びに入ってこない、陰いん気きな子だと思われていたようだ。

　本家の長女である木こ春はるさまだけは事情を知っていたのか、たまにお菓子や手て鞠まりをくれた。知られると大人たちに叱られるのでこっそりとではあったけれど。

　今思い返してみれば、本家の方かた々がたは私に密ひそかに気を遣つかっていたのだと思う。

　頭とう首しゆさまも、夫つまさまも、いつもどこか憐あわれむような、謝あやまるような、そんな視線で私を見ていた。木春さまと似に通かよった境遇でありながらまったく正反対の運命を辿たどっていた私に、やはり本家の方々はなにか思うところがあったのかもしれない。

　──或あるいは、私が時を経へて木春さまと同じ病やまいを発したのも運命の皮肉だろうか。

　もっとも、そんな事情など私には関係なかった。

　謝罪を込めた視線はあっても、優しくされた記憶はない。木春さまがくれたお菓子だって食べればなくなってしまうし、手鞠なんてひとりでついても寂さびしいだけだった。

　私が本当に欲しかったのは、お菓子や手鞠や視線などではなく、思い出だった。

　寝る前に、今日は楽しかったなと布団ふとんの中でこぼれる笑えみと、それを思いながら微睡まどろむ幸福こそを、当時の私は何よりも求めていた。

　それをくれたのは、たったひとりだけだ。

　本当の意味で私に優しくしてくれた、あの人。

　とっておきだという詩うたを教えてくれた、あの人だけ。

　うんと年上で、会うのはいつも壁越しだったから顔も知らない。毎日話ができていた訳わけでもない。けれど、あの人はずっと、私のことを気にかけていてくれた。

　彼女がいなくなってしまったのはいつだろう。

　あれ以来、私はすべてを諦あきらめた。

　どうでもよくなったのだ。なにもかもが。

　同世代の子たちと遊びたいという願いも。村の外はずれに建てられたあばら屋のすきま風の寒さも。使い古ししか回してもらえない継つぎ接はぎの着物のみすぼらしさも。

　彼女の首から下は誰だれのものになったのか──そんな当たり前の疑問すら、同様に。

　白しら州すに通わせてくれるという『ひじり』の温情にも、何も感じなかった。どのみち、人間たちの喧けん噪そうや享きよう楽らくなどに心の死んだ者が対応できるはずもない。わかりましたと頷うなずき、里とは違ちがう人間社会の決まり事を覚えて、もらった制服を着て学校に通う、ただそれだけ。まっさらなセーラー服の着心地を嬉うれしいとも思えなかった。クラスメイトたちの会話もどうでもよかった。毎日律りち儀ぎに登校はしていたものの、それらは里で暮らす日々と何ら変わりはしない。

　寝る前に今日あった楽しいことを思い出すというあの習慣も、いつしか忘れてしまった。何も考えず、何の疑問も持たず、ただ日々を送りさえすればいつか死んで野に朽くちる。

　そんな一生であるなら、喜き怒ど哀あい楽らくも森しん羅ら万ばん象しようも、すべてに意味など存在しない。




　　　　　　　　　　※




　あの日、里が燃えた夜。

　騒さわがしさに目が覚めて家から出ると、本ほん家け屋や敷しきも分家の家々も長老たちの隠いん居きよも炎に包まれ、辺あたりには老人と大人おとなと子供の死体がたくさん折り重なっていた、あの夜。

　その惨さん状じようを見て無感動に佇たたずむ私を見付けた供きよう子こが、返り血に染まった陰いん惨さんな笑顔で言った。

「……あなたも来る？」

　私──喪も着ぎ絶だちの家『えそな』のひとり娘──檻おり江えは。

　いつものように口ずさんでいたあの詩うたを止めて、

「ええ」と、頷いた。

　たぶん、もし最初に声を掛かけてきたのが本家側の誰かでも、同じように頷いていただろう。
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　　　　　　　　　　１




　不ぶ格かつ好こうながら構えた木刀の、柄つかを握る手に力を込める。

　対たい峙じする相手は自分とは対照的に、落ち着いた様よう子すで佇たたずんでいる。

「どうしたの？　遠慮なんかしなくていいって」

　薄く余裕の笑えみを見せた木こ陰かげ野の棗なつめに、霧きり沢さわ景けい介すけの顔が強こわ張ばった。

「してねえっての」

　身体からだがなかなか動かないのは、幾度も味わわされた痛みによる条件反射のせいだ。とはいえ、このまま突つっ立たっていても埒らちが明あかない。

　息を深く吸い、一いつ瞬しゆんだけ止め、

「……はっ！」

　目の前の相手に向かって、飛び出した。

　真っ直ぐ、腹部に向けての突き。細めた視界で棒ぼう立だちの木陰野へ焦点を合わせる。

「一本調子ねえ」

　呆あきれたように呟つぶやいた彼女の手前で、足を止めた。

「舐なめんな……っ」

　剣先を沈め、腕を狙ねらった切り上げへと軌き道どうを変える。フェイントで不ふ意いを突かれた木陰野は、抗あらがう間まもなく腕を打たれ、痛みに顔を歪ゆがめる──はずだった。

「甘い」

　耳みみ許もとで声が聞こえたのと同時、視界から彼女の姿が消えていた。

「え……？」

　木刀は空くうを切る。というよりも、振り上げた腕、脇わきの下したに添そえられた細い腕が景介を掬すくうように仰のけ反ぞらせた。更さらに足が払われる。完全にバランスを崩した景介の視界は九十度回転し、

「……っ！」

　地面と背中が衝しよう突とつ。

　青い空と白い雲、それから目め端はしに映うつった『迷まよい家が』の藁わら葺ぶき屋や根ねが、どすん、とぶれる。

　転倒した景介の眼前に、木陰野の笑みと、それから拳けん銃じゆうを模もした指先。ご丁てい寧ねいにも後こう頭とう部ぶにはもう片方の手が添えられ、脳のう震しん盪とうから守ってくれていた。

「ばーん」

　発射音を口にして、指で作った拳銃を発砲する木陰野。後頭部から手が離される。仰あお向むけに寝ね転ころがった景介を見下ろしつつ、木陰野が立ち上がった。

「……なんだ、そりゃ」

　景介は落らく胆たんしつつ、空を見上げながら盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「全然ダメねえ。……型かた羽は、これで何勝何敗？」

　縁えん側がわに座った型羽が、土に届かない足をぶらつかせつつどうでもよさそうに答えた。

「なつめおねえさまの、さんじゅうろくしょうぜろはいです」

　それも、三十六戦すべてが勝負にすらなっていなかった。

「あー。畜ちく生しようめ」

　景けい介すけはその場で大の字になる。

「あ、いいまちがえました。けいすけおにいさまの、ぜろしょうさんじゅうろっぱいです」

「……わざわざ言いなおすな、この腹はら黒ぐろ幼よう児じ」

「ふふん。なつめおねえさまにまけているようでは、そのようじにもかてませんね」

　景介を眇すがめに、だぶだぶの白しろ装しよう束ぞくを纏まとった幼い少女は鼻で笑った。

　正直ムカつく。……かといって見返すこともできないが。

　枯かれ葉はが巳み代よと戦ってから二週間。つまり、景介が無ぶ様ざまに攫さらわれてから二週間。

　景介は機会を見ては、木こ陰かげ野のに稽けい古こをつけてもらっていた。

　あの時、美術室で行われた戦いの際。景介は「自分は本家の婿むこ候こう補ほだ」と繁はん栄えい派はを前に宣言してしまった。もちろん枯葉と結婚するのを決めたという訳わけではない。『鈴すず鹿かの一族』の内ない乱らんに自分から身を投じるという意志表明をしたかったのだ。

　故ゆえに、もはや巻き込まれたなどという言いい訳は通じなかった。繁栄派にとって景介が抹まつ殺さつ対たい象しようとして認識された以上、いつまでも無力な人間のままではいられない。

　そこで、せめて足あし手で纏いにならないよう、多少は荒あら事ごとも心得ておかなければならないと思い、木陰野に稽古めいた立ち合いの手ほどきを受けているのだ。

　この二週間ずっと全身は筋肉痛と打ち身で軋きしんでいるから多少は鍛きたえられているのかもしれない。正直、ちょっとした喧けん嘩かくらいなら前よりは自信が持てる。しかし──『ちょっとした喧嘩』で役に立てるようになるなら世話はない。

　成果は今のところ、まったく芳かんばしくなかった。

　最初のうちこそ、クラスメイト、しかも女の子相手の立ち合いに遠慮があったが、そんな甘い考えはあっという間に霧む散さんした。なにせ全力でかかっていっても指一本触ふれられないのだ。

　更さらに恐ろしいことに、木陰野は一族のうちでも弱い方だという。枯葉や型羽が言うには、戦いが激しくなれば木陰野ですら足手纏いになるだろうとのことだ。

「どうすりゃいいんだよ。……ったく」

　全身の痛みに加えて絶望感。起きあがる気力をなくし、そのまま空を見上げる。

　冬の寒さが疲れて火ほ照てった身体からだに心地いい。そのまま昼寝でもしたらさぞいい気分だろう。

「さ、なに寝てんの、霧きり沢さわ？　次はもう少し工く夫ふうしなよ」

「まだやんのか」

「当たり前じゃない。今日はまだ始めたばかりだし」

　とは言われても、何度やっても無む駄だなことをやる意味があるのかと思い始めている。

「それともこのまま負まけっ放ぱなしで終わる？」

　にやにやしながら景けい介すけの頭の横にしゃがみ込む彼女に、ふと視線を遣やり、

「おい、木こ陰かげ野の軍ぐん曹そう」

「なに？」

「お前さ……」

「だから、なによ？」

「なによじゃねえよ。パンツ見えてんぞ」

　数秒の間まがあって、木陰野はきょとんとし、

「……、……え!?」

「隙すきあり！」

　慌あわてたところで、景介は膝ひざを軽く押した。

「きゃあっ！」

　悲鳴とともに背後へ尻しり餅もちをつく彼女と入れ替わりに、素す早ばやく身を起こす。手に持っていた木刀を鼻先に突つき付つけ、勝利の笑えみを浮かべた。

「このアホめ。お前が穿はいてるのはズボンだろうが」
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「……っ……そんなこと言われたら、破れてるのかもとか思うでしょ！」

「ジーンズがそんな簡単に破れるか」

「いや、そうだろうけど……てかあんた、卑ひ怯きよう過ぎない……？」

「愚おろか者ものめ。戦いに言いい訳わけが通用するか」

　じと目でこちらを睨にらんでくる木こ陰かげ野のを冷れい笑しようするも、内心では彼女の言葉にぐうの音ねも出ない。悔くやしくてつい勢いでやってしまったが、こんなので勝ち名乗りを上げるというのはさすがに自分でもどうかと思った。女の子を騙だまして転ころがして得意になっているこの図、卑怯というか姑こ息そくというか……男として非常にまずいのではなかろうか。

　情けなさに塗ぬり潰つぶされかかるが、

　──いや、待て。

　よく考えると、そもそも人間である景けい介すけが、鈴すず鹿かの一族である木陰野と正々堂々戦って勝てる訳がないのだ。身しん体たい能のう力りよく、反射神経、格闘技術、すべての面で自分とは次元が違ちがう。卑怯というならこいつらの基本スペックこそが卑怯だ。差を埋うめるために少しばかり騙くらかしたり不ふ意い打うったりしたところで誰だれが責められよう。

　だったら男としてはともかく、人間としては間ま違ちがっていない……たぶん。

　そんな景介の開き直りを後あと押おしするように、縁えん側がわに座った型かた羽はがぽつりと言った。

「けいすけおにいさまのかちです」

「え、型羽までそんなこと言うの!?」

　木陰野が驚きよう愕がくする。景介も同じ気分だった。このムカつくガキにまさか味方されるとは。

「せんじょうでゆだんはきんもつです。そうしてきをぬいているすきをつかれて、はいごからきられたものが、れきしじょうどれほどいたことか……。なつめおねえさま、ひとざとでくらしてへいわぼけなさっているのではないですか？」

「う……」

　幼い顔に似合わない鋭い瞳は、咎とがめるような色をしていた。

　景介は思い出す。そういえば確かこいつの一家は、昔から本家の者を戦場で補ほ佐さする役割を担になってきたとかだったはずだ。本ほん家け守しゆ護ご役やく『きしみ』──本家を守れないことが即すなわち型羽にとっては敗北なのだ。戦いにおける騙しや不意打ちに言い訳など通用しないのだろう。

「もう……型羽までそう言うんなら、あたしの負けでいいわよ」

　が、殊しゆ勝しようにそんなことを考えていた景介も、唇を尖とがらせて悔くやしそうにする木陰野の姿が痛つう快かいで、ちょっと調子に乗ってしまう。

「ま、お前もこれに懲こりて、俺に油断しないことだな。余裕かましてると足あし許もと掬すくうぜ？」

　上から目線で肩を叩たたく。

「……この性しよう悪わるメガネ……あたしの足許掬う前に足あし腰こし立たなくしてやろうか？」

　声は怒りで震ふるえていた。さっきまでこっちをにやにやしながら見み下くだしていた罰ばつだ。

　と、廊下の障しよう子じが開き、

「どうだ、調子は」

　着物姿の少女──枯かれ葉はが、家の中から顔を出す。

「多少は形になってきたか？」

　艶つややかな黒髪を陽光に反射させながら、屈くつ託たくのない瞳で期待するように問とうてくる。

　……騙だまくらかして一勝をもぎ取ったとはとても言いにくい雰ふん囲い気きだった。

「けいすけおにいさまが、さっきはじめてしょうりをおさめました」

　型かた羽はが立ち上がり、枯葉に言った。

「おお、凄すごいな。未熟な棗なつめ相手とはいえ、こんなにも早くとは。さすが景けい介すけだ」

　縁えん側がわに座り型羽を膝ひざの上に載のせ、微笑ほほえむ枯葉。

「いや、その……」

　正直、目を合わせられなかった。なにせ景介が強くなったと勘かん違ちがいして、純粋に喜んでいるのだ。本当のことを知ったらさぞがっかりするだろう。

　気まずいながらもちらりと縁側を一いち瞥べつする。と、

「……って、型羽？」

　見れば枯葉は、膝に抱かれた少女に、なにやらごにょごにょと耳打ちされている。
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　味方してくれたと思ったのも束つかの間まだった。ひそひそ話をしながら視線だけは景介を捉とらえているその幼い顔には、明らかに嘲あざけりの、歪ゆがんだ笑えみが浮かんでいる。

「おいガキ、お前まさか……」

　こいつ、枯かれ葉はが様よう子すを見に来ることを知っていて、わざと……？

「……、…………、むねに……、……せくはら……」

　囁ささやきの中で、実に不ふ穏おん当とうな単語の幾つかが聞き取れた。

「ちょっと待て、今なんて言った!?」

　慌あわてて止めようとするが、

「あら霧きり沢さわ、どこに行こうとしてるのかな？」

　背後からがっしりと肩を掴つかまれ、動けない。

「いや、木こ陰かげ野の、だってお前……」

「あたしも学んだよ。油断してると背後から斬きられるって本当だね」

「いや待て、恐い。声が恐い。あと痛い。すごい痛い！」

　肩だけではなく腕までロックされ悲鳴をあげるが、木陰野の力が緩ゆるむ気け配はいはない。

「女の子を敵に回すとどうなるか、きっちり教えてあげるから」

「こんな馬鹿力でどの口が『女の子』だ！」

「あら、そんな失礼なこと言っていいの？　女の子に」

　ぎりぎりと関節を締しめ上あげる木陰野に慌てつつ、ふと枯葉に再び視界を移す。

　そこで──血の気がひいた。

　確か景けい介すけの記憶では、さっきまで嬉うれしそうに笑っていたはずだ。

　それが型かた羽はの耳打ちによって、表情が消えている。今まで見たことのない顔だった。仏ぶつ頂ちよう面づらとかそんな生なま易やさしいものではなかった。繁はん栄えい派はの連中と戦う時にすらこうはならない。

　枯葉は縁えん側がわから腰を上げ、庭に降り立った。

「景介」

「は、はい？」

　思わず敬語になる。

　恐い。その無表情が、なんだか妙みように恐い。

「妾わたしとて、男というものがどういう生き物かは知っているつもりだ。寄り合いで、大人おとなたちが夫の愚ぐ痴ちを零こぼすのをたまに聞いていたからな。特に年頃であれば尚なお更さらだろう」

「……え？」

「それに、鈴すず鹿かの一族の次じ期き頭とう首しゆたるこの身、度ど量りようは大きく持たねばならん。夫が他の女に見み蕩とれる程度であれば、笑って許そう。あまり許したくはないが、まあ許そう」

「あの、枯葉さん？　話が……」

　夫じゃねえだろうとか、いつものつっこみができる雰ふん囲い気きではなかった。

「だがな」

　枯葉に表情が生まれた。眉を寄せ、こちらを睨にらんでくる。

　それは紛まぎれもなく、怒ど気き。

「ちょ、っ……」

「よりによって、妾わたしにとってもお前にとっても友人である棗なつめに対してそのような破は廉れん恥ちを働くとは、さすがに見過ごせるものではないぞ？」

「待てお前そのガキに何を吹き込まれた!?　おい、型かた羽はっ！」

「ありのままをもうしただけです」

「なにがありのままだ、あることないこと言っただろ！　しかも盛大に！」

　そっぽを向いてつんとしている型羽に叫ぶも、枯かれ葉はは治おさまらない。

　ついに怒気は、怒ど号ごうへと変わった。

「まったく……妾というものがありながらなにを血ち迷まよっている！」

「血迷ってるのはお前だっ」

「言いい訳わけをするな、見苦しい！」

「かれはおねえさま、これを」

　そこで実にタイミングよく、枯葉に木刀を手渡す型羽。

「おいガキ、火に油……！」

「棗、そこをどけ」

「あ、あれ？　ちょっと待って、枯葉？」

　あまりの勢いに、当の木こ陰かげ野のまでが戸と惑まどい、たじろいだ。

「あたし別に、そこまでは」

　そんな木陰野を無視し、枯葉は受け取った木刀を青せい眼がんに構える。

「よしわかった。妾が相手になってやろう。そんなに女によ体たいに触ふれたいのなら存分に触れてみるがいい。……触れられたらの話だが」

「待て。落ち着け。誤解だ！　ちょっと話を聞けっ」

「構えろ」

「いや、だから……」

「構えぬならこちらから行く！」

「わ、来るなあっ！」

　枯葉は問もん答どう無む用ようで木刀を振り上げる。

　景けい介すけは咄とつ嗟さに飛とび退のくも、足がもつれてその場に転ころぶ。本能で危険を感じてすぐさま横に転がった。ほぼ同時、地面に鈍い音をたてて木刀の切きっ先さきが突つき立たった。

「おい、死ぬ！　それ死ぬだろ！」

「多少の怪け我がは蔵ぞう物ぶつで治なおる。だがこうでもしなければお前の性しよう根ねは直なおらん！」

「ひいい！」

　もはや言い訳など通用しない。

　景けい介すけは慌あわてふためき、逃走を開始する。

「待たんか！」

　背後から木刀の、空気を斬きる音が追ってくる。

　だから必死で逃げた。必死だったので、

「……けいかくどおり」

　ぼそりと発せられた型かた羽はの呟つぶやきは、景介の耳には届かなかった。




　結局、致命的なことになる前に誤解は解とけたものの、不ふ意い打うちで勝って得意になっていたのが明らかになり、状況はあまり好転しなかった。怒りがひいてやや冷静になりつつ、それでも枯かれ葉はが厳しい教師であることは変わらず──熾し烈れつな稽けい古こは小一時間ほど続けられた。

「冗談じゃねえ……」

　かくして景介は、今や縁えん側がわで大の字に、息も絶たえ絶だえになっている。

「景介はなかなか筋すじがよいな」

　対して枯葉は疲れた素そ振ぶりなど微み塵じんもなく、さっきとは打って変わって上じよう機き嫌げんだ。ひとしきり暴あばれてすっきりしたのだろう。この単純さがいつもの実直で正々堂々とした性格に繋つながっているのだろうが、時と場合によってはちょっと考えものだと思う。

「剣術に関してはともかく、身のこなしには望みがある」

「……それはお前の攻こう撃げきがやばかったからだ……」

　とにかく必死だった。当たれば死ぬとまではいかないまでも、悶もん絶ぜつするほどに痛い。躱かわせなければ最低でも呼吸困難は避けられなかった。木こ陰かげ野のは優しかったと今になって痛感する。

　もっとも、それでもかなりの回数を食らってしまった。疲労も手伝って身体からだ中じゆうが悲鳴をあげている。外傷は蔵ぞう物ぶつで治ち癒ゆしてもらったとはいえ、明日は筋肉痛だけで済まないだろう。

「ちっとは手て加か減げんしろよ……」

「何を言う。これでも手て心ごころは加えたのだぞ？」

「嘘うそだ……」

「莫ば迦かもの。好いた相手を全力で打うち据すえることなどできるか」

　つい、と照てれたように目を背そむける枯葉。

　その仕し草ぐさに思わずどきりとしてしまい、慌てて心の中で首を振る。

　さすがにまだ、こいつのことを素直に、ただのひとりの女の子として見ることはできない。灰はい原はらに対する思いは景介を強く縛しばり付つけていた。

　──それにしても、あれで手加減した、だって？

　冗談ではない。そうだとしたら、自分がどんなに足あ掻がいたところで鈴すず鹿かの一族に対してはまるで敵かなわないではないか。せめて足あし手で纏まといにはなりたくなかったが──無む駄だかもしれない。

「やる気削そがれるな、こりゃ」

「そうでもないぞ」

　嘆たん息そくした景けい介すけを、枯かれ葉ははやんわりと窘たしなめた。

「お前が最優先にすべきなのは、この前のようになす術すべもなくやられてしまわないことだ。別に勝てずともよい。妾わたしたちを相手に立ち回れるようになれば、少なくとも抗あらがうことはできる」

「はあ。そんなもんかね」

「それにな……心配せずとも、お前ひとりくらい妾が守ってみせる」

　屈くつ託たくない笑み。相変わらずのストレートな物言いに、景介は反応に困った。面おも映はゆい。

　だが、同時に情けなくもある。

　お前はそれでいいかもしれないけど、俺はよくねえよ、と。

　女の子に守ってもらうというのは、男としてどうにも居心地が悪い。確かにこいつらは人間ではなくて、男とか女とか以前に、景介とは基本能力が違ちがう。

　だが、それでも。

　枯葉の身体からだは、灰はい原はらのものなのだ。

　教室の隅すみにぽつんと、寂さびしそうに座っていたあの少女のことを思い出すと、やりきれなくなる。頼りなげなあの背中に隠かくれておっかなびっくりしているのは、やはり違う気がする。

　あの時、灰原を守れなかったことは、悔くやんでも悔やみきれない。だからこそ、せめてあの間に合わなかったという後悔を繰り返したくはなかった。

　それに、灰原だけではない。

　二週間前に知ってしまったのだ。

　こいつは──枯葉は、毅き然ぜんとして揺ゆるぎなく見えても、その奥に脆もろさを抱かかえている。だからふとしたはずみで折れてしまわないように、誰だれかが支えてやらなければいけない。

　それは、灰原に対して抱くものとはまるで別種の感情だった。

「……厄やつ介かいだな、ったく」

「なにを言うか。お前を守るのだ。嬉うれしくこそあれ厄介などと」

「そうじゃねえよ」

「ん？」

　意味がわからない、というふうに首を傾かしげる枯葉。微かすかに笑えみを返し、景介は縁えん側がわから空を見上げる。冬の風は火ほ照てった身体に心地よく、気を抜くとこのまま寝入ってしまいそうだ。

　──ってこいつ、またさらっと恥はずかしいこと言いやがったな。

　顔が熱いのは運動したせいだけではないのを自覚し、景介は溜ため息いきを吐つく。

　本当に、どこを切っても前ぜん途と多た難なんだった。

　けれど後悔はしない。

　自分はもう、宣言してしまったのだ。

　人間たちを巻き込んだ、この人じん外がいどものくだらない争いに、踏み込む──と。

　ここで引き返すと絶対に、この上なく後悔する。それだけは間ま違ちがいない。




　　　　　　　　　　２




　僅わずか半月の間に行方ゆくえ不ふ明めい者しやが四名。

　それが、鈴すず鹿かの一族が私立白しら州す高こう校こう──ひいてはこの町にもたらした混乱だった。

　当たり前のことだが、校内は大おお騒さわぎになった。喧けん噪そうは町内どころか市内を越え、地方紙は事件をあれこれと騒ぎ立て、賑にぎやかした。

　ただそれは、景けい介すけが予想していたよりも大規模なものにはならなかった。

　せいぜいが地方紙どまり。テレビ局はローカルのニュース番組が取材に来た程度だったし、二週間経たった今では警察の姿すら見ない。全国紙の片かた隅すみに『地方の私立高で女子生徒四人が行方不明』という小さな記事は載のったものの、毎日のように起きるセンセーショナルな事件たちがあっという間まにそれを埋もれさせてしまった。

　当たり前なのかもしれない。行方不明者は全国で毎年十万人以上出ているそうで、その中には集団性があるものも珍しくないだろう。鈴鹿の一族の存在が明るみにならない以上、失しつ踪そうなんてものはやはりどこにでも起こり得る有り触れたことなのだ。

　安心すると同時に、薄うすら寒さむさを覚えた。

　こうして、全国的に見れば問題にもならない数で、繁はん栄えい派はの連中は人間を失踪させていく。だけど実際は家出でもなんでもない。灰はい原はらも尾おノの上うえも、そして二週間前に死んだ三人も決して帰ってはこないし、死体だって見付からない。それはプールに張った水に油を一いつ滴てき垂たらすような、小規模な、けれど決して取り返しのつかない浸しん蝕しよくだった。

　人類そのものや国、自治体レベルで見れば取るに足らない小さな病やまい。それでも関係してしまった者から見れば治療不可能な、死に至る病。

　少なくとも──景介や、行方不明になった少女たちの友人を含むこの学校の何人かは、その病に蝕むしばまれていた。もちろん、景介以外はそれが不ふ治じの病だと知る由よしもない。

　既すでに暦こよみは三月半なかば。三年生は卒業し、一、二年生も春休みを前に浮うわついた空気になっていた。病を病と自覚させないために、繁栄派が時期を計算したのかと勘かん繰ぐりたくなる。

　景介の所属する一年Ａ組の面々も、自分たちのクラスから出た灰原吉よし乃のという失踪者を忘れたがっているように見えた。景介にはそれがたまらない。

　日ひ崎ざき歩ほ摘づみと秋あき津つ依い紗さ子この転校が関係しているのかもという噂うわさは時とき折おり出ていたが、今ではもう『どうせあと一週間もすれば進級でクラス替えなんだし』という空気の方ほうが強い。

「なあ、来年はどうなるかね」

　悪友たる荒あら木き聡そう太たも、秋津に想おもいを寄せていた過去などもはやなかったことのように、最近はそんな漠ばく然ぜんとしたことを話題に挙あげてくる。

「……知らねえよ」

　景けい介すけはいつものように憮ぶ然ぜんとして応こたえた。月曜の昼下がり、実に日常的な光景だった。

「お前はどうせ、同じクラスに可愛かわいい娘こがいるかどうかだけが大事なんだろうが」

「失礼なこと言うな性しよう悪わる」

　荒あら木きは眉をひそめ、次いで胸を張る。

「可愛い娘がどれだけたくさんいるかも大事だ」

「駄だ目めだこいつ」

　肩を竦すくめて溜ため息いきを吐つく。まあ、秋あき津つのことをさっさと吹ふっ切きってくれたのはありがたかった。正直なところ、あの狂った女の話題など学校では出したくない。

　それにしても──。

　秋津のことも含めて、あれだけのことがあったというのに学校は僅わずか一カ月弱で落ち着きを取とり戻もどしつつある。木こ陰かげ野のからの情報だが、繁はん栄えい派はに属する奴やつらもなに喰くわぬ顔で学校に来始めているらしい。まあ、長く休めば奇き異いの眼めを向けられるだろうから、当然と言えば当然だ。

　木陰野から貰もらった紙に記しるされていた、鈴すず鹿かの一族であるこの学校の生徒は五名。

　うち二名、本家側に属するのはこのクラスの木陰野棗なつめに、三年Ｃ組の篠しの田だ夭よう。後者の篠田夭という女性とはまだ会ったことがない。諸事情あってそもそもあまり登校していなかったそうだ。そのうち折おりを見て紹介すると言われているが、今のところその機会はなかった。

　対して繁栄派は四名。二年Ｂ組の浅あさ野の檻おり江え、二年Ｄ組の小こ折おり谷や通つ夜や子こ、三年Ａ組の此この花はな供きよう子こ、そして三年Ｂ組の黒くろ浜はま巳み代よ。うち、景介がまだ会っていないのは檻江と供子のふたりだ。

　どちらの派は閥ばつであれ、三年生に関しては既すでに卒業式を終えており、学校には来ていない。

　まだ顔も知らない夭や供子、檻江に関しては気になる。味方である夭はもちろん、敵のふたりはいったいどんな奴やつなのか。木陰野や枯葉に尋きいてみたことがあるが、今ひとつ要領を得なかった。景介自身も、自分の眼で判断しないとわからないと思っている。

　だから当面のところ、問題は残りのひとり。二年Ｄ組、小折谷通夜子だ。

　あの日、美術室で景介を助け、同時に覚悟を問とうてきた人。

　それに加えて、厄やつ介かいなことに──。

　あれからすぐ、宮みや川かわにそれとなく話を聞いた。まさかと思ったが大当たりだった。

　宮川英の幼馴染の少女は、小折谷通夜子という名なのだ。

「ところで荒木」

　繁栄派と、敵と断じるには些いささか不ふ可か解かいな彼女のことを、もっと知りたいと思う。

　二週間経たって状況も落ち着きつつある今、そろそろ頃ころ合あいかもしれない。景介は向かいで雑誌を読んでいる宮川英えいを見つつ、荒木にわざとらしく話を振る。

「可愛いといえば、風の噂うわさに聞いたんだが……英の幼おさな馴な染じみは大たい層そうな美人らしいぞ」

　え、と顔を上げる英。

　同時に荒あら木きが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「なん……だと……？」

「どうなんだ？　英えい。もう彼女、病気は治なおったって言ってたよな」

「いや、言ったけどさ。……どっから聞いたのさ、そんな話」

　英は胡う乱ろんげに前髪を弄もてあそぶ。

　このナルシストが入った子供みたいな顔の悪友と、あの規律に厳しい風紀委員みたいな雰ふん囲い気きの少女が一いつ緒しよにいる光景はどうにも想像できない。景けい介すけは思わず笑い、

「だから風の噂うわさでだ」

　すっとぼけつつそう応こたえる。

「どうなんだ英。噂通り美人なのか？」

「……おい、宮みや川かわ」

　問うた景介を押おし退のけて、荒木が英を睨にらみ付つけた。

「その話、本当か」

　やたら殺さつ気きの込められた視線に、いつも余裕を装よそおっている英もさすがにたじろぐ。

「いや、どうなんだろ。そういうのって主観……」

「もし本当だとしたら、俺はお前の敵か？」

「って、なんでいきなり話が飛ぶのさ!?」

「飛んでねえよ！　全然飛んでねえ！　むしろ実に論理的だ！」

　荒木は見事に逆ギレする。

「はあ？　美人の幼おさな馴な染じみ!?　あれか、昔から相そう思し相そう愛あいとかか？　親同士が決めた許嫁いいなづけとかなのか？　ふざけんなよてめえ……秋あき津つさんと悲しい別れをしたばかりの傷心まっさかりな俺に対する当てつけか？　俺が落ち込んでたのを見てせせら笑ってたのか？」

「いや、どこからどうつっこめばいいのかわかんないんだけど……」

「妄もう想そう力りよく逞たくまし過すぎだ荒木。親同士が決めた許嫁ってなんだそりゃ。それから……秋津の転校で傷心だと？　少なくとも今はもういつもの脳のう天てん気きなアホ面づらそのものだろうが」

　英の代わりに丁てい寧ねいにつっこんでやったが、荒木の勢いが衰おとろえる気け配はいはない。

「だいたいお前、俺ら、彼女作る時は一いつ緒しよだって約束したろうが、入学の時よぉ……」

「ねえ景介、僕ら、そんな約束したっけ？」

「知らん」

「なあ性しよう悪わるメガネ、この裏切り者どうしてくれようかね！」

　叫ぶと荒木はなぜか景介の肩を抱く。

　──え、俺、お前側なのか？

　自分は現在求婚されている最中だとはとても言えない雰囲気だった。まあ、相手は人間じゃないしいいか、などと思いつつ、話が妙みような方向に行きそうになっていることに溜ため息いきを吐つく。

「まあ荒あら木きよ、そう焦あせるな」

　景けい介すけは隣で興こう奮ふんしている悪友を宥なだめつつ、方向修正を試こころみる。

「英えいの言う通りだ。美人かどうかは見てみないことにはわからん」

「……え、景介？」

　英がぽかんとした。思わぬところから攻こう撃げきが来たという顔だった。

　残念だったな英。俺はそもそもお前の味方でもねえよ。

「なあ、木こ陰かげ野の」

　教室を見渡し、たまたま近くの席でクラスメイトと談笑していた木陰野棗なつめに声を掛かける。

「ん、なに？」

「お前から見てどうだったんだ？　見たんだろ、英の幼おさな馴な染じみ」

「……は？」

　いきなり話を振られ、木陰野はきょとんとする。

「え、宮みや川かわくん、幼馴染の女の子とかいるの？」

「へえ、意外だねー」

　一いつ緒しよにいた女子ふたりが先に乗ってきた。

「……木陰野さんなの？　景介の『風の噂うわさ』って」

「え、……ちょっと待って、霧きり沢さわ、あんた」

　困ったように小首を傾かしげる英を見て、ようやく話の内容を察さつしたらしい。

　同時に、鋭い一いち瞥べつを景介にくれる。

「そんな睨にらむなよ」

　彼女の視線は『どういうつもりだ』と問とうていた。

　おどけて肩を竦すくめつつも、大丈夫だろうかという不安が胸をよぎる。

　クラスメイトたちは鈴すず鹿かの一族とは無関係で、このまま景介の画かく策さくが進めば少なからず友人を巻き込んでしまうことになるのだ。危険でないとは言いきれない。

　──いや、大丈夫。いけるはずだ。

　懸け念ねんを吹ふっ切きろうと机の下で拳こぶしを握ったのと同時、

「よし」

　荒木が決心したように立ち上がった。

「え、なに？　なんなのさ」

　絵に描いたように狼ろう狽ばいする英の悪い予感をピンポイントで抉えぐるように、荒木の口から発せられた言葉は景介の計画通りのものだった。

「見に行くぞ。これから」

「はぁ……？」

　うそ、マジで？　私も行く！　と、女子たちが追つい従じゆうする。完全に英が断ことわりきれる雰ふん囲い気きではない。景けい介すけは心の中でだけ、陥おとしいれてしまった友人に詫わびた。




　荒あら木き、宮みや川かわ英えい、景介、それに木こ陰かげ野のとクラスメイトの女子ふたり。

　総そう勢ぜい六人というやや大おお袈げ裟さな編成で教室を出ると同時、木陰野が景介の腕を引っ張った。

「……霧きり沢さわ！」

　集団からやや遅れつつ、声をひそめる。

「あんた、なに考えてんのよ」

　怒っている。何の説明もしていなかったから当たり前ではあった。

「考えてた訳わけじゃねえよ。成なり行ゆきだ」

「すっとぼけないで」

　茶ちや化かしてみるも木陰野の表情は変わらない。

「あんた、自分がなにしたかわかってんの？」

「ああ、一応はな。事前に相談しなかったのは悪かった」

　もっとも、相談してたら間ま違ちがいなく反対されていただろう。

「でも、あながち悪い考えでもないと思うけどな」

「あんた、やっぱりわかってないよ」

　木陰野は失望したように唇を咬かんだ。

　歩きつつ、一層声を小さくし、

「通つ夜や子こさんは繁はん栄えい派はなんだよ？　それを……無関係な人たちまで巻き込んで」

「無関係じゃねえだろ。少なくとも英はな」

「でも、宮川は通夜子さんのこと、なにも知らないんだよ。なのに……」

「……木陰野」

　景介は足を止めた。

　こいつの気持ちもわかる。クラスメイトをできるだけ危険に晒さらしたくないのは景介も同じだし、化ばけ物ものが日常に潜ひそんでいるなんて、知らないならそのままの方ほうがいいに決まっている。

　だけど──、

「それを言うなら、俺や灰原だって何も知らなかった」

　鈴すず鹿かの一族の存在を認識していないのと、巻き込まれずにいられることとは無関係だ。

「まあ、高たか松まつや青あお山やまはちょっと計算外だったけどな」

　わいわいと楽しそうにしながら前を歩くクラスメイトの女子ふたりを一いち瞥べつし、

「でも、あの巳み代よに会いに行こうってんじゃないんだ。それとも、お前の知ってる通夜子さんはあの女みたいに、目が合っただけで危害を加えてくるような奴やつなのか？」

「それ……は」

　口くち籠ごもる木陰野に、続けた。

「俺は違ちがうと思う。一回会ったきりだったけど、そうじゃない。あの人……繁はん栄えい派はの理屈とはちょっと違うところで動いてるように見えた」

「でも、それとこれとは」

「俺だって確信がある訳わけじゃねえよ。でも、こいつらや俺らが宮みや川かわ英えいの友人だ、ってあの人に改めて見せ付けるのは、得とくの方が大きいと俺は思う。はっきり言や、牽けん制せいになる」

　木こ陰かげ野のは俯うつむく。

　英の幼おさな馴な染じみが通つ夜や子こであることを知った時、当のこいつも驚いていた。それなのにどうして、と呟つぶやいていた。たぶん、木陰野はわからなくなっているのだ。

　自分と同じように人間社会で生きてきたはずの通夜子が繁栄派に身を置いているのがショックで、しかも彼女は人間である宮川英と親しい関係を築いているという矛む盾じゆん。それに対する答えを見付けられず、思い悩んでいる。本人は隠かくしているつもりだろうが、時々思い出したように溜ため息いきなんぞを吐つかれていては気付かない方ほうがおかしい。

「お前、仲良かったんだろ？」

「うん。でも……」

「でもじゃねえよ。だったら信じろ」

　肩を叩たたくと、僅わずかに頷うなずいた。それでも表情はすぐれない。

　歩みを再開した直後、ぽつりと木陰野は言った。

「あたし、言われたの……通夜子さんに。あなたは私のことなにも知らない、って」

　それは普段の彼女とはほど遠い、弱々しい声だった。

「でも考えてみたら、その通りかもしれない。里じゃ仲良くしてくれてたけど、それだけなんだ。住んでるところは離れてたから、宮川のことも知らなかったし。……それに、今の通夜子さんがなにを考えて繁栄派にいるのかもわかんない」

「俺だって確証ねえよ。あの人のことなんかそれこそお前よりもさっぱりわかんねえ。……わかるのは、この前の美術室で二回も助けてもらったってことだけだ」

　巳み代よに殺されそうになった時と、怒りに任まかせて秋あき津つの首を絞しめた時。

「でも俺はあれで、ひょっとしてこいついい奴やつなのかも、って思っちまった。だったらその方がいいに決まってるし、それを確かめてもいいんじゃねえのか？　それに……」

　ふと、日ひ崎ざきのことを思い出した。

　人間に、尾おノの上うえに拒絶され、道を踏ふみ外はずしてしまったあいつ。彼女を前にして、彼女の親友だった枯かれ葉はは、それでも失望したり怒ったりはしなかった。

　ただ毅き然ぜんとして、親友を──。

　景介は木陰野から視線を外はずし、前を向く。

　廊下の先を見み据すえながら、できるだけ強く、

「それに、もし通夜子さんが間ま違ちがってたとしたら、お前が止めればいい」

　言った。

「……あたし、が」

　木こ陰かげ野のは、はっとしたように顔を上げる。

「そっか。そう……だよね」

　自分に言い聞かせるように頷うなずくのが横目に見えた。

　だから景けい介すけは、両手を頭の後ろで組み、茶ちや化かすように笑ってやる。

「俺も手伝ってやるよ。ま、役に立つかどうかは知らんけどな」

「ふん、この無責任」

　返ってきた声はもう、少なくとも暗く沈んではいなかった。




　二年生の教室は二階にある。

　階段の踊り場で立ち止まった一同に、宮みや川かわ英えいは念ねんを押おすように告つげた。

「言っとくけど、遠くから見るだけだよ。絶対に騒さわいだりしないでよね」

　もはや話のネタになることは諦あきらめたものの、せめて最後の一線は守りたいらしい。

「あんたらもきゃーきゃー騒いじゃダメよ。先輩たちに迷めい惑わくだし」

　木陰野も腹を決めたのか、女子ふたりに言い聞かせている。

「うっす、りょーかいー」

「うんうん、だいじょうぶだいじょうぶ」

　だがこちらの返事は微び妙みように心こころ許もとない。本当にわかってんのかよと思いつつ、まあいざとなったら木陰野がどうにかしてくれるだろう。

　景介も荒あら木きに念を押した。

「お前もだぞ、アホの荒木」

　ちょっとわくわくしたような顔でにやついているのが不安になる。が、こう見えて最低の一線は守るはずだ。なんだかんだいって、友人を決定的に傷付ける奴やつではない。

　荒木は応こたえる。

「わーってるよ。ま、騒ぐのは一階に戻もどった後だな」

「そうだねー」

「ねー」

　その言葉に女子ふたりが追つい従じゆうする。

「……ほんとお前ら他人の色いろ恋こい沙ざ汰た好きだな」

　つい呟つぶやいてしまうが、そもそも言い始めたのは景介なので文もん句くを言う筋すじ合あいではない。

「色恋沙汰じゃないって……」

　英がぽつりと返す。誰だれも聞いていなかった。

「じゃ、行くよ」

　全員が静まり返り、残る階段を上っていく。

　目的地はＤ組、一番奥だった。昼休みで上級生たちがごった返す廊下を一同は集団になって進む。予想外の事じ態たいは、Ｂ組の教室の前で起きた。

「あ」

　先頭の英えいが不ふ意いに声をあげて、立ち止まったのだ。

　その正面には、Ｂ組から出てきた──ひとりの少女。

　ショートカットの黒髪に眼鏡めがねをかけた、すらりとした顔立ち。細い眼めを僅わずかに見開き、

「……えっくん」

　ばったりと出くわした通つ夜や子こが、呟つぶやいた。

　景けい介すけの驚きよう愕がくは予想外の事態よりも、彼女が発したひと言に持っていかれる。

　──『えっくん』て。

　通夜子の口からそんな愛称が出てくるのが、死ぬほど似に合あわない。

　だが、それだけでは終わらなかった。

　景介が通夜子に対して抱いていた印象は、まさしく怜れい悧りだった。眼鏡の奥の視線は鋭く、冷れい静せい沈ちん着ちやくで、表情すらあまり動かないといった感じの──巳み代よの恫どう喝かつを前にしても一歩も動じずに真正面から睨にらみ返かえすような、そんな人だったはずだ。

「……どうしたの、えっくん」

　それなのに。

「ここ、二年生の教室……だけど」
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　それなのに何な故ぜ、彼女は顔を真まっ赤かにしてもじもじしているのだろう？

　訳わけがわからず、助けを求めるように隣の木こ陰かげ野のを見た。ああ、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔とはこういうのをいうんだろうなと思った。つまり、唖あ然ぜんとしていた。

「うん、えっと……ちょっと友達が先せん輩ぱいに用事があるって」

　英はこっちを振り返りつつ、咄とつ嗟さに考えたのであろう言いい訳をする。通夜子に一いち瞥べつされた宮みや川かわたちが一いち様ように頭を下げた。が、彼女は無視する。

　いや、違ちがう。恐らくは──応こたえる余裕がないのだ。

「つーちゃん、もう病気は大丈夫？　あれから具ぐ合あい悪くなったりしてない？」

　通夜子はこくりと頷うなずいた。仕し草ぐさだけを見るなら実に可愛かわいらしく。

「ちょっと、霧きり沢さわくん」

　クラスメイトの高たか松まつが、隣にいた景介の袖そでを軽く引っ張り耳打ちする。

「……幼おさな馴な染じみ、だよね？」

「そのはずだ」

「色いろ恋こい沙ざ汰たとかじゃないんだよね？」

「英はそう言ってた」

　応こたえると、彼女は通つ夜や子こと英えいをしげしげと見比べ、

「とーへんぼく……」

　小さく呟つぶやく。

　つまり、見知らぬ第三者が見ても明らか、と。

　英と通夜子の会話は続く。

「でも、まだ本調子じゃないんでしょ？」

「ううん。もう大丈夫」

「あんまり無理しちゃダメだよ、つーちゃんはいっつも無理するんだから」

「……ごめん」

　背は通夜子の方ほうが高く、見た目だけで言うなら姉弟きようだいと誤解されてもおかしくないだろう。しかし俯うつむいてぼそぼそと喋しやべっている通夜子と、僅わずかに視線を上げてにこにことしている英とを見ていると、どちらが年上かわからなくなりそうだった。

「あの、私、用事がある……から」

　などと考えていると、通夜子が恥ずかしそうに顔を伏ふせ、英を促うながす。

「あ、ごめん。僕らも用事済ませに行くよ。じゃ、気を付けてね、つーちゃん」

　こくり。

　再び無言で頷うなずく幼おさな馴な染じみから視線を逸そらし、英はこっちを振り返る。

「行こうか」

「あ、ああ。そうだな」

　ようやくのことで景けい介すけは応こたえ、一団は何事もなかったかのように歩みを再開する。

　擦すれ違ちがいざまに通つ夜や子こをちらりと見るが、彼女はこちらと目を合わせようとせずにそっぽを向いていた。気付いていないのだろうかとふと思うが、そうではないだろう。会話をさっさと切り上げたのは、恐らく景介と木こ陰かげ野のがいたからだ。

　全員無言で廊下を抜け、反対側の階段を降りる。一年生の教室が並ぶ一階まで辿たどり着ついたところで、英えいが大きく溜ため息いきを吐つき全員を眺ながめ、

「まったく……これで満足？」

　その顔がまったくいつも通りだったのを見て、荒あら木きが尋たずねる。

「……なあ、宮みや川かわ」

「なんだよ」

「お前、まさかとは思うが、その……気付いてないのか？」

「は？　なにが？」

「あの先せん輩ぱいの態度よっ！」

　割って入った青あお山やまに、なおも英は首を傾かしげる。

「なに言ってんのさ。つーちゃんはいつもあんなだよ。昔から」

　呆あきれ顔がおの英に対して、総そう員いんが盛大に肩を落とした。

「駄だ目めだこいつ……どうにもならないわ」高たか松まつが頭を抱かかえ、

「あの先せん輩ぱい、かわいそう」青山が悲しげに目を伏ふせる。

「ああ……畜ちく生しよう」そして荒木が景けい介すけの肩を抱き、大おお袈げ裟さに嘆なげいた。

「俺たちは勘かん違ちがいしてたんだな。そもそもこいつは俺たちと同じスタートラインにすら立ってなかったって訳わけだ。むしろ既すでにゴールインしてやがる。……俺……何も言えねぇ」

「いや、ああ、……そうだな」と、景介は曖あい昧まいに返事をする。

　木陰野を見る。

　彼女は無言で、困こん惑わくと仏ぶつ頂ちよう面づらと笑顔を混まぜて三で割ったような、実に味のある形容し難がたい顔をしていた。付き合いが長い分、どう判断していいのかわからないのだろう。

　──本当、どうしたもんかね、これ。

　荒木の手を肩からどけ、木陰野の方へと数歩寄り、

「おい」

　引ひき攣つった笑顔で呼ぶと、彼女は焦点の合わない視線をこちらに向けた。

「放課後、いいか。話がある」

「うん。あたしもある……」

　頷うなずき合あうが、双そう方ほうともなにを話せばいいのかわからないのは確実だった。
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　かくして放課後。

　もう大おお凡よそのクラスメイトが帰宅した教室の隅すみで、景けい介すけは木こ陰かげ野のと向かい合って座っていた。

「……で、だ」

「うん」

　昼休みからこっち、彼女も幾いく分ぶん心の整理がついたようで、今は平静を取とり戻もどしている。

　とはいえ、

「お前の知ってる通つ夜や子こさんってのは、あんな人なのか？」

「……全然違ちがう」

　やはりあの時の衝しよう撃げきは相当なものだったようで、困こん惑わくした顔で首を傾かしげる。

「里では、子供の頃から物静かで落ち着いてて……たぶん霧きり沢さわの見た通りだったよ。歩ほ摘づみなんかは、通夜子さんのことちょっと恐がってたくらいだったもん」

「じゃあ、ありゃなんなんだ。まるで別人じゃねえか」

「わかんない。あたしも知らない」

　でも、と。木陰野は少し可お笑かしそうに続けた。

「あんな通夜子さん、初めて見たけど……やっぱ宮みや川かわのこと、好きなのかな」

「猫ねこかぶってるってことはないのか？　人間社会じゃあれで通してるとか」

「そんなことする理由がないよ」

「確かに」

　だったらやはり、見たままなのだろうか。

「……意外だったな」

「あたしにも意外だったよ……はあ」

　溜ため息いきを吐つく木陰野。

　でも、これでそれなりに彼女の事情がはっきりしたと思う。

　少なくとも通夜子は、宮川英えい──人間に対して悪感情は持っていない。繁はん栄えい派はに属しているのは恐らく景介が予想した通り、英を鈴すず鹿かの一族から守るためだろう。

　だったら、枯かれ葉はや木陰野の希望通り、彼女を味方に引き込むこともできるのではないか。繁栄派の総勢が未いまだ読めない現状を考えるに、通夜子がこちら側にきてくれれば心強い。

　──どう交こう渉しようするか。

　幸い、巳み代よと違ちがって通夜子は理性的で、話の通じない相手ではない。それに木陰野と彼女は仲なかがよかったという事実もあるし、景介だって英の友人なのだ。条件は整っている。

「どうにかなる、か」

「え？」

　なんのこと、と問とうた木こ陰かげ野のに、景介は笑った。

「あの人が敵じゃないってのははっきりしたってことだよ」

　こいつも、ずっとそれを気にしていたはずだ。今日の一件でせめて安心はさせてやりたい。そう思い、だからあまり根こんを詰つめるなと口を開きかけた時。

　教室のドアが、開いた。

　がらり、と、音に反応して木陰野が背後を振り返る。景けい介すけはその肩越しに、廊下から入ってくる人影を見た。夕暮れの順光に照らされた姿は、まさしく話題の渦か中ちゆうである、

「なにがはっきりした、って？」

　通つ夜や子こ──だった。

　景介は返事ができない。

　突然の来訪に驚いたのと、まさか話を聞かれていたのかという焦あせりだった。

　迂う闊かつだった、と後悔する。考えてみれば昼間にあんなことがあった以上、彼女が景介たちに接触を取ろうとするのは充分に予想できたはずだ。だらだらと放課後残っていないで、帰宅してから電話でもすればよかったかもしれない。

　ただ、いずれ話をしなければならなかったのは確かで、そういう意味ではかえって都つ合ごうがいい。景介は立ち上がり、緊張で僅わずかに湿る掌てのひらを握にぎり締しめ、言った。

「どうも、先せん輩ぱい。昼間はすいませんでした」

　表面上は素す直なおに、微かすかな揶や揄ゆを込める。

　だが、彼女は応こたえない。表情を動かさず、こちらへの歩みを止めない。

　からかって慌あわてさせこっちのペースに持ち込もうとしたが、さすがに無理なようだ。と、

「棗なつめ」

　通夜子は固まって動けずにいる木陰野を見下ろしながら、平へい坦たんに言った。

「少し、外はずしなさい」

「……え」

「彼に危害を加えたりはしないわ」

「でも、通夜子さん、あたし……」

　思わぬ言葉だったのだろう。狼ろう狽ばいして通夜子と景介との間で視線を揺ゆらす。

「悪いけど、言う通りにしてもらえるか、木陰野」

　ふたりきりで話がしたいというのであれば、乗ってもいいと思う。さすがに殺されはしないだろうし、なによりお互い、木陰野を前にしては言いにくいことだってある。

「心配なら、窓の外からでも見ててくれればいい。……構いませんよね？」

　問うように通夜子を見ると、首しゆ肯こうする。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていた木陰野は、ややあって、

「……わかった」

　頷うなずき、こちらを何度も振り返りながら、通つ夜や子こが入ってきた扉とびらから教室を出ていく。戸の閉まる音とともに彼女の姿が消えるのを確認してから、通夜子が口を開いた。

「どういうつもり？」

　昼間のことだろう。

「どうもこうも。英えいの言った通り、偶然ですよ」

「誤ご魔ま化かさないで」

　とぼけてみたが、視線をいっそう鋭くされるだけだった。

「くだらない冗談に付き合う趣味はないわ」

「まったく……昼間と別人ですね」

　からかい気味な独ひとり言ごとを呟つぶやいてみると、相手は微かすかに景けい介すけから視線を外はずした。これは不ふ意いを食らったというサインだと直感した景介は、思わずいつもの悪い癖くせで彼女に追つい撃げきを加える。

「…………えっくん」

　ぼそり、と呟つぶやいてみた。

「……っ！」

　攻こう撃げき命めい中ちゆう。

　通夜子はクールな表情を哀あわれにも一いつ瞬しゆんで瓦が解かいさせ、見る間まに顔を赤くする。

「あ、なた……」

「『えっくん』て、いつからそう呼んでたんですか？」

「そ、そんなの、あなたに関係……」

　枯かれ葉はが『つうれん』を改造してチェーンソーにしてしまったのを見た時と同様の狼ろう狽ばいぶりだった。が、加えて頬ほおが紅こう潮ちようしているので、見ようによってはあれ以上だ。

「いやしかし、あの英のどこがいいんです？　あんなのただの……」

「あなたにえっくんの……！」

　反射的に激げつ高こうしかけた通夜子は、直後、こちらの顔を見て言葉を止める。どうやら罠わなだと気付かれたらしい。あからさま過ぎたか、と景介は心の中で舌打つ。

　──ま、この辺にしておいた方ほうがいいか。

　あまりやり過ぎると怒りを買ってしまいそうだし、それは断じて景介の本意ではない。

「ま、英のことは置いといて。真ま面じ目めな話をしましょう」

　肩を竦すくめてから笑えみを消す。

　通夜子は頬の染まったまま唇を咬かんだが、俯うつむき、それから顔を上げると眼まな差ざしが鋭いものへと戻もどっていた。切り替えの早さはさすが、と思わせる。

　だから景介も、その目を真まっ直すぐに見て、正しよう直じきに告つげた。

「実はね、俺……あんたに味方になって欲しいって思ってるんですよ」

「本気？」

　微かすかに眉をひそめる通つ夜や子こ。呆あきれているようだ。

「枯かれ葉はも似たようなことを言っていたけど、無む駄だよ」

「俺はあながち無駄だとは思ってないんですけどね。あんたは別に、人間を嫌きらっちゃいないでしょう？　それはさっきの態度を見てればわかる」

　沈黙。図ず星ぼしをつかれたからか、それとも更さらに呆れているのか。

　眼鏡めがねの奥の冷たい瞳はその『さっき』とは一転、まるで思考を読ませない。巳み代よのように単純ならやりやすいのだが、正しよう直じき苦にが手てなタイプだ。

　が、臆おくしてはいられない。

「それに……繁はん栄えい派はの連中を放っておけばどうなるか、あなたにわからないはずはない。犠ぎ牲せい者しやは増え続けるんですよ。いつ英えいにだって危害が及ぶかもしれない」

「彼に危害は加えさせない。だから私はあそこにいる」

　断言すると、通夜子は酷こく薄はくに笑えんだ。

「他の犠牲者など私の知ったことではないわ。……それともあなた、見知らぬ他人の幸せを願う博愛主義者？　そんなくだらない価値観を私に押し付けないで」

「……あ？」

　思わず低い声が出る。その物言いが癇かんに障さわった。

　博愛主義なんかじゃない。景けい介すけがこだわっているのは、そんな漠ばく然ぜんとしたものではない。

　そんなものと──一いつ緒しよにされてたまるか。

　景介は吐はき捨すてた。

「俺は姉ねえさんをあんたたちに殺されてるかもしれないんだ。友達もひとり、あんたたちの犠ぎ牲せいになった。……それで、他ひ人と事ごとでいられるかよ。ふざけんな」

　直接犠牲になった人たちだけではない。

　姉の失しつ踪そうで、両親がどんなに憔しよう悴すいしたか。

　尾おノの上うえがいなくなって、灰はい原はらがどんなに塞ふさぎ込こんだか。

　人がひとり消えるというのは、近しい人が傷付くということだ。景介はそれを見てきた。だからこそ、同じ思いをしている人がいると想像するだけでやりきれなくなる。

「見知らぬ他人のためなんかじゃない。俺は……俺が嫌いやなんだよ、そういうのは」

　怒りに任まかせて、通夜子を思いきり睨にらみ付つける。

　彼女は僅わずかに目を伏ふせる。が、それでも感情が大きく動いた様よう子すはない。

「だったら、どうするの？」

　問とわれ、答えた。

「俺は、繁栄派の連中を止めたい。だからそのために、あんたに力を貸して欲しい」

「身み勝がつ手てな理屈ね」

「そうだな、身勝手だ。だからどんな手段でも使う」

「たとえば？」

「場合によっちゃ、あんたのことを英えいに話してもいい」

「……脅きよう迫はくするの？」

「そうなるな」

　どのみち、最後の手段として考えてはいた。木こ陰かげ野のにはとても言えなかったしできることなら円満に行きたいが、このまま敵対するよりは、無む理り矢や理りにでもそうした方ほうがいい。

　そう考え、努つとめて不ふ敵てきな笑えみを通つ夜や子こに向ける。

　しかし──。

　彼女の反応は、景けい介すけがまったく予想しないものだった。

　通夜子は、薄く──ともすれば残ざん酷こくに、微笑を浮かべたのだ。

　そして発せられた言葉は、

「ならば私はあなたを殺す。そして彼の前から姿を消す。それだけのことよ」

　想像を、遥はるかに越えていた。

「な……っ!?」

「あなたは勘かん違ちがいしているわ」

　呆ぼう然ぜんとした景介に畳たたみ掛かけるように、通夜子は唇の端はしを僅わずかに歪ゆがめたまま続ける。

「私のことを。そして、あなた自身のことを」

　まるで数式を読み上げるように。

「私は自分の掌てのひらの大きさを知っている。対してあなたは、自分の掌の大きさを知らない」

　まるで軽けい蔑べつするように、

「あなたがどこまでを救いたいのかは知らないし興味はないわ。でも、あなたの掌に収おさまらない範囲のものまで救おうとするのなら、待っているのは悲劇ね」

　まるで憐あわれむように、

「力もないくせに、何かができるとは思わないで」

　まるで──殺意のように。

　景介は唇を咬かんだ。返す言葉がない。

　それは、覚悟の違ちがいだ。

　景介と通夜子との間に横たわる、差だった。

「私が求めてるのは、彼の……宮みや川かわ英の身の安全。その次に、彼の幸せ」

　英の名を口にした瞬しゆん間かん、彼女の眼めが不ふ意いに優しくなる。冷たく怜れい悧りに見み据すえるような鋭さは薄れ、そこに憧あこがれと思し慕ぼの色が混まじった。

「それより外ほかは私の掌には収まらない。だから、知らない」

　けれど、景介にはわかった。わかってしまった。

　その優しさは、通夜子自身にとってどうしようもなく悲しい。

　この人は、誰だれよりも英えいの幸せを願っているのだろう。

　でも恐らく、彼女が想像する、幼おさな馴な染じみが幸せに笑う光景──その隣に、彼女はいない。

　一いつ緒しよに笑っていたいとか、隣にいたいとか、好きな人に対して抱くそんな当たり前の感情を完全に捨てて、そこまで覚悟して、通つ夜や子こは繁はん栄えい派はに身を置いている。

「あの時私があなたを助けたのは、あなたが死ぬと彼が悲しむと思ったから。でも、それだけよ。本来、私の掌てのひらの中にはあなたの安全も幸せも入っていない」

　確かに通夜子の言う通り、自分は勘かん違ちがいしていた。

　味方になってもらう？

　木こ陰かげ野のと仲なかが良かったのなら大丈夫？　英の友人である自分の言葉には耳を傾かたむける？

　どこまで見けん当とう違いで図ずう々ずうしい。

　この人は──、

「同じように、枯かれ葉はたちにも興味はないわ。繁栄派の連中にも、鈴鹿の一族そのものにも」

　この人は始めから、そんなぬるま湯になど浸つかっていなかったのだ。

　言葉を返せずに目を逸そらした景けい介すけを一いち瞥べつし、通夜子は背を向ける。

「せいぜい気を付けなさい」

　優しさではなく、侮ぶ蔑べつを込めた忠告だった。

「守りたいものが多ければ多いほど、大きな掌が必要になる。だけど、もし……掬すくい上あげようとしたものがこぼれ落ちてしまえば、落下の傷も比例して大きくなるわ」

　教室の扉とびらへ向かって去っていく。

　言いい訳わけも思い浮かばない。反論しようという気力もない。

　ただ、彼女の足音。そしてシューズから伸びる影の長さを眺ながめることしかできない。

　扉に手を掛かけ、通夜子が横顔で振り返って言った。

「あなたの掌の大きさはどのくらい？　よく考えることね、本家の婿むこ候こう補ほくん」

　その言葉はまるで止とどめのように、景介の胸を深く抉えぐった。

　戸が開き、背中が廊下へ吸い込まれ、また閉まる。




　　　　　　　　　　※




「通夜子……さん」

　廊下に出たのと同時。

　思おもい詰つめた顔をした木こ陰かげ野の棗なつめが、通夜子を呼び止めた。

　数歩駆け寄ってきて、一メートルの距離で逡しゆん巡じゆんするように立ち止まる。寒さに当てられた頬ほおの微かすかな赤みが、焦しよう燥そうと不安を窺うかがわせた。

　だが通つ夜や子この口からは、それに確固とした返答はない。労ねぎらいの言葉もなければ笑顔すらも浮かべず、冷れい酷こくともとれる色のない視線を、じっと棗なつめに送る。

「あの、あたし……」

　なにか言いたいけれどなにを言えばいいのかわからない、そんな様よう子すで口くち籠ごもった棗に、ようやくのことで通夜子が発した言葉もやはり冷酷だった。

「忘れなさい」

「え……」

「私は敵よ。あなたがこのまま繁はん栄えい派はとの戦いを続けるなら、あなたの持っている私への感情は邪じや魔まにしかならない。だから、忘れなさい」

「なに、を」

　恐らくは『なにを言ってるの』と尋きこうとした棗に対して、

「なにを忘れるかはあなた次第。私のことを忘れるか、それとも戦いのことを忘れるか」

　通夜子の返事は意味合いが異なっていた。

　が、棗にとって、拒絶であったことには変わりない。

　口を噤つぐみ今にも泣きそうな顔をして、下げられた腕、両の拳こぶしを握る。

　それでも顔を上げてなおも問とうたのは、気の強さ故ゆえか、それとも意地か。

「霧きり沢さわとは……なにを話したの？」

　それに対して、通夜子はほんの少しだけ表情を変えた。

　薄く溜ため息いきを吐つき、数秒、言葉を選ぶように無言で唇を微かすかに動かした後、

「あの子は矛む盾じゆんしてるわ」

　言った。

「……矛盾？」

「姉と友人が私たちに殺されたと言っていた。それが本家と繁栄派の争いに関かかわる理由、と」

「あいつ、前からそう言ってた。でも……なんで」

　棗の疑問に、通夜子が声を強める。

「枯葉の婿として名乗りを上げておきながらあの子の戦う理由は人間にある。お姉ねえさんとお友達が死んだのは私たちのせい。私たちの存在自体が許せない。そんなふうに聞こえたわ」

「それは、繁栄派が人間を……」

「繁栄派も本家も同じよ。人を喰くらって生きることからは逃のがれられない。……あの子が憎んでいるのは、良心を持たずに人を殺す繁栄派？　それとも人を殺すという行為そのもの？」

　そこまで言われ棗は、はっとして通夜子を見る。

「枯かれ葉はやあなたを憎んでいる訳わけではないでしょうね。でも、だからこそ矛盾している。鈴すず鹿かと人間とがどこかで相あい容いれると思っているのかもしれないけれど……幻想ね」

「でも、それは……」

「わかるはずよ。あなたと私には」

　人の世で、まるで人間のように暮らし、育ってきた、人間ではないふたり。

　同じ境遇にあった彼女たちの瞳は──それぞれ対照的な色を宿やどした。

「……母さんたちも、残ざん酷こくなことをしたものね」

　通つ夜や子こは諦てい観かんを。

「あたし、……そんな」

　棗なつめは、絶ぜつ望ぼうを。

　それは、差だった。

　たとえば里に暮らした者は、人に対して最初から化ばけ物ものでいられる。出会った時から別の存在であるなら、お互いに異い種しゆ婚こん姻いん譚たんを気取ることもできるだろう。首から下が親しい人間の身体からだであったりするならば、なおさら執しゆう着ちやくも湧わく。

　ならば、人間として育った化け物は、果たして人間にとってどう映うつるのか。

　人間だと信じていた者が化け物であったと知った時、人はどうするのか。

　死体と身体をすげ替えなければ子も産めない女を、男は愛してくれるのか──。

「……歩ほ摘づみ」

　棗の口から出てきたのは、クラスメイトでもあった同族の名だった。

　化け物であることを打ち明けた結果、拒絶され、彼女は罪を重ねた。

　思想がいかなるものであろうと、そういう妖も魅のである以上、喪も着ぎという名の軛くびきからは決して逃のがれられはしない。対して人間もまた別の意味で、目を背そむけることはできない。




　立たち尽つくす棗を前に、通夜子は無言で踵きびすを返した。

　妹同然に育った友人に背を向けたその顔は、悲しみを微かすかに覗のぞかせていた。
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　帰宅する頃にはもう、陽は山の端はに隠かくれていた。

　夕方五時過ぎ。春が近付いているとはいえ未いまだ日没は早い。景けい介すけはコートのポケットに手を突つっ込こみながら、寒さを誤ご魔ま化かすように早足で帰路を歩む。

　住宅街に面した道路は車も少なく、しんとして冷たい。

　けれど、凍こごえるのは気温と雰ふん囲い気きのせいだけだろうか。そんな疑問が湧わいた。

　あれから、景介と木こ陰かげ野のは殆ほとんど無言のまま別れた。

　木陰野が通夜子となにを話したのかは知らない。だが、表情から察さつするに、およそ自分と似にたようなものだったのだろう。尋きける雰ふん囲い気きではなかったし、彼女も景介に尋こうとはしなかった。ただ、景介が「余よ計けいなことをしてすまない」と謝あやまったのに対し、木陰野は「あんたのせいじゃない」とだけ言って、どこか悲しそうに笑っていた。

　じゃあ誰だれのせいだ、と思う。

　凄せい絶ぜつとも呼べる覚悟で自らの道を歩んでいる通つ夜や子こか。

　親しかったはずの通夜子に拒絶され、挙あげ句く引き止められなかった木こ陰かげ野のか。

　誰かを救うだのと意気込み、中ちゆう途と半はん端ぱな身みの程ほど知しらずを晒さらす景けい介すけか。

　それとも──鈴すず鹿かの一族と人間との間に横たわる、どうしようもない断絶か。

　たぶん、すべてが原因なのだろう。

　通夜子は割り切り過ぎだし、木陰野は遠慮し過ぎだし、自分は見通しが甘あま過すぎた。通夜子に言われたことはあまりに図ず星ぼしで、笑いが込み上げてきてしまう。

　たとえば繁はん栄えい派はの連中が自分やその周囲に危害を加えてきた時、果はたして景介に誰が守れるだろう？　答えはひとつ、誰も守れない。守りたい者が多おお過ぎて、誰も守れない。

　鈴鹿の一族である通夜子ですら、英えい以外のすべてを切り捨てた。それなのに景介は、無力なくせに誰ひとりとして切り捨てることができない。

　灰はい原はらの想おもいを受うけ継ついでくれた枯かれ葉は。木陰野や型かた羽は。それに両親、友人たち。すべてに手を広げるには、自分の腕はあまりに短いのに。

　ただ、それでも。痛感していても、なお。

　景介は通夜子に対して、これでいいのか、と思う。

　昼休みの、英を前にして顔を真まっ赤かに口くち籠ごもり、周囲が眼めにも入っていない彼女の姿は、恋する少女以外の何ものでもなかった。あれだけ一いち途ずなのは今どき珍しい。

　昔からそうだった、と英は言っていた。ならば人生の大たい半はんを掛かけて、通夜子は英のことを想おもい続けてきたのだ。それなのに──彼女はその恋を、好きな人のために捨てようとしている。

　それに対して、どうにかならないのか、と考えてしまう。

　灰はい原はらが自分に想いも伝えられずに死んでしまったのを重ねてしまう。木陰野が将来好きな男でもできたとして、どんな選択をすることになるのか想像するとやりきれなかった。

　通夜子に言われたことが堪こたえていない訳わけではない。堪えているから尚なお更さら、自分の中にある感情と理屈の二に律りつ背はい反はんが鬩せめぎあって、どうすればいいのかわからなくなる。

「畜ちく生しようめ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにひとりごちる。

　もし上う手まくいっていれば、今頃はしてやったりと意い気き揚よう々ように浮かれているはずだった。通夜子を味方に引き入れ、木陰野の悩みも解消して──そんな希望も、自分がバカで考えなしだったせいで潰ついえてしまった。浅はかさに反へ吐どが出る。

「……まったく」

　どうすればいいんだよ、と。

　溜ため息いきを吐つきかけた景介の耳に、不ふ意いに言葉が飛び込んできた。

　少女のような、細い音で、




　──どうすればいいの？




「……え？」

　驚き、立ち止まる。

　自分の心の声が何な故ぜ、耳から入ってくる？

　幻げん聴ちようかと疑いつつ、それでも慌あわてて周囲を見渡した。幻聴ではなかった。

　見上げれば、住宅街の間にある公園に面した、フェンス。

　その上に、少女がひとり──腰こし掛かけて、足をぶらつかせていた。

　制服は白しら州す高こう校こうのセーラー。寒いのにコートも着ていない。

　適当に短く切きり揃そろえただけの、あか抜けない髪型。

　表情はなかった。

　視線も景けい介すけを見ておらず、どこか虚こ空くうを彷徨さまよっているかのようだ。

　妙みように人間味の感じられないその様よう子すに、心でも読まれたのか、と思った。

　けれど、続いて彼女の口が紡つむいだ言葉で、違ちがうということがわかる。




　──陽ひ射ざしの中のあばら屋、その先に潜ひそむ

　──私は誰だれの指さし図ずも受けない。




「……え」

　その、一いつ聴ちようすれば意味不明なはずの単語たちと、最初の『どうすればいいの』という呟つぶやきが、景介の頭の中でひとつの文脈として繋つながった。

　繋がったのも当たり前だ。

　覚えがある。

　そう、確かこの続きは、




　──壁には落書き、もしくは罅ひび

　──祝福の中で描かれたそれと、




　不ふ意いに、胸に込み上げてくるものがある。

　誰かの口から聞くのは久しぶりで、景介自身、細部まで記憶していた訳わけではない。

　でも、思い出した。

　いや、忘れられない。

　ともすれば不吉とも不ぶ気き味みともとれる、けれど鮮せん烈れつな言葉たち。

　優しかったあの人にはまるで似につかわしくないそれは、

　それは──、




　──あなたを抱くための四本の腕。




「姉ねえ……さ、ん？」

　景けい介すけの姉が好きだった──詩うただ。

　テレビを消した後あととか、ゴミをまとめている最中とか。ふとした時によく諳そらんじていた。幼い頃から目の前で繰り返されてきたから、なにそれ、と尋きいた覚えすらない。疑問を覚えるまでもなく、景介にとってその言葉の連なりは『姉のよく口にする詩』だった。

　フェンスの上の少女はこっちに目もくれず、続きを口ずさむ。




　──冬が来る、とっておきの冬

　──霞かすみ草そうの花はな束たばを用意しなきゃ




　だからつい、思い出した言葉を、合わせた。

「……『けれど私は辿たどり着つくことができない。』」

　聞こえたのだろう。

　少女は視線をようやくこちらに向ける。

「誰だれ」

　尋きくというよりも、むしろ呟つぶやくといった感じの問い。

　声こわ音ねにも表情にも感情らしきものがまったく窺うかがえず、景介は僅わずかに戸と惑まどう。

「ええと……一年？　あ、その、学年」

「ううん、二年」

　先せん輩ぱいだった。慌あわてて敬語になる。

「すみません、邪じや魔まして。えっと……その詩、俺も知ってる奴やつだったから」

「そう」

　頷うなずきの後、再びそっぽを向かれた。というよりも、景介を視界から外はずしたという表現の方ほうが正しい。興味を失ったというより、最初から興味など持っていなかったとでもいうように。

　その仕し草ぐさやまったく変化しない表情に奇き妙みようさを感じたが、変な奴だと捨て置くには、彼女が諳じていたものはあまりに懐なつかし過ぎた。

「あの……なにしてるんですか？」

　再び問う。反応し、少女はこちらにまた顔を向け、

「あなた、誰だれ」

　そこでようやく景けい介すけは、さっきの彼女の問いにまだ答えていなかったことに気付く。

　慌てて、名乗る。

「あ、霧きり沢さわです。霧沢景介」

　と──。

　名乗った瞬しゆん間かん。

　今まで感情の色が皆かい無むだった少女の視線に、かろうじて光のようなものが宿やどる。

　固定していなかった焦点を合わせたといった程度のものに過ぎなかったが、それでも彼女は景介の顔を、その両りよう眼めで見み詰つめてきた。

「きりさわけいすけ。きみが？」
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　そして、反はん芻すうされる名。

「あ、え？」

　俺を知ってるんですか、と尋きくより早く、少女は言った。

「枯かれ葉はの、婿むこ候こう補ほ」

　かれは。

　むここうほ。

　見知らぬ人間の口からそれらの単語が出てくることの意味を理解するより前に、彼女の声はまた別種の──予想だにしていなかった驚きで、景けい介すけの思考を止める。




「雅みやびお姉ねえちゃんの、弟」




　少女はフェンスから飛び降りる。

　姉の名前と一いつ緒しよに聞こえてきたのは、アスファルトに響く小さな着地音だった。
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　十数秒の沈黙の後。

　景けい介すけがようやくできたのは、間ま抜ぬけな問とい掛かけだけだった。

「あんた、い、今、なんて？」

　狼ろう狽ばいして言葉が突つっ掛かかる。それ以上に混乱していた。

　つまりこいつは『鈴すず鹿かの一族』か、或あるいはそれに関係している人物ということになる。だったら自分の名前を知っているのも当然で──いや、違ちがう。

　違う。こいつが口にしたのは。

「みやび、って」

　雅みやびお姉ねえちゃんの弟、と。確かに言った。

「あ、んた。は……」

　鈴鹿の一族の関係者から出た、姉の名前。

　やはり、と思う。

　でも、そうであって欲しくなかった自分がいる。

　姉は生きていてどこか別の土地で暮らしているなんて、そんな夢みたいな空想をまだ信じていた訳わけではない。だが、それでも、鈴鹿の一族と姉の失しつ踪そうとが無関係であってくれたらと心のどこかで考えていた。無む駄だだと知りつつ希望を持っていた。

　それが今、完全に砕くだかれた。

「あんた、姉さん、の……？」

　足が震ふるえ始はじめる。呂ろ律れつが上う手まく回らない。

　まさかこいつが、こいつの首から下が。

　頭の奥が熱くなった。不ふ意いに衝しよう動どうが湧わきあがってくる。

　もしそうなら、この女が姉の身体からだを奪うばった張ちよう本ほん人にんであれば。

　今すぐその憎らしい頭を切り落として踏ふみ潰つぶし、火にくべて燃やしてやる。姉さんを取り返してやる。あの日いなくなった姉。たとえ死体になってしまっているとしても構わない。

　姉さんは、姉さんなのだから──。

「……っ」

　しゃがみ込んだ。

　自分の腕を自分で抱いて、コートの上から爪を立てる。

　──なに考えてんだ、俺は！

　発作的に身体を駆かけ巡めぐった殺意を押おさえ付けた。

　生なま温ぬるい、それでいて泥でい濘ねいのような昏くらい欲望が背せ筋すじから徐々に引いていく。つい二週間前に囚とらわれたあれに、甘かん美びで取り返しのつかないあれには、決して身を任まかせてはいけない。

　それに、落ち着いて思考すれば、よく見れば明らかじゃないか。

　こいつの身体からだは、姉のものではない。

　姉が失しつ踪そうしたのは八年前で当時十八歳──まず年齢が合わない。

　それに体格も違ちがう。こいつはともすれば年下にすら見えるほど背が低く、身体付つきも幼い。対して姉は逆だった。平均よりも背が高いのを悩みにしていたはずだ。「景けいちゃんが私の身長、もらってくれないかなあ」なんて冗談めいていつも口にしていたのをよく覚えている。

「体調が悪い？」

　踞うずくまっていた景けい介すけの頭ず上じようから声が降ってくる。

「いや……大丈夫、です」

　どうにか立ち上がると、再び少女と視線を合わせた。

　落ち着け。冷静になれ。

　姉の身体を持っていなくとも、彼女は姉のことを知っている。

　それは紛まぎれもなく僥ぎよう倖こうだった。鈴すず鹿かの一族の存在を知った一カ月前から、いや、姉がいなくなった八年前からずっと望んでいたものが、今、目の前にいるのだ。

「あの、名前は？　俺を知ってるってことは、その」

「檻おり江え」

　少女は、名だけを短く答えた。

　おりえ。浅あさ野の檻江。木こ陰かげ野ののリストに名前が載のっていた──繁はん栄えい派はのひとり。

　こいつは敵か、と咄とつ嗟さに警けい戒かいする。が、敵意や悪意がまるで感じられないのが妙みようだった。

「……俺をどうにかするために待まち伏ぶせてたのか」

「ううん」

　檻江はまるで人形のように首を振り、

「偶然だよ。そんな命令されてない」

　朴ぼく訥とつとした様よう子すで言う。

「じゃあ、どうして……いや、違う」

　そうじゃない。檻江の目的はこの際どうでもいい。

　たとえ彼女が敵であっても、

「なんであんた、姉ねえさんの名前を知ってる？」

　これだけは──なんとしても聞き出さなければ。

「どういう関係なんだ？　姉さんと知り合いなのか？」

　さっきとは別種の激げき情じように任せ、景介は檻江に詰つめ寄よった。

「教えてくれ。俺は姉さんのことを……」

　知りたいんだ、どんな結果であろうとも。

　そう続けようとした時、檻おり江えがぽつりと、

　無感情に言い放った。

「きみ、雅みやびお姉ねえちゃんのことなにも知らないの？」

「……っ！」

　感情が、あっさりと沸ふつ点てんを越える。

　冷静さを失って檻江の肩を掴つかみ、怒ど鳴なった。

「あんたたちが……てめえらがそうさせたんだろうがっ！」

　そうだ。自分は、姉のことをなにも知らない。

　彼女が失しつ踪そうしたのは景けい介すけが八歳を迎むかえる少し前だった。思い出はあるにせよ、それらはすべてどこか茫ぼう漠ばくとしていて、記憶の中で霞かすみがかかっている。

　姉が大好きで、それこそ両親によりも懐なついていたという自分の感情ははっきり覚えているのに、肝かん心じんの彼女自身がどんな声をしていたのかは朧おぼろげで、どんな顔だったかすらも今ではどうしても思い出せないという事実は──どうしようもなく、喪そう失しつ感かんを助長させる。

　それを景介に与えたのは、こいつらだ。鈴すず鹿かの一族だ。

「痛いよ」

　苦痛を感じているとはとても思えない顔で檻江が諫いさめてくるが、景介は止まらなかった。

「あんたはなにを知ってるって言うんだよ！　姉さんの……なにをっ！」

「私もなにも知らない」

　激げき情じようを冷さましたのは、意外な言葉だった。

　その時初めて、檻江の顔に色めいたものが浮かんでいるのに気付く。だが、それが喜き怒ど哀あい楽らくのどれなのかはわからない。もう一度確かめようと思った時にはもう、表情は消えていた。

　景介が肩を掴む力を緩ゆるめると、檻江は言う。

「どんな顔をしてたのかも、わかんないから」

「……え？」

「お姉ちゃんは里にいた。屋や敷しきの中から出てこなかった」

　一歩下がり、景介の腕を振りほどき、続ける。

「だから私も、お姉ちゃんのことはなにも知らない」

　──どういうことだ。

　姉が鈴鹿の里にいた？　屋敷の中から出てこなかった？

　つまり、生きている時に──一族と、何らかの関かかわりを持っていたとでもいうのか。

「じゃあ、……あの詩うたは」

　怒りを疑問が塗ぬり潰つぶし、却かえって冷静さが戻もどってきた。

　呼吸を整えながら、景介は檻江に尋たずねる。

「あんたがさっき口にしてた、あの詩は？」

「お姉ねえちゃんに教えてもらった」

「いつ？　どこで」

「昔。屋や敷しきの壁越しに」

「姉さんはなんで、一族の屋敷にいたんだ」

「知らない。私は喪も着ぎ絶だちだから」

「喪着絶ち？」

「鈴すず鹿かだけど、鈴鹿ではない。血を残すことを許されない」

「なんだよ、それ……」

　意味がわからない。

　説明が下へ手たなのか、そもそも説明する気がないのか。

　彼女と会った時から抱いていた違い和わ感かんが、話をすればするほど増していく。

　この人は、奇き妙みようだ。

　まるで抑よく揚ようのない、感情の片へん鱗りんすら見えない喋しやべり方かた。目の前の景けい介すけを、見ているというよりも漠ばく然ぜんと眺ながめているだけのような視線。思考めいたものすら窺うかがえない。

　まるで、外界に一いつ切さいの興味を示していないかのようだ。無む機き質しつという意味では棺かん奈なと似た印象を受けるが、この少女はそれ以上だ。

　いや──生いき死し人にんである棺奈の方が、まだ感情があるようにすら見える。

　少なくとも棺奈は、枯かれ葉はや景介たちを気き遣づかうという規き範はんを持っていた。決して感情や意思などではなくそういう仕組みで動いているだけだとしても、たとえロボットペットに愛らしさを覚えるのと同じだとしても、景介はそこに人格を感じられるし、好意だって生まれ得る。

　彼女には、その取とっ掛かかりがない。壁と話をしている方がまだ有意義な気さえする。

　檻江がぽつりと言った。

「時間」

「え？」

　気付けば景介から視線を外はずし、腕時計を見ている。

　安物のデジタルで、ファッション性の欠片かけらも感じられない。ただ時間を知るのに必要だから持っているといった様よう子すの、女子高生にはまるで似につかわしくない代物だった。

「行かなきゃ」

　呟つぶやき、唐とう突とつに踵きびすを返す。

「おい、待て……待ってくれ！」

　慌あわてて止めるが、振り返りこちらを一いち瞥べつし、

「どうしたの」

「まだ話は終わってないだろ」

「でも、時間が来たから。行かなきゃ」

「……どこにだよ」

「病院」

　そして、景けい介すけの狼ろう狽ばいもまるで意に介かいすることなく、その奇き妙みような少女──檻おり江えは、

「きみも来るの？」

　なんでもないことのように問とうと、答えも聞かずそのまま背を向け歩きだした。

　景介は呼び止めようとしたが、無む駄だかもしれないと思い直し、

「なんだよ……ったく」

　覚悟を決め、檻江の後あとに続くことにした。




　それから、帰き路ろを大きく外はずれ、住宅地を離れて徒歩で十五分ほど。

　檻江の行き先は、郊外にある篠しの田だ医い院いんだった。

　六階建てのそれなりに大きな建物で、市内在住であれば存在を知らない者はいない。名医がいるとか設備が充実しているとかいう評判は特に聞かない代わりに、ちょっとした病気や怪け我がであればとりあえずそこに行っておくのが無ぶ難なん、という感じの──どこにでもある、極めて普通の総合病院だ。景介は幸いにして通かよった経験はないが、中学の頃、クラスメイトが盲もう腸ちようで入院した際、見舞いに行ったことがある。

　駐車場を突つっ切きり、真まっ直すぐに病院の玄関を目指す檻江。

　それを数歩離れて追いながら、景介はふたりの間の空気に疲労感を覚えた。

　道中はまったく無言だった。なにか話をしようかと思ったが、恐らく話はなし掛かけてもまともな言葉は返ってきそうになかったし、姉についてのことを追及しようにも景介自身の思考がまとまらず、上う手まい質問が出てこない。そのせいで、少女に黙ってついていくという、居合わせた通行人にストーカーかなにかと誤解されそうな状態になってしまった。

　ふと思い出し、親に『今夜は遅くなる』というメールを入れる。考えてみれば、この、親に対してまめに連絡を入れるという習慣も姉が失しつ踪そうしたせいで身に付いたものだ。

　普通の家庭であれば、高校生の息子が多少遅く帰宅したところでなんとも思わないだろう。景介の両親も、表向きにはなにも言わないし叱しかってくる訳わけでもない。が、いつもの時間を過ぎると必ず『今日は遅くなるのか』というメールが入ってくる。……姉が、娘が学校に行ったまま二度と帰ってこなかったという過去を、未いまだに引ひき摺ずっているのだ。

　それにしても、と、メールを送り終えた後で思う。

　──こいつ、病院になにしに行くんだ？

　鈴すず鹿かの一族は、人間よりも遥はるかに生命力が強い。首を切られても絶ぜつ命めいしない上に、多少の怪我であればその場で治ち癒ゆできる。腕や足をもがれてもくっ付けることさえ可能だ。

　そんな身体からだを持っている奴やつが、病院にどんな用事があるというのだろう。

　怪我があっという間に治なおるような一族が風か邪ぜをひくというのも考えにくい。それに檻江を見る限り、体調の悪さは窺うかがえなかった。

　だったら、誰だれかの見舞いだろうか。

　そんなことを想像しているうちに、玄関を抜けて院内へと入る。

　檻おり江えは受付を素通りし、エレベーターへと向かった。

「やっぱ、見舞い……か？」

　でも、時刻はもう五時半に差さし掛かかろうとしている。詳くわしくないので定かではないが、病院の面会時間は過ぎているのではないだろうか。

　エレベーターのドアが開いた。

　乗り込んだ檻江に続き、景けい介すけもドアを潜くぐる。

「なあ、いったい……」

　尋きいた景介を無視して操作パネルの前に立った檻江は、不ふ思し議ぎな行動を取った。

　まずはドアを閉める。

　それから──『３』と『５』のボタンをふたつ同時に、数秒ほど押おしっ放ぱなしにしたのだ。

　指を離すと、ボタンの点灯表示がすべて消え、エレベーターが上昇を始める。

「……え？」ぽかんとし、

「どこに行くんだ、これ」

　思わず問とうと、檻江はこちらを振り向き、呟つぶやくように答えた。

「四階」

　改めて操作パネルを見る。

　３の次は５、四階を示す階数ボタンは存在しなかった。代わりに、パネルの横に『このエレベーターは来客・患者専用です。四階の職員フロアには止まりません』と注意書き。

「四階、って……職員フロアじゃないのか？」

「違ちがう。本当は、私たちの病院」

　どういう意味だ、と景介が言葉を発する前に、小部屋が停止する。

　扉とびらが再び開き、ふたりは四階の廊下へと足を踏み入れた。

「あら、こんにちは、檻江ちゃん」

　いきなり、医い療りよう器き具ぐが乗ったカートを押した中年の看護婦と出くわした。

　こちらを見て笑顔を浮かべ、

「そっちの男の子はお友達？」

「違うよ」

　しかし檻江は、それだけを答えると説明もせずに歩き始める。

　景介は気まずい思いを抱きつつ軽く頭を下げた。看護婦は一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんな顔をしたが、まあいいか、とばかりにそっぽを向き、再びカートを押しながら廊下の奥へと消えていく。

　周囲を見渡しても、病びよう棟とうだとは思えない。患者もいないし、妙みようにしんとしている。

　それでも鼻をつく消毒液の──死と病やまいを連想させる厭いやな匂においと、純白に染められた、喪もにも似にた壁の色。窓から射し込んでくる夕暮れの仄ほの暗ぐらい陽光はその不ぶ気き味みさを助長する。

　檻おり江えは、ひとつの部屋の前で立ち止まった。

　扉とびらの横にあるプレートには『篠しの田だ玲れい二じ郎ろう先生』の文字。

「今から診察」

　唐とう突とつに檻江が振り返った。

「え」

　ここで待っていろ、ということなのだろうか。

「や、その、俺は？」

「さあ」

「いや、さあ、じゃなくて……」

「ついてきたのは、きみ」

「そりゃ確かにそうだけど、そもそもあんたが誘ったというか、だいたい、」

「一時間くらいで終わるよ」

「その間、俺にどうしろと……」

　一応は学校の先せん輩ぱいなのだけど、敬語を使うことはすっかり忘れていた。

　そもそも身体からだ付つきも小さければ顔付きもどこか幼く、おまけに感情の一いつ切さいが消失したような彼女に対して、年上という意識がまるで持てない。

　どうしたものか。いっそ彼女の言う一時間の間、ここでアホみたいに突つっ立たっているかと諦あきらめ気ぎ味みに思っていると、不ふ意いに部屋の扉が内側から開いた。

「あら、檻江さん」

　出てきたのは、檻江とは対照的に大人おとなびた声をした──女性だった。

　髪は長く、背どころか腰にまで届いている。片側に寄せた前髪は顔の左側にばっさりと掛かかっていた。顔は真っ白でまるで病人のようだったが、整っているからか、あまり不気味さはない。それどころか逆の、ある種の──ぞっとするような妖よう婉えんさがあった。

　纏まとっているのは薄うす灰はい色いろの着物。

　医者ではなさそうだ。患者だろうか？　病院には似につかわしくない格かつ好こうだが、ひと昔前の診療所には相応ふさわしいかもしれない。着物の袖そでから出た両腕は驚くほど細く、そして白かった。

　横長の、どこか背はい徳とく的てきな色気を感じさせる瞳が景けい介すけを捉とらえる。

「あら。あなたは……」

「……あ、その」

「あなた、霧きり沢さわ景介さんね。枯かれ葉はの恋人」

「は？　いや、ってか、別に恋人じゃ……」

「ふふ。照てれちゃって。可愛かわいい」

　紅を差しているのか、不自然に赤い唇が弧こを描く。笑った顔は意外に優しげだ。

「初めまして。私は夭ようといいます」

　その女性は、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「あ、え。……夭？」

　三年Ｃ組、篠しの田だ夭。

　木こ陰かげ野のにもらった紙に書いてあった名前を思い出し、景けい介すけは呆ぼう然ぜんとした。

「こんなところではなんだし、私の部屋へいらっしゃいな」

　夭はそう言い、景介を廊下の向こうへ促うながす。

「あ、でも……あ」

　そこでようやく、檻おり江えがとうに姿を消していることに気付く。戸と惑まどう景介を無視してさっさと部屋へ入ってしまっていた。どうやら他に選せん択たく肢しはなさそうだ。

　手招きする夭に曖あい昧まいな首しゆ肯こうを返した。景介は彼女の誘いに従うことにする。




　　　　　　　　　　２




　案内されたのは、病室だった。

　四階の廊下、突き当たり。個室にベッドがひとつと、あとは棚たな。花か瓶びんもなく、壁に文庫本がぎっしりと収おさまった大きな本棚が据すえ付つけられているのが不ふ釣つり合あいだったが──それでも布団ふとんのシーツや壁、天井までもが純白に彩いろどられたその部屋は、病室以外の何ものでもない。

「ごめんなさいね、たいしたおもてなしもできずに」

　椅い子すを勧すすめられたのでコートを脱いで座ると、淹いれられたお茶を手渡された。

　夭はベッドに腰こし掛かけ、ふう、と疲れたように溜ため息いきを吐ついた。

「あの……」

　正直、なにから話せばいいのかさっぱりわからない。見知らぬ相手を見舞いに来ているような感覚もあって居心地も悪い。逡しゆん巡じゆんしていると、夭が口を開いた。

「あなたのことは、枯かれ葉はから聞いているわ」

「あ、そう……なんですか」

「ええ」

　悪戯いたずらっぽく笑み、

「優しくて芯しんの強い、いい男だ。本家の婿むこに相応ふさわしい……ですって」

「って、あいつ……！」

　予期せぬ言葉に慌あわてる。顔が赤くなるのがわかった。

　普段から面と向かってそういうことを言ってくるのはまだいいとして、自分のいないところでもそんなことを。正面から褒ほめられるのとはまた違ちがった恥ずかしさがある。
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「自慢げに言ってたわね。男おとこ冥みよう利りに尽つきる？」

「俺は……そんなんじゃないですよ」

　謙けん遜そんするまでもなく、苦笑とともに否定した。

「あいつ、買いかぶってんだ」

「好きになった男の子に対してはそういうものよ。女の子って」

　頭を掻かく景けい介すけ。対する夭ようはどこか楽しそうだ。ふたつしか離れていないはずだが、とてもそうは見えない。なんというか──大人おとなの余裕みたいなものを感じる。

「えっと、俺も枯かれ葉はたちからあなたのことは聞いてます。先せん輩ぱいなんですよね」

「そうね。……見ての通り、殆ほとんど通かよえなかったのだけれど」

「どこか悪いんですか」

　だったらやはり鈴すず鹿かの一族も病気になるのだろうか。でも『殆ど通えなかった』という言葉から察さつするに、もう長いことここに入院しているようだ。首を切っても死なないような一族がそれほどまでに長なが患わずらいをするというのはおかしい気がする。

　夭はしかし、そうね、とだけ答え、

「でも、どうして檻おり江えさんとこんなところに？」

　笑えみを消し真ま顔がおになって、そう尋きいてくる。

「あ、いや」

　もしかして、疑っているのだろうか。

　檻おり江えは繁はん栄えい派はだ。そんな彼女と一いつ緒しよにいたというのは、勘かん繰ぐられても仕方がない。

　慌あわてて首を振り、

「偶然、学校帰りに会ったんです。それで……あの人にいろいろ尋きいてるうちに、何な故ぜかここまで来ることになって。だから俺、この病院がなんなのかもよくわかんなくて」

　言いつつ気付く。考えてみれば、疑いたいのはこちらの方ほうだ。

　繁栄派であり本家の敵である檻江に対して、夭ようは特に含むところもないように見えた。しかも、知り合いに出会ったという程度の軽い挨あい拶さつなど交かわしていたではないか。夭が繁栄派と通じているのでもなければ、それこそ道理に合わない。

「あなたと、あの檻江さんはどういう関係なんです？」

「あらあら」

　問うと、夭は呆あきれたように苦笑した。

「枯かれ葉ははそんなことも説明していなかったのね」

「どういうことです？　正直なところ、俺、なにがなんだかさっぱりなんですよ」

　彼女はどうやら、いろいろな事情を知っているらしい。

　この際だ。最初から説明してもらおう。そう思い、

「あなたはここに入院してるんですか？　檻江さんも診察だとか言ってたけど……鈴すず鹿かの一族でも病気にかかるんですか？　ってか、あのひと、繁栄派ですよね？　それなのに……」

　考え付いた端はしから疑問を列れつ挙きよしていく。

「あとは……ここっていったい何なんですか？　俺、この町の生まれだから昔から当然、この病院知ってますけど……普通の病院だとばかり思ってた」

　──それから、ええと。

　思考によって言葉が途と切ぎれたのを質問が終わったと判断したのか、夭が口を開いた。

「あなたの通かよっている高校のことはご存知かしら？」

「はい。『ひじり』のことも聞いてます」

　景けい介すけたちの通う白しら州す高こう校こうは、鈴鹿の一族の娘たちが人間社会に溶とけ込こむための受け皿としても機能している。その手引きをしているのが『ひじり』という分家だ。

「あ、だったら、ここも……？」

「ええ、そうよ」

　夭は頷うなずく。

「この篠しの田だ医い院いんも、私たち一族の……言葉は悪いけれど、息がかかった病院なの」

　景介がなにも知らないというのを理解してくれたのか、丁てい寧ねいな説明が続けられた。

「私たちは人間と身体からだが違ちがうから、病気になっても普通のお医者さまでは診みられないの。昔ならともかく、現代ではなおのことそう。ここはね、景介さん。普通の総合病院という表向きの顔とは別に、鈴すず鹿かの一族専用の病院という側面も持っているのよ」

「そうだったんですか」

「ここではだから、争いごとは御ご法はつ度と。繁はん栄えい派はの娘たちも手は出せないし、私たちだって同じ。それに、たとえ誰であっても分け隔てなく診察をするのがお医者さま、でしょう？」

「あー……納得できるようなできないような感じですが、理解はしました」

　考えてみれば、白しら州す高こう校こうも同じだ。

　繁栄派に属しているからといって、通つ夜や子こたちが退学処分になる訳わけでもなかった。枯かれ葉はを裏切った日ひ崎ざきや繁栄派の中ちゆう核かくにいるであろう秋あき津つにしたって、姿を消したにも拘かかわらず、転校という社会的なフォローを入れてもらっている。

　恐らくは、優先順位が違うのだ。

　白州高校やここは『繁栄派の造ぞう反はん』という一族の分ぶん裂れつ騒さわぎよりも、一族の者が人間社会から身を隠かくすことや一族そのものの存続を重要視している、と。

「ここじゃ、とりあえず恨うらみつらみや主義主張は置いとけってことですね」

「理解が早いわね」

　にこり、と嬉うれしそうに笑った夭ようは、不ふ意いに景けい介すけへ手を伸ばす。

　伸ばし、

「いい子いい子」

　まるで子供にそうするように、頭を撫なでてきた。

「……って、からかわないでください」

「あら、もう少し照てれてくれてもいいのに。からかい甲が斐いがないわ」

　本当はけっこうびっくりしたし、充分に照れていた。やんわりと手を払いのけつつ、顔が熱くなる。なんというか──年上趣味はなかったつもりだったが、美女にこんなことをされるというのは、思っていたよりもどきどきしてしまう。

「それよりも、その、もっといろいろ聞かせて欲しいんですけど……」

「あらまあ。本当にいい子ね」

　が、夭はなおもそんな、意味不明なことを言ってくる。

「は？　なにがですか？」

「女の人に誘ゆう惑わくされてもでれでれしないというのは、いい男の証しよう拠こよ。枯葉の見る目は間ま違ちがってないわね。……まったく、あの娘こも隅すみに置けないこと」

「いや、だからからかわないでくださいって……」

　今になって気付いた。

　落ち着いた美人かと思っていたのだが、どうやらこの女性は人をおちょくって遊ぶのが好きらしい。……しかも年上で一見穏おだやかなのが余よ計けいに厄やつ介かいだ。遠慮してしまって、得意の減へらず口ぐちで言い返すことができない。景介はやられっ放ぱなしになってしまう。

「まったく……なんでこう、鈴すず鹿かの一族ってのは誰だれも彼も……」

「どこか捻ひねくれている？」

「ええ、そうですよ。もっと普通の人はいないんですか」

　せめてもの抵抗として剥むくれてみせるが、

「そもそも、人ではないもの。普通と言われても困るわ」

　口くち許もとを押さえて可お笑かしそうにする夭ように、やはり勝てる気がしない。

　景けい介すけが溜ため息いきを吐ついた、その時だった。

　こほん、と。

　笑った勢いか、夭が軽く咳せきをし、口くち許もとを押おさえていた手を離し、

「ちょっと、ごめんなさいね」

　棚たなの上にあったティッシュペーパーを数枚取って、再び口許に当てた。

　それから、もう数回、咳。

　今度は、こほん、ではなく、ごほん、だった。

「あ、あの……」

　景介は、どうしたものかと逡しゆん巡じゆんし、視線を泳がせる。

　それが──彼女の口許のティッシュで、止まった。

　付着していたのは、赤。

「夭……さ、ん？」

　つまり、血だった。

「大丈夫よ」

　咳の治おさまった夭が顔を上げ、口許を拭ふく。笑ってはいるが、苦しそうだ。

「悪いけれど、そこのお水を取ってもらってもいいかしら？」

「あ、はい！」

　棚たなの上にあった吸すい呑のみを彼女に手渡す。

　中の水をこくりと飲み、そこでようやく夭は、落ち着いたように息をついた。

「あの……」

　景介は、かける言葉が見付からない。

　ここに入院しているのだから、なにかの病気であるのだろうとは思っていた。しかし目の前で、それを喀かつ血けつという事実として突つき付つけられるのは、やはり驚いてしまう。

「枯かれ葉は、このこともあなたに言ってなかったのね」

　景介の慌あわてた様よう子すに、夭が薄い溜ため息いきを吐ついた。

「その……機会を見て会わせる、とは言ってたんですけど」

「ふふ、私の体調を心配してくれてたのかしら。優しい娘こ。でも、いつでも同じなのにね」

　まるでひとりごとのように口にした彼女の顔は、どこか厭えん世せい的てきな色を浮かべている。

「どういうことです……か」

「私は、病気なの。それも、治なおらない病」

　笑えみは儚はかなげだった。

　景けい介すけは息を呑のむ。

　彼女の持つどこか危あやうげな妖よう婉えんさは、生まれ持ったものではなく、生きていく中で自然と身に付いたものなのかもしれない──そのことに思い至ったからだった。




　失礼をごめんなさい、とベッドに入って半身を起こした夭ようは、寂さびしげに語り始めた。

「鈴すず鹿かの一族は、種しゆとして行ゆき詰づまっているのよ」

　それはいつか、枯かれ葉はと木こ陰かげ野のの口から聞いたことがあるのと同じ言葉だった。しかしそれはあの時以上に深刻な色を孕はらみ、景介の耳に響く。

「喪も着ぎというのはそもそも、鈴鹿の女が子を宿やどせなくなったことから始まったものなの」

　生まれたままの身体からだでは子供ができない。

　だから人間と身体をすげ替え、人間の身体を手に入れる。

「加えて、女しか生まれなくなったというのは知っているわよね？」

「はい」

「だから、喪着だけでも足りなくなって……今の私たちは、人間の男性の力を借り、血を薄めることでようやく子孫が残せる。血を濃くし過ぎたのね」

　生物の授業で習った、遺い伝でんの仕組みを思い出した。

　そんなに真ま面じ目めに聞いていなかったし、高校生の初歩的な知識では専門的なことはわからないが──たとえば男性のＹ遺い伝でん子しになんらかの欠けつ陥かんが生じていた場合、生まれてくる子供もやはりＹ遺伝子に異常を持つはずだ。もし、少数のコミュニティで近きん親しん婚こんを繰り返す一族の中でその異常が起き続けたとしたら、女しか生まれなくなることもあるのかもしれない。

「人間と鈴鹿の一族だったら、人間の遺伝子の方が弱いんですか？」

「そうね。血を薄めても、やっぱり生まれてくるのは鈴鹿の女ですもの」

　生物として人間よりも強いから、人の遺伝子が入る余よ地ちがないのだろうか？　こちらは高校生物の知識程度では常識外なことなのかどうかも判はん然ぜんとしない。

　考える景介に、夭が続ける。

「でも、血が濃くなった弊へい害がいは、それだけではないの」

　そこから先は、枯葉や木陰野にも聞いていなかった。

「病やまいよ」

　寂さびしげな、諦あきらめるような声こわ音ねだった。

「一族の者の中に、一定の確率で特とく殊しゆな病を持って生まれてくる子が出てきたの。私はそのうちのひとり。胸というか、肺はい──生まれつき身体からだが弱くて、さっきみたいに血を吐はいたり、呼吸が苦しくなったり。……本当は、とっくに死んでしまっていてもおかしくないのよ」

「治なおらないんですか」

「ええ。でも、大丈夫。私の身体からだの中には『みどり羽ばね』という蔵ぞう物ぶつが入っているの。それが病気の進行を抑おさえる、唯ゆい一いつの薬。治すことはできないけど、どうにか生きていられるわ」

「身体の病気なら、喪も着ぎをすれば」

　景けい介すけは言った。

　人間の身としてはとても褒ほめられた発想ではないが、首から下を健康なものにすげ替えてしまえば、病などどうにでもなるのではないだろうか。

　しかし、

「駄だ目めだったのよ」

　夭ようは首を振る。

「実はね、喪着、もう済ませてあるの。最初は治ったように見えたんだけど、一年も続かなかったわ。同じ症状が出て、また『みどり羽』を入れることになったの」

　呪のろいみたいなものかしらね、と、呟つぶやく。

　それでも、一年は続いたというなら、

「だったら……」

　さすがに人間としての倫りん理りが胸を痛ませる。それを押おし殺ころし、躊躇ためらいながらも口にした。

「一時的にでも治るんなら、その……」

　別に喪着の相手は、生きた人間でなくてもいいはずだ。確か『ひじり』は、喪着を済ませていない一族の娘のために身寄りのない死体を引き取ったりしているとも聞いている。

　すると夭は何な故ぜか、景介の眼めを真まっ直すぐに見ながら笑い、

「あなたは優しいのね」

「え……？」

　さっきと同じように、手を伸ばして頭を撫なでてくる。

　景介は拒否できなかった。

　今度はからかいではなく、もっと別の──この女性本来の感情のような、体温とともに喜びと慈いつくしみが伝わってくるような──そんな柔らかさがあったのだ。

「人間のあなたがそんなことを言ってくれる。決して赦ゆるされない業ごうを背負った私たちにとっては救われたに等しいことよ。……本当に枯かれ葉はは、いい人を見付けたのね」

「そんな、俺は……」

　たまらずに俯うつむき、目を逸そらした。

　違ちがう。別に自分は優しいという訳わけではない。

　ただ、流されやすいだけだ。

　確固たる芯しんがなく、目の前の相手にすぐ感情移入してしまう。姉や灰はい原はらのことを考える時には鈴すず鹿かの一族を異い物ぶつと見て、枯かれ葉はたちを前にしてはこいつも悪い奴やつじゃないなどと思う。夭ように喪も着ぎを勧すすめておきながら、本心では喪着を受け入れることなどできない。

　通つ夜や子こにも言われた。掌てのひらの大きさを測はかり間ま違ちがえるな、と。

　それはつまり──こういうことだ。

「俺は、そんな……そんな立派な奴やつじゃないです」

「いいのよ」

　夭は柔にゆう和わに笑うと、景けい介すけの頭を撫なでていた手を、今度は自らの胸むな許もとに添そえる。

「それに、もう喪着はしないわ。二度と」

　どこか芯しんの強さを感じさせる声だった。

「この身体からだはね、私の大事な友達のものだったの。だから、私はこの娘こと一生を添い遂とげたい。この娘と一いつ緒しよにいられる幸せを考えれば、一時の安らぎなんてくだらないわ」

　愛いとしげに、幸せそうに。

　──ああ。

　景介は、さっきの自じ己こ嫌けん悪おを忘れ、またしても思う。

　自分が鈴鹿の一族をどうしても嫌きらいになれない理由が、これだ。

　枯葉も、灰はい原はらの身体をとても大事に、灰原のことをまるで親友のように思っている。敬意と畏い怖ふと、そしてとびきりの親愛を、死んだ娘へ捧ささげている。

　型かた羽はだってそうだ。詳くわしく聞いた訳わけではないが、人間を嫌きらう理由はたぶん、元の身体の持ち主を大事に思っているが故ゆえ、裏返しの感情であることは見てとれる。

　ついこの前、ネットを見ていて知った。大昔、人間の女性が成人する儀式を『裳着』といったそうだ。大人おとなのための着物である裳もを纏まとうから、裳着。

　同じ発音をした鈴鹿の儀式は、たぶん同じことなのだ。

　自分のために犠ぎ牲せいになってくれた死者を悼いたみ、喪に服ふくす。彼女たちはきっと、成人してからのすべての人生を、心の裡うちに喪服を纏いながら過ごすのだろう。

　それを一族の矜きよう持じというのなら、景介はそれを貶おとしめることはできない。

　生きていくために背負っている罪の大きさを、彼女たちはちゃんと自覚している。赦ゆるす赦されざるに関係なく、人間だって彼女たちに敬意を払ってもいいとさえ思う。

　とはいえ、それを夭や枯葉に直接伝えるのは憚はばかられた。

「そういえば、檻おり江えさんですけど」

　話題を変える。まだ気になることはあった。

「あの人も、その……病気なんですか？」

　檻江が夭と同じ病だった様よう子すはない。だったら何な故ぜ、ここへ来て診察など受けているのか。

「本当は、他の人の個人的なことまで話すのは気が咎とがめるのだけれど……」

　疑問に対して、夭は僅わずかな逡しゆん巡じゆんを見せた。

　が、ややあって、

「……あなたになら、言ってもいいかもしれないわね」

　決心したように、それでも遠慮がちに、

「彼女は私とは別の病気なの。これも、一族の者が稀まれにかかる固有のもの」

「治療は……」

「今、研究中。比較的新しい病気だから」

　夭ようは──言った。

「成長が止まるのよ。彼女、少し幼く見えたでしょう？」

「え」

　そういえば、彼女の──檻おり江えの顔立ちは、年上にしては幼さの残るものだった。身体からだ付つきも小こ柄がらだった。異性だから気にも留とめていなくて、ただの個人差だとしか思わなかったが、

　そうではない。なかった。

「いつから……？」

「三年ほど前かしら。だから、彼女の身体は十四歳の時のままなの。まだ喪も着ぎは行ってないはずだけど……効果はなかったっていう前例があるわ」

「そう、なんですか」

　一時でも、あの人は姉の身体を使っているのではと疑ったことを申もうし訳わけなく思う。

「命に危険とかは？」

「今のところ認められてないわね。でも、長く生きられることは却かえって不幸なのかもしれない。……彼女は、十四歳の身体付きのまま老いていくの。大人おとなびることもなく」

　言われても今ひとつ想像がつかないが、成長は止まっても老化が始まらない訳ではないということは理解できた。何な故ぜか老人の皮膚をした赤あか子ごを想像してしまい、思わず恐怖を覚える。

「ひょっとして、だから繁はん栄えい派はに……？」

　人間を卑ひ下げしてではなく、むしろ逆で。自身の病やまいを恨うらみ、一族そのものに対して憎ぞう悪おを抱き、結果として本家を焼き打ったのだろうか。

　そんな想像をした景けい介すけに、夭は首を振った。

　否定ではなく、わからない、の意だった。

「あの娘こは昔から、自分のことを話したりしないから……なんとも言えないわ」

「そう……ですか」

　だったら、直接尋きいてみればいい。

　どのみち姉についてのことを追及しなければならないし、自分が本家の婿むこ候こう補ほである以上、檻江とは何らかの形で関わり合いにならざるを得ないのだ。

　掴つかみどころのない性格ではあったが、こちらに対して明らかな悪意は持っていなさそうだった。じっくり話をすれば敵対せずに済むかもしれない。

　と──。

「……は、成長しねえな、俺」

　ついさっき学校で、通つ夜や子こにその感情を拒絶されたのを思い出す。

　昨日の今日どころの騒さわぎではないのに、まったく懲こりていない。

「なんのこと？」

「いえ、ひとりごとです」

　怪け訝げんな顔をした夭ように曖あい昧まいな笑えみを浮かべつつ、景けい介すけは痛感する。

　今まで生きてきて、まったく気付かなかった。

　自分はどうも、身み勝がつ手てなほどに平和主義者で、しかも頑がん固こらしい。
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　待っている一時間は思っていたよりも長く感じる。

　夭との会話がひと通り済んでも、まだ半分も消化できていなかった。どうしたものかと考えていると、夭が外に出ないか、と誘ってきた。

「そろそろ時間だしね」

「え、まだ四十分以上ありますけど」

「いいえ、それとはまた別の時間」

　何な故ぜか悪戯いたずらっぽく笑うのに、またからかわれるのかと厭いやな予感を覚えたが、反対する理由がないし黙って従うことにした。やることがないからといって、ふたり無言で本でも読んで時間を潰つぶすなんてのはさすがに不毛だし気まず過ぎる。

「身体からだはいいんですか？」

「あら、心配してくれているの？　ありがとう」

　いい子いい子、と、また手を伸ばして頭を撫なでてくる夭。

「……いやその、それ、やめてくれませんか。ふたつしか違ちがわないんですよね、齢とし」

　恥ずかしいのでやんわりと断ことわると、

「ふふ、女性の年齢を詮せん索さくするのはよくないわよ？」

　訳わけのわからない理屈ではぐらかされる。

　──駄だ目めだ、やっぱり敵かなう気がしねえ。

　諦あきらめて彼女が撫でるに任まかせていると、唐とう突とつに病室の扉とびらが開いた。

「夭。いるか？」

　驚いて振り返る。

　やけに尊そん大だいな口く調ちようと、それに似に合あわない幼い声。聞き覚えのあるそれは、

「……枯かれ葉は？」

「景けい介すけ。何な故ぜここにいるのだ？」

　枯かれ葉はが不ふ意いを食らった顔をして、扉とびらの前に立っていた。

　その背後には白しら木きの棺かん桶おけを背負った棺かん奈な。

「……病院にそれは、正直似に合あい過ぎて恐こええよ」

「仕方なかろう。いつ敵が襲おそってくるともしれん。これでも型かた羽はを置いてくるのに苦労したのだぞ？　あやつがいるとかえって目立つ」

　もはや白しろ装しよう束ぞくの幼児くらい増えても変わらねえよと思いつつ、通報されずにここまで来られたことに感心した。夕方を過ぎているから人目に付かなかったのだろうか。

　棺奈が『くらい墓はか穴あな』ごと、ひょこりとお辞じ儀ぎをする。

「こんばんは、夭ようさま、景介さま」

　と、胡う乱ろんな視線でこっちを睨にらんでくる枯葉。

　夭が、まだ景介の頭を撫なでていた。

「あ、いや……これは」

　その状態で枯葉と気まずい視線を交かわしていると、くす、と背後で笑えむ声。

　気付く。

　さっき彼女が口にした『そろそろ時間』というのは、つまりこれか。

「枯葉が来るの、知ってたんですね」

　手を軽く払いのけながら嘆たん息そくすると、

「あら、なんのことかしら？」

　ものの見み事ごとにとぼけられた。

　外で枯葉を出で迎むかえるつもりだったのだろう。そして景介と枯葉を同時に驚かせることを目もく論ろんでいたらしい。前者はともかく、後者は成功だ。

「……で、景介。お前、そんなでれでれした顔で、夭となにをしていたのだ？」

　特に、このタイミングでの枯葉の入室は、偶然とはいえ予想以上の効果をあげていた。

　ひくついたような半笑いで景介を睨にらんでくる枯葉。

　反射的に日曜日の惨さん状じようを思い出した。

「ってか、でれでれはしてないだろ、でれでれは」

「いいや、していた。妾わたしにはわかる」

　拳こぶしをもう片方の掌てのひらに打ち付けながら、つかつかと歩み寄ってくる。

　最近ようやく気付いた。こいつ、存ぞん外がいに嫉しつ妬と深ぶかい。

「待て！　誤解だっ」

「残念だがここは四階だ」

「面おも白しろくねえよそれ！」

　枯葉本来の性格か、それとも、もしかして──灰はい原はらの？

　いやまさかそんな。

「あらあら」

　夭ようが枯かれ葉はをからかうように声をあげた。

「女の嫉しつ妬とは可愛かわいいけれど、加か減げんを間ま違ちがえると逆効果よ、枯葉」

「夭。……あまり景けい介すけをからかってくれるな」

「いらっしゃい。来てくれてありがとう」

　枯葉は、む、と顔をしかめたが、それでも椅い子すを勧すすめられて素直に座る。

「食べる？」

　直後、棚たなの中から飴あめ玉だまを取り出して枯葉に勧める夭。

「……まったく、お前はいつもいつも……妾わたしを子こ供ども扱あつかいするな」

　どうやら日にち常じよう茶さ飯はん事じらしい。

「あなたの好きなグレープ味よ」

「いや、だからそういうことではなくてだな……」

　枯葉は顔をしかめていたが、すぐに、降こう参さんしたように飴を受け取る。

　包みを取って口の中に放り込んだ。

「む。夭、なんだ。口の中がぱちぱちする」

「炭酸入りなの」

「ほう。これは……」

「……丸め込まれてんじゃねえか」

　炭酸入りの飴玉に喜んでおいて、子供扱いするななどとどの口が。

　それにしても見み事ごとだった。

　あの枯葉をあっという間まに誤ご魔ま化かして手なずけてしまう腕前に、景介は舌を巻く。

「あの、夭さん」

「なあに？」

「後で教えてくれません？　枯葉の扱い方かた」

「おい、景介……貴き様さま、また妾に稽けい古こをつけてもらいたいのか？」

　再び殺さつ気き立だった視線になった枯葉に、わざとらしく肩を竦すくめる。

「とりあえず、食い物与えておけばいいんですかね」

「妾は犬ころかっ」

「飴玉転ころがしながらじゃ説得力ねえよ、ちんちくりん」

「貴様、この前から本当に……妾のどこがちんちくりんだ！」

「お嬢さまは、オレンジ味も、お好きで、ございます」

[image: ]

　唐とう突とつに背後から実に空気の読める補ほ足そくをしてきた死体人形に、

「棺かん奈な、余よ計けいなことを言うな！」

　枯かれ葉はは振り返って一いつ喝かつする。

　ただし、飴あめ玉だまを好きなのは否定しなかった。

　景けい介すけは思わず吹き出す。

　なんだかほっとした自分がいた。夭ようとふたりきりだと今ひとつ本調子が出なかったが、枯葉が来たことで肩の荷が下りた感覚がある。やはり緊張していたんだなと思う。

　もっとも、年上の女性に翻ほん弄ろうされるというのもなかなか得え難がたい経験ではあったけれど。

「ところで景介、お前、何な故ぜここにいる？」

　気を取り直したのか、枯葉が再び最初の質問を口にする。

「妾わたしはまだ夭を紹介していなかったはずだが……棗なつめか？　まさか型かた羽はということはあるまい」

「ああ、なんつーか、話せば長くなる」

　枯葉だけではなく、夭を一いち瞥べつする。

　ここに来た経けい緯いを彼女に説明した時、まだ警けい戒かい心しんがあったので姉のことを隠かくして話をした。その辺を踏まえてのことを夭にも改めて聞いてもらった方ほうがいいだろうとも思う。

　景介はとりあえず、最初から順を追うことにした。

　まずは、学校帰りに偶然、檻おり江えと出会ったこと。

　景介の姉の好きだった詩うたを、彼女が諳そらんじていたこと。

　どうも檻江と姉が知ち己きであったらしいこと。

　そんな檻おり江えに連れられて行った先がこの病院で、そうして夭ようと出会ったこと──。

　ひと通り話し終えてから、景けい介すけは枯かれ葉はに尋きいた。

「俺の姉あね貴きがお前らの里にいたって言ってた。屋や敷しきから出てこなかった、とも。……それ、どういうことなんだ？　屋敷ってどこのだ？　お前、本家だろ。なにか知らないか？」

　それから、夭にも。

「姉は、霧きり沢さわ雅みやびっていいます。生きてれば今は二十六になる。心当たり、ありませんか」

　ふたりはしばらく沈黙する。

　先に口を開いたのは、夭だった。

「ごめんなさい。私は知らないわ。それに二十六歳というと……近い年齢の娘がいない」

「無む論ろん、ある程度の齢よわいを重ねていれば、その……喪も着ぎに支し障しようはないが」

　考え込んだ様よう子すのまま、枯葉が慎重に言葉を選ぶように言う。

「悪い。気は遣つかわなくていいさ。要するに姉貴の身体からだを奪うばった奴やつは、少なくともお前らより上の世代ってことだろ？　それで……可能性のあるのはどの辺からだ？」

「妾わたしたちの間で最も年上なのが、二十歳の夭だ。それより上となると……」

「夭さん、二十歳だったんですか？」

　道理で大人おとなびてると思った。

　今年高校を卒業したということは、病気で入学か卒業だかの年齢が遅れたのだろう。

「もう、枯葉は……謎なぞめいた女を気取っていたのに、台なしだわ」

　夭はちょっと剥むくれたように冗談めかすが、すぐに真ま面じ目めな顔に戻もどり、

「私に一番近い年上は砂さ姫きさんよ。二十七……八歳だったかしら。でも『ひじり』の先代は晩ばん婚こんでいらしたから、砂姫さんはひとりだけ世代が違ちがう」

「あとは妾たちの親の代だ。そちらは低くても三十四、五。可能性があるとするならそこか」

　砂姫というのが、丁ちよう度ど姉と同世代になるらしい。

「言うまでもないが、砂姫どのは違うぞ。喪も着ぎの相手ははっきりしている。連れ合いの玄げんさまのお知り合いだったはずだ。春には帰るそうだから尋きくといい」

「心配すんな。さすがに誰だれも彼もを疑ったりはしねえよ」

　景介は手をひらひらとさせる。

「でも、俺の姉貴が里にいたってのはどういうことだ？」

　それが──なによりの謎なぞだった。

　けれどその里で暮らしていたはずのふたりは、景介の疑問に答えられない。

「わからん。そもそも鈴すず鹿かの里は、人間の女性が入るのを固く禁じている。人間の女性が里にいること自体が考えられんのだ。屋敷というのも……どの家なのか」

　枯葉の言げんに、夭が追つい補ほする。

「私たちの結婚相手は人間の男性だから、男の人は、里のような狭く閉じた場所、しかも彼らにとっては慣れない異い界かいで暮らすことになるでしょう？　だから……」

「なるほど」

　有あり体ていに言えば、浮うわ気き防ぼう止しか。

　人間社会で鈴すず鹿かの一族と暮らすのとはわけが違ちがう。もちろん、男が人里に降りて浮気をするのとも事情が異なってくる。人ではない女ばかりの中に人の女がひとりとなれば、人恋しさに加えて希き少しよう価か値ちに目が眩くらみ、とち狂う者も増えるだろう。

　そして──万が一、男たちがまとめてそんなことになれば、狭い社会は一気に崩ほう壊かいする。

　気分が悪くなる理屈だが、男である以上、景けい介すけにも理解はできた。

「だからこそ『屋や敷しき』とやらに閉じ込められてたってことにはならないのか？　いや……そうまでして姉ねえさんが鈴鹿の里にいる意味がわからない」

　見知らぬ場所でたったひとり監かん禁きんされていたかもしれない姉のことを考え、胸が痛くなる。思わず、姉のことを『姉貴』ではなく『姉さん』と呼んでしまう。

「そういえば、檻おり江えさん……妙みようなことを言ってた」

　確か、何な故ぜ姉が里の屋敷にいたのかと問とうた時だった。

「『私は喪も着ぎ絶だちだから知らない』とか、なんとか。なんだ？　喪着絶ちって」

　一族の者なら当然知っているだろうと思って何気なく尋きいた。

　が、質問に返ってきたのは、ふたりともの怪け訝げんな顔。

「聞いたことがないわ。……枯かれ葉はは？」

「妾わたしもだ。なんだ？　それは」

「……え？」

　意外な言葉に、景介は面めん食くらう。

「なんか、ごく普通に使ってたぞ。お前らの言葉だと思ったんだけど」

「喪着を絶つ、と書くのか？　だとすると……子を産めない？」

「私たちは使ったことがない言葉だけれど、意味合いから考えるとそうでしょうね」

「ああ、そういえばそんなこと言っていたかも」

　枯葉たちの予想を聞いて、記憶が甦よみがえる。

　──鈴鹿だけど、鈴鹿ではない。

　──血を残すことを許されない。

　そうだ。確かに口にしていた。

　だが、枯葉も夭もやはり釈しやく然ぜんとしない顔をする。

「許されない、と？　いったい誰だれにだ」

「本家にではなくて？」

「莫ば迦かな。本家が分家をわざわざ潰つぶすような真ま似ねをするものか」

　途と端たんにわからなくなった。

　姉にまつわるいろいろな情報にさえも手て一いつ杯ぱいなのに、今度は檻おり江えのことまで。もしかして檻江は嘘うそを言っているのだろうか。そんな素そ振ぶりはなかったが、ひょっとしたら景けい介すけを罠わなに嵌はめるための、繁はん栄えい派はの作戦だったのかもしれない。

「檻江……ってのはどういう人なんだ」

　枯かれ葉はがどこか暗い顔で、ぽつりと呟つぶやいた。

「正直なところ、妾わたしたちもよく知らんのだ」

「一族なんだろ。だったら幼おさな馴な染じみも同然じゃないか」

「確かに、幼い頃から一いつ緒しよに里で育った。でも……あまり口を利きいたことがない」

「そうなの？」

　夭ようがきょとんとし、

「あ。私は身体からだのせいでみんなとはあまり外で遊べなかったから。家によく来てくれた枯葉や歩ほ摘づみたちとは仲良くしてもらっていたのだけれど……檻江さんは」

　事情を知らない景介に説明してくれる。

　それに対して、首を振る枯葉。

「あれは、友達がいなかった。子供の頃……歩摘や棗なつめやらと一緒に遊ぶ妾たちを、少し離れたところから羨うらやましそうに見ていたのを覚えている」

「だったら誘ってやればよかったじゃねえか」

　そう言うと、

「もちろん、最初はそうしていた。だが、檻江は決まって、首を振って離れていってしまう。何度かそれを繰り返していたのだが……いつからか妾たちも、檻江はそういう娘だと思うようになった。妾たちが嫌きらいなのかもしれない、と」

　声こわ音ねは低く、顔は寂さびしげだった。

　こいつは責任感が強い。本家の跡あと取とりとして、みたいなことをよく言う。子供の頃からそうだったのなら、皆と仲良くしなければとかいう義務感を持っていたのかもしれない。それに反して『嫌われてしまった』というのであれば、何かしら思うところがあるのだろう。

「だから、あれが繁栄派についたと聞いた時、妾は不ふ思し議ぎには思わなんだ。……一族すべてを嫌っているのなら、そうすることも考えられる」

　枯葉の予想は、さっきの景介と同じものだった。

　でも──いざその推すい論ろんを他人の口から聞くと、妙みような違い和わ感かんがある。

「俺、会ったのも今日が初めてだから、お前らほどにあの人を知ってる訳わけじゃないけど……」

　見けん当とう違ちがいかもしれないが、と思いつつ続けてみる。

「あの人は、誰かを恨うらんだり憎んだりしないような気もするんだ。言葉は悪いけど……檻江さんは、他人にまるで興味がないように見えた。無関心、っていうか、その」

　悪くは言いたくない。しかし、

「あの人からは──感情とか意思が感じられない」

　正直な印象を、言わなければならない気がした。

　成長の止まる病やまい。

　もし、成長とともに精神も止まってしまったとしたら。そんなことすら考えてしまう。

　言葉を続ける者はいない。静せい寂じやくが病室を支配する。

「……まあ」

　ややあって少しの沈黙の後、まとめるように口を開いたのは枯かれ葉はだった。

「どちらにせよ、檻おり江えから直接話を尋きいてみるしかないな。景けい介すけの姉ねえさまのこともある。檻江が知っていることをすべて話してもらおう」

　景介は壁に掛かけられていた時計を見た。

　時刻は午後六時を回ったばかり。檻江の診察が終わるまで、あと二十分ほどだ。

　──まったく。

　姉に近付いたと思ったのに、まるで雲を掴つかむようで、わからないことも増えていく。

　逸はやる気持ちを抑おさえながら、大きな溜ため息いきを吐ついた。
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　そして、それから十五分の後。

　予定よりもやや早く診察を終えた檻江は、病室を出、廊下へと戻もどってきた。

　茫ぼう漠ばくと周囲を見渡すが、その両りよう眼めには人影が映うつらない。

「雅みやびお姉ちゃんの弟。……いないな」

　誰だれに言うでもなく、ぽつりと呟つぶやいた。如い何かなる感情の色も窺うかがえない声だった。

　そして景介を捜さがす様よう子すもなく、エレベーターに向かって歩き始めた足が、ふと立ち止まる。

「あ、……報告、しなきゃ」

　思い出したように呟き、ポケットを探さぐる。中から携帯電話を取り出し、ボタンを操作した。

　数回の呼び出し音の後、

『はい。……どうかしたのか、檻江』

　受話器の向こうから少女が応答する。

　トーンの低い、暗く澱よどむような、まるで呪じゆ詛そのような声こわ音ねだった。

「報告、だよ」

　対してあくまで檻江は、無感情に、書かれた文章を読み上げるように話す。

「霧きり沢さわ景けい介すけと、会った」

『そう』

　相手の怨えん嗟さじみた声こわ音ねに、僅わずかな喜き色しよくが加わる。

『今、どこにいる？』

「病院」

『なるほど』

　そこで、声はしばし途と切ぎれる。

　数秒の後、

『では、今から乗り込むことにする』

　白しら州す高こう校こうと篠しの田だ医い院いんを争いに巻き込んではいけない──鈴すず鹿かの一族の間では暗あん黙もくの了解となっているはずの掟おきてをまるで無視し、少女は陰いん鬱うつに宣言した。

『他に手て勢ぜいは？』

「夭ようさんがいる」

『あれに邪じや魔まされると少々厄やつ介かいね。……まあ、所しよ詮せんは病人だ』

　くくく、と。

　そこで電話の向こうの少女は、口く調ちように違たがわぬ陰いん鬱うつ極きわまりない笑えみを洩もらす。

『檻おり江え。あなたに役目を与える』

「うん」

『霧沢景介を監かん視ししろ。決して目を逸そらさず、傍わきを離れないように』

「今はいないよ」

『いなければ捜さがせばいい。病院の中にはいるんでしょう？』

　檻江は、夭さんのところかな、とひとりごちた。

　聞こえたのか、聞こえなかったのか。

『十分で行く。くく、楽しみね。……戦争よ』

　ひとりごとじみた物ぶつ騒そうな言葉とともに、ぷつり、と電話が切れる。

　役目の終わった携帯電話は、再びポケットの中へぞんざいに仕し舞まわれた。

　廊下に人ひと気けはない。

　檻江はぼんやりと焦点の定まらない視線を移ろわせ、やがてエレベーターの方ほうではなく、廊下の奥へと足を一歩、踏み出す。

　唇に、か細い悲鳴のような、音を携たずさえながら。




　──冬が来る、とっておきの冬

　──霞かすみ草そうの花はな束たばを用意しなきゃ




　それは、霧きり沢さわ景けい介すけが下校途と中ちゆうに聞いたものと同じ詩うたの、続き。

　四節で構成されるうちの、二節めだった。




　──けれど私は辿たどり着つくことができない。

　──空に舞う鳶とびは枯れた肉を落とす




　詩の内容を理解しているのか、していないのか。

　そこに何らかの意味を見出しているのか、いないのか。




　──あなたはそれを拾う　たぶん恭うやうやしく

　──額がく縁ぶちに飾られた、模も造ぞう品ひんの絵のように




　ただ、彼女の声を誰だれかが聞いているとしたら。普段の、感情の抜け落ちたものとはまったく異なる──抑よく揚ようと色、それから美しさを感じ取れただろう。
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　既すでに殆ほとんど陽は落ち、夕ゆう闇やみが空を覆おおい始めていた。

　町の郊外、国道沿いの歩道に人通りはない。帰宅時間ということもあり車道にはヘッドライトが目まぐるしく行ゆき交かっていたが、元々がそれほど混む場所ではない。にも拘かかわらず、県が杓しやく子し定じよう規ぎに税金対策をした結果、三車線の道路は交通量と不ふ釣つり合あいに広く──それなりに車は多いがラッシュというほどでもない、そんなある種の静けさが形成されていた。

　だから、歩道にいた三人の異い相そうを、異相と認識する者は誰だれもいない。

「ねえねえ、血ち沙ささん」

「どうしたの、血ち香かさん」

「見て、ほら。可愛かわいい。みーぶくろだね」

「あら、本当。みーぶくろ」

　まずは、道路の端はしに踞うずくまる、少女ふたり。年齢は十二、三歳かそこら。

　第二次性せい徴ちようが始まったばかりの、幼さの残った身体からだ付つきをしていた。長く伸びた髪を、片方は右側そく頭とう部ぶ、片方は左側頭部で対称的なポニーテールに括くくっている。

　着ているのは和服だった。ただし、裾すそがやけに短い現代的なアレンジを施ほどこされたもの。おまけに──血ち飛沫しぶきの中で舞う蛾がを模もした、趣味の悪い模も様ようが入っている。

「ふふ、温あたたかいね」

「ええ、温かいわね」

　ふたりはしゃがみ込み、二匹の野の良ら猫ねこをそれぞれ撫なでていた。

　人に慣れているのか、指先に任まかせてそれぞれの猫たちが、みー、と愛いとしげな声をあげる。

「兄弟かしら？」

「姉妹かしら？」

「「私たちとおんなじ、ちさかかしら」」

　同時に綻ほころばせた顔は、まったく同じもの。つまり、双ふた子ごだった。

「あなたたち、なにをしている？」

　その双子に、数メートル先を歩いていた少女が呼びかける。

「急ぎなさい。でないと置いていく」

　こちらの見み掛かけは十代後半。白しら洲す高こう校こうの制服を身に纏まとっている。

　こちらは頭部でまとめてふたつに括った、ツインテールとでも呼ぶべきスタイルをしている。──まるで、双子の髪型を合わせたように。

「くくく。のんびりしていると、獲え物ものを取り逃がしてしまう」

　しかし、双子とは対照的に、顔付きも口く調ちようも陰いん鬱うつに歪ゆがんでいた。

「ねえ見て、供きよう子こ姉ねえさま。みーぶくろよ」

「みーぶくろの、ちさか」

　双ふた子ごは急せかす少女へ駆け寄ると、抱き上げた猫を自慢するように掲かかげる。

[image: ]

「猫の双子」

　少女は、溜ため息いき混まじりに言い直した。

「独自の言葉を使うなと、何度言えばわかる。それはあなたたちの間でしか通じないのよ」

　双子はきょとんとする。

「でも、今、供子姉さまはわかったわ」

「そうね、血ち香かさん。供子姉さまはわかったわ」

「それは私が……」

　反論しかけ、無む駄だだと諦あきらめたのか、首を振り、肩に担かついでいた荷物を抱かかえなおす。

　大きな、登山用のリュックだった。

「とにかく、立ち止まるな」

「はーい」

「はーい」

　血ち沙さ、血香と呼ばれた双子は元気よく頷うなずくと、

「ねえ、供子姉さま。このみーぶくろ、連れて行ってもいい？」

「そうだ。連れて行っていい？　だって、こんなに可愛かわいいもの」

「駄だ目め」

　供きよう子こは無む下げに却きやつ下かした。

　猫を一いち瞥べつし、

「そんな気持ち悪い物体のどこがいいの？　吐と瀉しや物ぶつ以下だ」

　顔をしかめながら忌いま々いましそうに吐はき捨すて、歩みを再開した。

「うー」「うー」

　双ふた子ごは不ふ承しよう不ぶ承しよう、猫をそっと道路に置き、歩き始めた姉の後を追う。




　彼女たちが進む歩道、二十メートルほど先に大きな建物があった。

　箱形をしたそれは、部屋の灯りの数が四階だけ、やけに少ない。
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　時刻は午後六時半に差さし掛かかろうとしている。

　話すべきことは殆ほとんど終わり、あとは檻おり江えを待つだけだ。気楽な会話をする気にもなれなかったので、景けい介すけたちは微び妙みような雰ふん囲い気きのまま、それぞれ無言で時計の音を聞いていた。

「そろそろかしら」

　壁時計を見た夭ようが、その沈黙を破る。

「そうだな」

　合わせて枯かれ葉はが立ち上がった。

「檻おり江え、か。あまり敵対したくはないな」

　それに関しては景介も同意見だ。

　通つ夜や子こに言われた通り、甘いのだろうが──やはり彼女に明確な敵意や信念がないのであれば、わざわざ戦う理由はない。味方になってくれとまでは言わないが、せめてこんな争いからは距離を置いて欲しいと思う。平和であれば、それに越したことはないのだ。

　そんなことを考えていると、

「どこで待ち合わせをしているのだ？　ここか？」

　枯葉が何なに気げない口く調ちようでそう尋きいてきた。

「え？　……あ」

　景介はそれで、自分がとてつもない間ま抜ぬけをやらかしていたことに思い至る。

「やべ。そういうこと一いつ切さい言ってねえ」

　一時間くらいで終わる、と言われたから、そもそも夭の部屋でせいぜい四、五十分ほど暇ひま潰つぶしができればという予定だった。それが成なり行ゆきで枯葉が来て突つっ込こんだ話になり、気が付けばもうぎりぎりの時間になってしまっている。

「あそこまで行かないと」

　ぎりぎりどころか、もし既すでに診察が終わっていたらさっさと帰られているかもしれない。

　景けい介すけは慌あわてて立ち上がると、膝ひざに乗せていたコートを羽は織おった。

「……まったくお前は、肝かん心じんなところで抜けているな」

　呆あきれた枯かれ葉はに返す言葉もない。

「診察が終わったら連絡してくれるように、あの人に言っておけばよかったわね」

　と、夭ようがひとりごとのように呟つぶやくのに、景介は尋きき返かえす。

「え、あの人、って？」

　彼女はなんでもないことのように答えた。

「私の主人よ。篠しの田だ玲れい二じ郎ろう。ここのお医者さま」

「……え？」

　──主人？

　唐とう突とつに明あかされたあまりにも意外な事実に、景介はぽかんとする。

「じゃあ、その……夭さんって」

「ええ。もう結婚しているの」

「なんだ、知らなかったのか、景介」

「そういえば言ってなかったわね。でも、少し注意すればわかったんじゃないかしら？」

　悪戯いたずらっぽく笑った夭に指し摘てきされ、景介は気付く。

　この病院の名前は、篠田医い院いん。

　そして確か、夭の人間としての姓名は、篠田夭。

　同じ名字なら、何らかの関係があって然しかるべきだ。

「あー、確かに」

　ずっと入院していると言っていたし、恐らく景介が尋けば答えてくれていただろう。

　黙っていたのはわざとか。まったく、悪戯好きにもほどがある。

　嘆たん息そくして夭を見た。人ひと妻づまという単語が加わると、彼女の艶なまめかしさが一層生々しくなる気がする。しかもついこの前までは女子高生。女子高生と人妻のダブルパンチときた。

　とはいえ、見み蕩とれている場合ではない。

　また枯葉に機き嫌げんを悪くされるのも面倒だし、何より急がなくては檻おり江えを取り逃がす。

「ちょっと行ってくる」

　景介はふたりに断ことわると、病室の扉とびらに手を掛かけた。

　だが、力を込める前に、

「あ」

　扉が引かれ──廊下の向こうに、檻江の姿が現れる。

「来てくれたのか」

「いた」

　檻おり江えは驚いたふうもなく景けい介すけの顔を見上げ、

「……枯かれ葉はも」

　棺かん奈なと、それからその向こうに立つ枯葉の姿を認め、ぽつりと呟つぶやく。

「久しぶりだな、檻江」

　枯葉はどこか緊張した面おも持もちで挨あい拶さつを返すが、檻江に目立った反応はない。

「いらっしゃい。入ったら？」

　夭ようが落ち着いた様よう子すで、ベッドの上から声をかけると、ようやく彼女は頷うなずいた。

　景介は扉とびらの前をどき、檻江を招き入れる。

　さっきは会話が成立していると思えなかった相手だが、枯葉や夭と一いつ緒しよであればどうにかなるかもしれない。とにかく、彼女の知っている限りのことを聞き出さなければならないと思う。ずっと行方ゆくえ不ふ明めいだった姉の背中がすぐそこまで見えているのだ。

「あ、ごめんなさい。椅い子すがふたつしか……」

「いいです。俺が立ってますから」

　だが、促うながしても檻江は座ろうとしなかった。

　その幼さの残る──いや、幼さを消せない無表情をぼんやりとさせたまま、

「報告しなきゃ」

　そんな、意味のわからないことを口にする。

「……報告？」

　景介が問い返す。と、彼女はなんでもないことのように、

「供きよう子こに。枯葉がいるって」

　三人を目の前にして、言った。

「……檻江！」

　枯葉が反射的に立ち上がり、身構え声を鋭くする。

「貴き様さま、やはり……」

　眉をひそめる枯葉とは裏うら腹はらに、それでも檻江は無表情で突つっ立たっていた。

「待て、ちょっと待ってくれ」

　慌あわてて枯葉を制せいす。

　檻江に対する違い和わ感かんは、ずっとあった。まるで成立しない会話と、こっちのことを見ているのか見ていないのかわからない視線。それに、どんな時も変化しない表情。

　報告しなきゃ、と彼女は言った。それは何な故ぜだろう。

　恐らく、報告しろと命令されているからだ。

　考えてみれば檻江の言葉からは、外界に気を遣つかっている様よう子すが見られない。

　約束した時間になったから、景けい介すけとの会話の途と中ちゆうでも病院へ行く。

　なにかあったら報告しろと言われているから、枯かれ葉はを前にしても実行する。

　病室の隅すみに控えた棺かん奈なを見た。彼女は生きた死体で、けれど檻おり江えとは違ちがい視線も定まっているし、向かい合っての会話だってちゃんとできる。

　同じなのは、喜怒哀楽を一切消失させたような無表情。

　そして、問われたことや言われたことに返ってくる従順過ぎる反応──。

「檻江さん」

　景介は彼女の目を見み据すえ、問とうた。

「あんた、感情が……ない？」

　檻江は答える。

　それは思っていたよりもあっさりと、だが、予想していたのとはやや違う返答だった。

「そんなもの、必要ないよ」

　どうでもいいことのように。

　まるで、要いらなくなったゴミを捨てたとでも言うように。

「……なんで、だ」

「必要ないから、必要ない」

「どうして？　病気のせいなのか？」

「病気は関係ないよ」

「だったら……どうして。どうして感情が必要ない、なんて」

「意味がないから」

　愕がく然ぜんとする景介。絶ぜつ句くする枯葉。息を呑のむ夭よう。

　三人を前に、檻江はやはり無感情に、何の感かん慨がいもない口く調ちようで淡々と、平然と続けた。

「楽しいことは雅みやびお姉ねえちゃんがいなくなってなくなった。だからいらない。悲しいことは最初からなかった。だって私は、喪も着ぎ絶だちの家の子だもの。わきまえなきゃいけないって言われたから。悲しんでも泣いても、それは変わらないから。だから、いらない」

「わきまえる、だと？　誰だれがそんなことを」

　枯葉が怒ど気きを孕はらんだ声こわ音ねで言った。

「長ちよう老ろう衆しゆうだよ」

「何な故ぜ、長老衆が!?」

　問とい詰つめるように前へ出、檻江の両肩を掴つかんで。

　檻江は痛いともやめてとも言わず、ただ答える。

　ただ──答えた。




「私は、裏切り者の家の子だから。里に置いてもらえるだけで幸せだから」




「……おい。それって、まさか」

　鈴すず鹿かではない景けい介すけだが、断片的に聞いて知っている。

　枯かれ葉はたちの生まれる少し前、里に争いがあった。

　一族のひとりが『人間など滅ほろぼしてしまえ』と主張し、里を追われ殺されたという事件だ。

　最近になってそいつが生きていることが判明した。そいつは裏で自身と主義を同じくする連中を煽せん動どうし、里を焼やき討うちし、自分たちを『繁はん栄えい派は』と名乗る。

　神楽かぐら。かつて本家の跡取であった、枯葉の伯母だ。

　だったら、それは。

「あんたの、母親が……昔……神楽に、賛同した？」

　こくり、と。返ってきた首しゆ肯こうはやはり無感情。

「……莫ば迦かな」

　枯葉が、血を吐はくように声を絞しぼり出だす。

「そんな……そんな莫迦な話があるか。檻おり江えの母が神楽に賛同したから？　だから檻江に、わきまえろ、と？　お前……妾わたしたちが誘っても一いつ緒しよに遊ばなかったのは……」

「わきまえなきゃいけないから。枯葉たちと親しくしちゃいけないから」

「っ……ふざけるなっ！」

　枯葉は怒ど号ごうとともに檻江を抱だき締しめる。

「長ちよう老ろう衆しゆうどもはなにを考えていた！　何な故ぜお前に、なんの関係もないお前にそのような責せきを負わせる必要がある!?　それに……もしお前に責があるとするなら、妾とて同じではないか！　お前の母上を誑たぶらかしたのは、妾の……本家の長女なのだぞ！」

「……たぶん、長老衆の独断だったのね」

　予測を口にする夭ようもまた、つらそうだった。

「本家は反対できなかったでしょう。本家の跡あと取とりが分家を裏切ったことで、発言力が弱まっていたのかもしれないわ。……荒れた里を立て直すには、生いけ贄にえが必要だった」

　──それが、檻江とその一家。

「私たち子供にはそんなこと、知らされなかった。叛はん乱らんだって、神楽さまが追放されたとしか聞かされていなかったわ。……たぶん、すべてを曖あい昧まいにしようとしたのね。子の代には本当のことを伝えず、追放した神楽さまだけにすべての責任を背負わせることで」

「母さまは……父さまも、何も言わなかった」

　枯葉の声は胸の奥から絞しぼり出だすようだった。

「すまない、檻江。妾は……妾たちは、知らずに……」

　景介は、枯葉のその謝罪に胸が軋きしんだ。

　枯葉はいつだって清せい廉れんで、強く在あろうとしている。それが故ゆえに──知らなかったとはいえ、檻おり江えを疎そ外がいすることに加か担たんしていた自分自身が許せないのだ。

　そしてだからこそ、檻江に対して強い罪悪感を抱いている。

　でもたぶん、その言葉は、彼女の思いは──もう、致命的に遅い。

　抱だき締しめられた檻江の顔には、心を動かされた様よう子すなど微み塵じんもなかった。

　枯かれ葉はがどんなに謝あやまっても無む駄だだろう。死んでしまった心にはなにも届かない。

　景けい介すけにだって想像はつく。

　狭い村、どこにも逃げ場などない少人数の社会で交流を断絶させられるというのがどういうことか。大人おとなたちに『お前は誰だれとも関かかわるな』と言われ、友人も作れずたったひとりで暮らす悲しみ、寂さびしさ、絶望。すべてに耐えるため、檻江はすべてを捨てるしかなかったのだ。

　心を壊こわさないために、心を殺すしか──。

　鈴すず鹿かの一族がどうこうというつもりはない。人間だって同じ状況下では同じことをするだろう。それは仕組みだ。システムを上う手まく回すために、機構を崩ほう壊かいさせないために必要だから、ただそういうふうにしただけのこと。

「……檻江」

　やがて枯葉が、檻江の身体からだをゆっくりと放し、怒りとともに呟つぶやいた。

「妾わたしたちと来い。妾はもう、お前につらい思いはさせない。絶対に、二度と」

「それはできないよ」

　しかし、枯葉の凜りんとした宣言に、檻江は首を振る。

「供きよう子こに先に誘われたから、枯葉のところには行けない」

「何な故ぜだ！　繁はん栄えい派はの首しゆ領りようは、あの神楽かぐらだ。お前の母を唆そそのかし、お前につらい思いをさせた張ちよう本ほん人にんだぞ？　それなのにどうしてあやつに付き従う必要がある！」

「違ちがう。……枯葉」

　たまらず景介は口を挟はさむ。

「檻江さんにとって、そういうのはもうどうでもいいんだ。……もう、遅いんだ」

　感情を捨てたのであれば、恨うらみもない。

　たとえ自分を追おい詰つめた張本人であっても、それに命令されればただ従う。

「景介までなにを言う！　そんな……そんな不ふ条じよう理りなことが、あってたまるものか！」

　詰め寄よってくる枯葉の感情は理解できた。

　こいつは純粋で、真まっ直すぐで、一本芯しんの通った誇りを持っている。

　そんな枯葉には、これが理解できない。受け入れられない。歪ゆがんでねじ曲がったまま固まってしまったものは二度と元に戻もどらないのだということを、認めたくないのだろう。

　ただ、それは景介も同じだった。

　別に自分のことを純粋だとか、真っ直ぐだとか考えている訳わけではない。ただ景介の胸にあるのはどうしようもない身み勝がつ手てさだ。身の回りの人たちに矛む盾じゆんや不条理が襲おそいかかってくるのを見るのは俺の気分が悪い。そんなもの、俺に見せるなと、そう思う。

「ああ、そうだな」

　枯かれ葉はに怒りを代だい弁べんしてもらい、却かえって冷静になったのだろうか。それとも沸ふつ点てんを超えて開き直ってしまったのか。自分でも驚くほど静かな声が出る。

　そしていつもの、友人たちから性しよう悪わると呼ばれる底そこ意い地じの悪い口く調ちようで、

「だから、枯葉。……言っても無む駄だなら、無む理り矢や理りにでも連れ去りゃいいんだよ」

「……え？」

「この人の感情なんて知ったことか。俺たちは繁はん栄えい派はから、檻おり江えさんを誘拐する」

「景けい介すけ、お前」

「連絡が取れなくなりゃ、命令が来ることもないだろ？」

　唖あ然ぜんとした枯葉に、不ふ敵てきな笑えみを浮かべてやった。

　枯葉は景介と檻江を見比べ、しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて、

「そうか。……そうだな」

　なにかに気付いたような、薄い笑みを浮かべる。

「まずは無理矢理こっちを向かせる、か。……景介、お前はやはり凄すごいな」

「別に凄くはねえよ。てかあまり買いかぶるなって何度言えばわかんだよ……」

　ことあるごとに褒ほめられると面おも映はゆくて仕方ない。が、枯葉にとってはまったく思いも付かない発想だったのは確かだ。こいつは実じつ直ちよくが故ゆえに融ゆう通ずうが利きかない。

　──ま、ひねた発想は俺の役目か。

「檻江。すまんが、妾わたしたちはお前を誘ゆう拐かいすることに決めた」

　景介の言葉が気に入ったのか、それとも吹ふっ切きれたのか。檻江にまでそんなことを言う。

　訳わけがわからないのだろう、きょとんとしている檻江の顔を見て景介は思った。

　ああ、そうだ。

　たとえ感情が死んでしまっていたとしても。

　どんなに心を閉ざしていようとも。

　檻江はまだ死んでいない。

　灰はい原はらや尾おノの上うえや、それに姉のように──死んでしまった訳ではない。

　だったら望みはある。難しいかもしれないしひょっとしたら無理かもしれないけれど、手の届かない場所に行ってしまったのとは、それこそ天と地ほどの差がある。

　何な故ぜそんなことを考えたのか、理由は自分でもわからなかった。でも、どうしても景介は、この感情を殺してしまった少女の笑顔を見たいと思い、絶対に見てやると心に決める。
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　それは、唐とう突とつだった。

　檻おり江えの今後のことについて話がひと段落し、景けい介すけは自宅へ、枯かれ葉はと棺かん奈なは檻江を連れて迷まよい家がへそろそろ引き上げるか、そんな雰ふん囲い気きが一同を包み始めた矢先だった。

　ぶつん、と。

　病室の天井で光を放っていた蛍けい光こう灯とうが、不ふ意いに灯りを失う。

「え」

「なんだ？」

　景介たちは一いつ斉せいに怪け訝げんな声をあげる。既すでに日没後とはいえまだ完全な夜ではないから、真まっ暗くら闇やみという訳わけではない。ただ、ぼんやりとしか周囲が確認できなくなった。

「停電？」

「でも、外は無事よ」

　ベッドのある場所から、夭ようが窓を指差すのがわかった。

　景介も確認する。幾つかの民家とそれから道路の街灯くらいしかないみすぼらしい夜景だが、ちゃんと灯りは点ついているのがわかる。

「じゃあ、病院だけか？」

　景介の疑問に、夭が「そんなはずはないわ」と首を振る。

「ここは病院よ。停電は患者の命に関かかわるから……。それに、こんなこと初めて」

　枯葉と夭はやや呑のん気きに、どうしたのだろう、とか、玲れい二じ郎ろうどのに連絡はとれないのか、などと話をしている。だが、景介は──鈴鹿の一族ではない景介だけが、厭いやな予感を覚えた。

「……檻江さん」

　停電に戸と惑まどったふうもない檻江は、なに、と無感情にこっちを向く。

　まさかと思いつつ、問とうた。

「繁はん栄えい派はの連中が……ここに攻せめてくるのか？」

「景介、なにを言っている。幾いくら奴やつらとはいえ篠しの田だ医い院いんに危害を加えるほど愚おろかではない」

　枯葉が答えるが、景介はそうは思えない。

　本家側、繁栄派の双そう方ほうにとって、ここは決して冒おかしてはならない聖せい域いきだ。

　一族の内ない紛ふんや事情とはまったく関係なく機能している、機能していなければならない場所だからこそ、内紛や事情に巻き込んでしまうことは許されない。一族の者は誰だれしもそのことを、恐らく景介なんかより遥はるかに実感しているはずだ。ここをどうにかするというのは、繁栄派にとっても自らの首を絞しめるのと同どう義ぎだろう。

　だが──だからこそ。

　絶対に踏み入ってはいけない場所だからこそ、可能性があるのではないか。

「どうなんだ？　檻おり江えさん、答えてくれ」

　早はや鐘がねを打つ心臓を呑のみ込こむようにして景けい介すけは檻江を急せかす。

　檻江は、数秒の間沈黙した後──さも当たり前のことにように、頷うなずいた。

「供きよう子こが、来るって言ってた」

「莫ば迦かな！」

　枯かれ葉はが叫ぶ。

「あやつ、気でも触ふれたか!?」

「……駄だ目め。繋つながらないわ」

　夭ようは枕まくら元もとのインターホンを置き、ベッドから降りて立ち上がった。

「こっちの電気も切れてるみたい……」

　電話をしたのは夫の医師にだろう。連絡が取れずに不安を覚えているようだ。

　景介は身を固くする。

　電気が消えたということは、配はい電でん盤ばんをどうにかしたのか。鈴すず鹿かの一族はそういう姑こ息そくともとれる真ま似ねをあまりしないと思っていたが、そうでない奴やつもいるらしい。

　まさか、秋あき津つか。あいつなら──巳み代よすら嫌けん悪おしていたあいつなら、やり兼かねない。

　扉とびらがノックされた。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに、腰こしの革かわ鞘ざやから『かみらの枝えだ』を引き抜く。枯葉や夭も身構え、扉を注視する。

　こん、こん、と、もう二度。

「誰だれだ」

　枯かれ葉はがそれに誰何すいかすると、果たして、

「こんばんは。入ってもいい？」

　女にしては妙みように低い、どこか陰いん鬱うつな声があった。

「……おじゃましまぁす」

　返事を聞かず扉が開かれる。

　そこに立っていたのは、少女だった。

　薄うす闇やみのせいで細部までは見えない。

　わかるのは、やたらに長い、頭の左右で括くくった髪。そして手に持った、いや、抱かかえた、

　自動車のタイヤほどの大きさをした──木製の車輪。

　中心点から外がい周しゆうへ、等とう間かん隔かくに支柱が広がっている。それらの先端は外周を貫つらぬき、尖とがり、まるで棘とげのように輪から生はえていた。似にたようなものを見たことがある。確か、世界史の教科書。西洋の拷ごう問もんだか処刑だかの挿さし絵えでだ。

「……『ことり車ぐるま』」

　それを見て、枯かれ葉はが歯は咬がみする。

「供きよう子こ。貴き様さま、そんなものを持ってきてどうするつもりだ」

「くく、一族が蔵ぞう物ぶつを持ち出すのはただ戦いくさの時にだけ……」

　まるで呪じゆ詛そのような口く調ちようで、少女──供子が嗤わらった。

「しかし、枯葉までいるなんて聞いていない。檻おり江え、これはどういうこと？」

「私が連絡した時にはいなかったよ」

　檻江が応こたえると、供子は、そう、と顔を俯うつむかせる。

「まったく……使えない」

　どうやらこいつに連絡をしたのは檻江らしい。恐らく診察が終わった後だろう。

　怒る気にはなれなかった。むしろ胸が痛い。

　彼女はただ命令されていたからやったのだ。

　それよりも──檻江を利用しておいて、挙あげ句く『使えない』などと口にしたこの女。

　こいつの方ほうが許せない。やけに暗い佇たたずまいと口調に気け圧おされるが、

「ふざけんなよ、あんた。……だいたい、ここがどこだかわかってて来たのか？」

　それよりも怒りの方が強かった。

「おやおや。本家の婿むこさまは気が強い。くく……」

　貧血でも起こしたかのように供子は頭を手で押さえた。

「ふざけてはいない。私は大おお真ま面じ目めだ」

　枯葉や夭ようを睥へい睨げいしながら、堂々と、

「ちゃんと理解している。ここは篠しの田だ医い院いん。われら一族が人間どもの社会で暮らすための生命線、決して争いを持ち込んではならない場所、でしょう？　……ち、忌いま々いましい」

　舌打ちながら──語ってのける。

「わかっているのならば得え物ものを捨てろ。今ならまだ戯たわむれで済む」

　枯葉は静かな怒りを見せる。

　供子は受け流すように笑えみ、まるで臆おくさない。

「くくく。戯れと思うなら、そう思ったまま死んでいくといい」

「……本気とはな。だとしたら依い紗さ子この差し金か」

　眉をひそめる枯葉に、

「ふん、あんなぽっと出のご落らく胤いんの指図などでこの私は動かない。それとも……鈴すず鹿かの一族はみな高潔で誇り高くあるのが当然だとでも勘かん違ちがいしているのか」

　小さく肩を竦すくめて舌した舐なめずりをする。

「これだから本家で甘やかされた箱入りは。私を誰だれだと思っている？

　私は『このはな』……鈴鹿の暗あん役やく、三十一代当とう主しゆよ」

　供子の口にした『暗役』という単語は聞き慣れないものだった。

　しかし言葉の響きから察さつするに、どうも暗あん殺さつだとかそういったものを専門にしている分家のようだ。だとしたら、本ほん家け守しゆ護ご役やくである型かた羽はのように特とく殊しゆな技わざでも使うのか。

「来たのはお前だけか？」

　逆に気け圧おされそうになった枯かれ葉はがそれでも気き丈じように問とう。

「ふん。暗あん役やくが手の内を明かすとでも？」

「く……」

　棺かん奈なが、背負っていた白しら木きの箱を床へ置き蓋ふたを開けた。

　中から取り出したのは、無骨な機械と鎖くさり刃ばで形成された回転鋸チエーンソー。

　与えた傷を成長させ身体からだを喰くらい尽つくす、鈴すず鹿か殺ごろしの魔ま剣けん──『つうれん』だった。

　棺奈から『つうれん』を受け取った枯葉は、それを脇わきに抱かかえ、構える。

「くくく。話には聞いていたけど……それが『つうれん』の成なれの果はて。これは少しばかり面おも白しろい。ホラー映画は大だい嫌きらいだけど、生きた物体が挽ひき肉にくになるにはいい道具ね……」

　不ふ可か解かいで不ぶ気き味みな口く調ちようにも、枯葉は動じない。

「ならばこれの力も知っているだろう？　これの前では、かすり傷ひとつ許されんぞ」

　だけどそれは、供きよう子こも同様に。

「……私が挽肉になる前に、あなたを挽肉にしてやる」

　よほど腕に自信があるのか。それとも秘ひ策さくでも持っているのか。

「景けい介すけ、夭よう」

　枯葉が『つうれん』を手に、景介たちを庇かばうように前へ出た。

「妾わたしが隙すきを作る。檻おり江えを連れて逃げろ」

「おい、でも……」

　逃げろ、と言われるとどうしても反論したくなる。

　枯葉は譲ゆずろうとしない。景介に構わず、

「他に敵が来ているやもしれん。だが夭、くれぐれも言っておくが……」

「ええ、枯葉」

　呼ばれた夭は頷うなずいた。

「できるだけ逃げる、そうでしょう？」

「ああ。勝手な真ま似ねをしたら許さんぞ」

　厳しさの中に優しさの込められた声で、枯葉は念ねんを押おす。

　そして、改めてこちらへ横顔で視線を向け、

「景介。お前は……檻江を守ってやってくれ」

　──笑う。

「俺……が？」

「ああ。頼りにしているぞ」

　景けい介すけは驚くと同時、嬉うれしく思う。

　実際、自分など戦力どころか足あし手で纏まといにしかならない。この前から木こ陰かげ野のに稽けい古こをつけてもらっているとはいえ、そんなものは本物の切った張ったではなんの役にも立たないだろう。

　それでも枯かれ葉はは、頼りにしている、と言った。

　口振りから、いつもの過大評価ではないのがわかる。本当に景介の力が必要なのだ。

　実際、枯葉の選択は正しいと思った。少なくとも今の景介なら、そして病こ院このように閉へい鎖さ的てきで一本道の多い場所なら、鈴すず鹿かの一族相手でも不ふ意いを打たれることはないだろう。仮に敵と出くわしたとしても檻おり江えを守って逃げることくらいは可能なはずだ。

　まずはこの病室から出る。それからどこかに身を隠かくす。そして木陰野に連絡を取る。木陰野や型かた羽はが間まに合あうかは微び妙みようなところだが仕方ない。

「わかった」

　景介は頷うなずいた。

「お前も気を付けろよ」

「なに、心配は無用だ」

　枯葉は微笑ほほえむ。

　彼女に迷いは感じられなかった。

　この前と同じの、凜りんとして涼やかで、その裡うちに苛か烈れつさを秘ひめ、

「妾わたしひとりではない。吉よし乃のもいるのだからな」

　──灰はい原はらと手を取り合い、灰原の強さを胸に抱いた枯葉だ。

　ならば自分は、こいつの、いや、こいつらの期待に応こたえなければならない。

「妾が隙すきを作る。いいか？」

「ふん。『このはな』も随ずい分ぶんと侮あなどられたもの……」

　吐はき捨すてる供きよう子こを無視して、枯葉はチェーンソーのスターターを引く。

　業ごう、と２ストロークが動きだし、呶どう、とエンジンが呼吸を開始した。ガソリンの爆ばく発はつする音ね色いろが病室の静せい寂じやくを劈つんざき壁を震ふるわせる。回転する刃の周囲に立ち上り纏まとわりつくのは、真しん紅くの光。それからエンジン音とは別種の、女の悲鳴のような甲かん高だかい唸うなり声ごえ。

　鈴すず鹿かの血を吸い傷を喰くらう魔ま剣けんが目を覚まし、目の前の獲え物ものを見付けて嗤わらい始はじめる──。

「それが『つうれん』……」

　喜びか恐怖か、供子はより陰いん鬱うつに笑えんだ。

「臆おくしたのなら逃げてもよいのだぞ？」

「くく……恐い。でも、恐いは愉しい。愉しいは、嬉しい」

　供子もまた、手に持っていた車輪、『ことり車ぐるま』を持ち直す。

　あれでどうやって戦うのか、そもそもどんな力を持っているのか。

　景介にはさっぱりわからなかったが考えても仕方がない。

　傍そばに立っていた檻おり江えの腕を握った。

　彼女は抵抗しない。引っ張ればついてくるだろう。本来なら敵であるはずの景けい介すけにされるがまま、恐らく何も思わない──そのことが逆に悲しくもあった。

「行くぞ！」

　枯かれ葉はの叫びは供きよう子こに対してか、それとも景介たちにか。

　一いつ足そく飛とびに供子へ、『つうれん』で上段から斬きり掛かかる。

　ゆらり、と、まるで力が入っているようには見えない動どう作さで供子が『ことり車ぐるま』を掲かかげた。

　だが、それは見み掛かけだけ。車輪はチェーンソーに弾はじかれることなく回転する刃を受け止め火花を散らす。切断には至らない。材質は木のように見えても実際はやはり不ふ可か思し議ぎな異い物ぶつ──鈴すず鹿かの宝ほう刀とうを受け止めても耐えることができるようだ。

「力ちから任まかせ？　ふん……」

「甘い！」

　枯葉は刃の角度を僅わずかに変えた。

　ちゅいい、と、得え物もの同士が擦こすれ軋きしみ合あう音が僅かに甲かん高だかくなる。チェーンソーは車輪の上を滑り、切きっ先さきが供子の眼前へと迫った。

「くく……」

　供子が笑えみを浮かべたまま身体からだを仰のけ反ぞらせる。

　枯葉は追つい撃げきしない。逆に、刃を突つき出だした勢いで真上に跳はね上あげた。そうしておいて機械部分の持ち手から片手を離し高く掲げつつ、身を沈めて体勢を崩した供子の足を払う。

　三時から十二時を差したチェーンソーは、枯葉が腕を捻ひねることによって九時へ。そのまま六時へ戻もどって尻しり餅もちをついた供子を下から抉えぐる……と、思われた。

　が、供子がそれを予測して後ろ飛びに立ち上がるのを、枯葉もまた読んでいる。

　回転は九時で止まり、軸じくを九十度変え、今度は横から水平に。虚きよを交まじえた奇き襲しゆう。

「くく……、お、っと！」

　不ぶ気き味みな笑い声に僅か焦しよう燥そうが混まじる。

　供子が更さらに背後へ──つまりは病室の外へと転ころがった。

「景介！」

　枯葉が叫び、供子を追って廊下へ躍おどり出でる。

　景介は檻江の手を引き、走り出す。

　彼女は抵抗もせず、こちらの速度に合わせて足を進めてきた。背後に夭ようも続く。

「棺かん奈なっ」

　去さり際ぎわ、病室の中で控えるようにこちらを見ている侍じ女じよへ告つげた。

「枯葉を頼む！」

　本当に最悪の場合でも、彼女が枯葉を連れて逃げることはできるだろう。

　生き死人は表情を変えず、しかし真まっ直すぐに景けい介すけを見み据すえ、

「畏かしこまりました」

　景介さまもお気を付けて、と続けたかどうかはわからない。聞き届ける余裕はなく病室を出る。既すでに枯かれ葉はは廊下の左手に供子を追いやっていた。

　右へ。

「夫の部屋が向こうにあるわ」

　走りながら、夭ようが景介に告つげる。

　動くかどうかはともかく、エレベーターもこっちの方向だった。枯葉はちゃんとそこまで考えて、供子を左へ追いやってくれたらしい。

　遠ざかっても響くチェーンソーのエンジン音を背後に、景介は思考を巡めぐらせる。

　まずは枯葉のこと。

『つうれん』の稼か働どう音おんはちょっとやそっと離れた程度で聞こえなくなるようなものではない。この音が止まない限りあいつは戦っていて、無事だと思っていい。

　それから、自分たちがとるべき行動について。

　可能ならばすぐ外に出た方ほうがいいのか。ただ、或あるいはそれを見越して外に敵が待っているかもしれない。もし出くわしたとしたら、追おい掛かけっこになるのは確実だった。

「夭さん、どのくらい走れますか？」

　隣を走る夭へ問う。

「大丈夫、私のことは気にしないで」

　彼女はあくまでたおやかに笑えんだ。

　本当に大丈夫だろうか。もはや窓の外からの光も殆ほとんどなく、表情はともかく顔色を判別するのは不可能だ。とはいえ、彼女も鈴すず鹿か──ひょっとしたら、景介よりも持じ久きゆう力りよくがあるかもしれない。希望的観測だったが、今はそう信じよう。

「じゃあ、とりあえず外に出るのは後あと回まわしで！」

　最終的には外に出なければ逃げ切れない。が、大事なのはその機会だ。

　まずは夭の夫を捜さがし無事を確認する。それから落ち着ける場所の確保。木こ陰かげ野のにも連絡を取らなければならない。到着するまでどのくらいの時間がかかるだろう。三十分か、それ以上か。あまり期待せず、来られないのを前提に考えておいた方ほうがいい。

　エレベーターが見えてきた。いったいどういう方法で電源を落とされたのかがわからない以上、一応稼か働どうだけは確かめておいた方がいいのかもしれない。

　速度を緩ゆるめたその時、不ふ意いに視界に光が瞬いた。

　ぱぱ、ぱ、と。天井の蛍けい光こう灯とうが奥から順番に、一いつ斉せいに点灯する。

「復ふつ旧きゆうしたのか？」

　立ち止まり、周囲を見渡す。

　人影が、前方。五メートルほど向こうにあった。

　いつの間まに現れたのか。闇やみに潜ひそんでいたのが露あらわになったのか。景けい介すけは眩まぶしさに痛む目を細めつつ、その人影を確認する。数は、ふたつ。

　──いや、三つ？

　まず、立っているのは背の低い、中学生くらいの女の子のような、

「双ふた子ご、か……？」

　手を繋つなぎ並んだふたり。まったく同じ顔をしていた。

　向かって右にいる少女は、左側そく頭とう部ぶに括くくったポニーテール。左の子は逆に、右側頭部のポニーテール。ふたり合がつ体たいさせるとさっきの供きよう子このような髪型になる。

　丈たけのやけに短い着物は妙みような柄がら。黒地に赤い点々と、──花か蝶ちようだろうか。

[image: ]

　それから、彼女たちの隣に三つめの人影。

　だが、それが何なのか気付いた景介は、

「……っ!!」

　反射的に喉のどから洩もれた悲鳴を抑おさえられなかった。

　仰あお向むけに横たわった身体からだ。

　胸が真まっ赤かに染まり、顔は苦く悶もんで歪ゆがんでいる。ぴくりとも動かない。

　死体、だった。

　白いワンピース。頭部にナースキャップらしきものが引ひっ掛かかっている。

　呆ぼう然ぜんとする景けい介すけたちの正面で、

「見付けたわ、血ち沙ささん」

　右の少女が笑い、

「ええ、見付けたわね、血ち香かさん」

　左の少女が笑った。

「あまりにも暇ひまだったから、ひとり殺しちゃった」

「ええ。楽しかったわね、血沙さん。看護婦さんを殺すのは初めてだったもの」

　双ふた子ごがそう言ってようやく、その死体が誰だれなのかに気付く。

　エレベーターを出た時に会った中年の看護婦だ。

「……、山やま岸ぎし……さん」

　夭ようが唇を咬かむ。知ち己きだったらしい。僅わずかな会話を交かわしただけとはいえ、やはり景介も死体が見知った顔をしているのはショックだった。

　しかも、それに加えて。

　──暇だから殺した、だって？

　冗談ではない。吐はき気けが込み上げてきた。

「誰だれ……だ、てめえら」

『ちさ』に『ちか』。彼女たちはお互いをそう呼んだ。

「夭さん」

　横の彼女を一いち瞥べつし、尋たずねる。

「あいつらは……」

　しかし、言葉は続けられなかった。

「……夭、さん？」

　何な故ぜか隣にいる夭は、妙みように青い顔で双子のことを凝ぎよう視ししている。知り合いの死体を見て体調を悪くしたのかと思ったが、違ちがう。表情は苦痛ではなく、むしろ驚きよう愕がくの色をしていた。

「この娘たち……」

　声が震ふるえていた。

「……人間」

「え……？」

　──この双子が？

　どうしてそう判断したのだろう。問とう前に、双子がきゃらきゃらと笑った。

「うふふ。違うわ。どうぶくろじゃないわよ、血沙さんは」

「ええ、違うわね。どうぶくろじゃないわね、血香さんも」

「『どうぶくろ』？　なんだ、それは」

　意味のわからない単語に思わず疑問の声をあげると、双ふた子ごは「あ」と同時に言い、

「そうだった。私たちの言葉を使ってはいけないのだった。人間のことよ、お兄にいさん」

「そうね、人間のことね。……私たちは、人間じゃないわよ」

「うそ……よ」

　それでも夭ようが否定する。

「そんなはずないわ。一族にあんな娘たちはいない。いえ……それ以前に」

　驚きよう愕がくに恐怖を混まじらせながら、まるで自分に言い聞かせるように彼女は言った。

「一族に、姉妹なんか……ましてや双子なんか、いるはずがない……！」

「え……どういうことですか？」

「掟おきてよ」

　夭は自分の着物の胸むな許もとを掴つかみ、双子を睨にらみ付つけた。

「分家が、ふたり以上の子を産むのは禁じられているの。そうしていいのは本家だけ。特に双子は……駄だ目めよ。わかった時点で堕おろさなければいけないわ」

　子供をふたり以上産むなというのは景けい介すけにも理解できた。つまり、無用に数が増えないようにということだろう。隠かくれ里ざとに住んでいた以上、里の規模が大きくなり過ぎるのは危険だ。

　だが、双子を堕ろす、というのは──？

　その疑問に答えたのは、目の前の少女たちだった。

「ええ、そうね、お姉ねえさん。その通りよ」

「ええ、そうよ、お姉さん。私たち……」

　ふたりの幼い顔が残ざん酷こくな笑えみに歪ゆがみ、ふたつの唇が揃そろって、同じ言葉を紡つむぐ。




「「私たちは、繋がって生まれたわ」」




　──まさか。

　それはまさか、本当に言葉通りの──。

「鈴すず鹿かの病やまい、よ。……双子は必ず、ひとつの身体からだを共有して生まれてしまうの」

　結けつ合ごう双そう生せい児じ。

　程度にもよるが、そういう双子は長く生きられない場合が多いはずだ。生後すぐとか、数週間とか。臓器や骨をふたりで共有して生きるのはリスクが高い。

　ただしそれはあくまでも、人間の場合だ。

　鈴鹿の一族には喪も着ぎがある。

　つまり、生まれたばかりの赤ん坊ふたりを犠牲にすれば、彼女たちは生き延びられる。

「許されないのよ」

　夭の恐怖──いや、嫌けん悪おが、景介にも理解できた。

「無む辜この赤ちゃんを、ふたりも。それは……鈴すず鹿かの誇りとはほど遠い所しよ業ぎようだわ。私たちは化ばけ物ものかもしれないけれど、心まで化け物になってはならない、のに」

　いったい、どこの分家が。

　夭ようがそんな呟つぶやきを発したのを無視して、双ふた子ごはまるでダンスパーティーを始めるかのように、く、と軽く膝ひざを曲げ、お辞じ儀ぎとともに自己紹介をする。

「さて、初めまして、お兄にいさんお姉ねえさん。こちらは血ち沙さよ」

　右の血ち香かが左の血沙を、

「初めまして、お兄さんお姉さん、こちらは血香よ」

　左の血沙が右の血香を。

「そして、初めましてだけど」

「ええ、初めましてだけど……」

　それぞれ片手を肩から背後に遣やる。

　ごそごそと何かを探さぐり、取り出したのは背負い隠かくしていた、長い刃やいば。

　ふたりが手にする二本はまったく同じものだった。両側に柄えがついており、細めの刀身は緩ゆるやかに湾わん曲きよくしている。ただし刃があるのは、弧この内側。

　処刑用の鋸のこぎりにも似た二本ひと組のそれは、

「「この『陰いん咬がみ』に、喰くわれてしまってね？」」

　景けい介すけたちを殺すための──武器だ。

　隣り合っていた双子は、横よこ跳とびに互いの距離を取る。

　そうして、二本の『陰咬み』を左右対称に掲かかげ、す、と身構えた。

「どうしたの？　お兄さん、お姉さん」

「抵抗しないの？　お兄さん、お姉さん。だったら、行っちゃうよ」

「そうね、行っちゃうよ？」

　──どうする。

　景介は唇を引き結ぶ。

　こいつらの武器は蔵ぞう物ぶつなのだろうか。だとしたらどんな効力を持っているのか。

　背後に逃げるのは元来た道を引き返すことになる。

　窓を破って飛び降りるかとも一いつ瞬しゆんだけ考えるが、ここは四階だ。夭と檻おり江えはともかく、自分はどう考えても『凄すごく運が良ければ重傷で済む』とかそんなレベルだ。よって無む理り。

　となると、どうにかして相手をかいくぐって先へ進むしかない。部屋のどこかへでも立たて籠こもれば時間も稼かせげるし、カーテンだのを利用して窓から外へも出られるはずだ。

　──やるしかない。

『かみらの枝えだ』を握る右の五指に力を込める。

　左手で掴つかんだ檻江の腕を、離した。

「わかった。戦ってやるよ」

　震ふるえそうになる声を必死で抑おさえ、景けい介すけは笑った。

「わあ、お兄にいさん、勇気があるのね」

「そうね。素す敵てきだわ、お兄さん。おろしぬのよ」

「おろしぬのね」

「……なんだよ、おろしぬの、って」

「あ、またやってしまったわ」

　血ち沙さと血ち香かが、てへっ、と小首を傾かしげる。

「おろしぬのはね、お兄さん」

　右の血ち香かが発した言葉を、左の血ち沙さが続けた。

「思おもう存ぞん分ぶん陵りよう辱じよくできる素す敵てきな人間のことよ、お兄にいさん。

　……おろしたての布みたいに汚し甲斐があるから、おろしぬの」

　ふたりともに──舌した舐なめずりをしながら。

「っ……！」

　景けい介すけの背せ筋すじに冷ひや汗あせが流れた。

　間ま違ちがっても子供だといって甘く見てはいけない。

　看護婦を遊びで殺したことといい、こいつらは、絶対にやばい。

「……そうかよ」

　景介はコートのボタンを外はずし、ゆっくりと、相手の様よう子すを窺うかがいながら脱ぐ。

「だったらせいぜい、こっちも気き張ばらなきゃならないな」

「……景介さん」

　夭ようが、本当に戦う気なのか、という疑ぎ念ねんでこっちを見てくる。

　だから視線で答える。大丈夫、と。

「さて、小こ娘むすめども……」

　コートをまるめ、腕に抱かかえ、ゆっくりと身構えてから、

　──行くぞ、とは、言わなかった。

　代わりに飛び出したのは、景介のコート。

　視界を奪うばうように大きく広がり、蝙蝠こうもりのように双ふた子ごへと襲おそいかかる。

「きゃ！」

　双子が同時に、虚きよを突つかれたように悲鳴をあげた。

　それと同時に景介は再び檻おり江えの腕を掴つかみ、夭に向かって叫ぶ、

「今だっ！」

　もがく双子の傍かたわらを走り抜け背後へと。すれ違ちがいざまに心の中でだけ、ざまあみろと呟つぶやいておく。そうだ。夭の言う通り、戦う気などあるはずがない。

　コートを脱ぐ際、『かみらの枝えだ』で生地の裏側を引ひっ掻かいたのだ。相手がこちらを侮あなどって、のんびりと会話に応じてくれたのが幸いした。

「もう、……なに、これ！」

「暴あばれないで、血ち香かさん。今、……きゃ！」

　背後を一いち瞥べつすると、双ふた子ごはもがきながらもコートを引き裂さこうとしていた。だが、景けい介すけが支配しているのはコートそのもの。襤ぼ褸ろ布ぬのになっても、たとえ幾いくつかの布切れにさせられたとしても支配が解とけることはない。それが『かみらの枝』の強みだ。

　思し念ねんを集中させて、ふたつに千ち切ぎられたコートを、双子のそれぞれの顔、周囲にまとわりつかせる。最優先にすべきは視界を奪うばうこと。その間に部屋へ隠かくれる。

「あそこよ！」

　夭ようが廊下の端はし、扉とびらのひとつを指差した。そこは病院に来た直後、檻おり江えが診察を受けに行った部屋だ。ネームプレートには篠しの田だとあった記憶がある。つまり、夭の夫はそこにいる。

　逃げ込む先をあの部屋に決め、景けい介すけたちは走る。

　だが、上う手まくいくかと安心しかけた矢先──。

　密ひそかに懸け念ねんしていたことが、起きた。

　夭が不ふ意いにバランスを崩し、足をもつれさせて前のめりに転ころんだのだ。

「……かは、っ」

　しゃがみ込む形になった彼女は、口くち許もとを押さえ激しく咳せき込こみ始める。

「夭さん！」

　景介はたまらず立ち止まった。もう少しなのに、と扉を一いち瞥べつする。

　こうなったらどこか適当な部屋に転がり込むか。そう判断し手近な扉に手をかける。

「ち！」開かない。鍵かぎがかかっていた。

「こんな時……に！」

　踞うずくまる身体からだをどうにか抱かかえ上あげようと手を伸ばす。

　と、夭が咳せきで身体を強こわ張ばらせつつも顔を上げた。

　そして、首を横に振る。

　駄だ目めだ、と言っていた。

「でも……」

「行っ……て」

　口くち許もとと袖そでが血で濡ぬれている。それでも夭は掠かすれた声を絞しぼり出だした。

「私は、いい。だいじょう……ぶ！」

　景介は逡しゆん巡じゆんする。

　目的の部屋までは十メートル。夭はもうその距離を走れないだろう。無む理り矢や理り抱えて行くのは彼女の言う通り、確かに時間が掛かかりすぎる。双ふた子ごにまた捕ほ捉そくされてしまうのは確実だった。このまま彼女を助けようとして元の木もく阿あ弥みになるか、景けい介すけと檻おり江え、ふたりだけでも逃げるか。犠ぎ牲せいの量を考えると、後者が最善だ。

　ただ、それはつまり景介が夭ようを見捨てるということに他ほかならない。

　夕方の通つ夜や子この言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

　──あなたの掌てのひらに収おさまらない範囲のものまで救おうとするのなら、待っているのは悲劇ね。

　彼女は、いずれこういうことが起きるとわかっていたのだろうか。

「く……！」

　景介は夭へ駆かけ寄よると、彼女を立ち上がらせる。

「あんたも手伝ってくれ！　頼む……！」

　突つっ立っている檻江へ叫ぶが、彼女は殆ほとんど無反応にきょとんとしていた。

　駄だ目めだ。当てにはならない。

　せめて付いてきてくれることを願いながら、夭に肩を貸そうとすると、

「……景介、さん」

　夭はその手をそっと、拒絶するように押おし退のける。

「え……」

　呆ぼう然ぜんとする景介を見て、彼女は笑えんだ。

　視線は力強く。

　口くち許もとを血で濡ぬらしながら、それでも瞳には紛まぎれもなく意志の光を宿やどし、




「あの人を……お願い」




　優しく、微笑ほほえんだ。

「……あ」

　景介は気付く。

　夭はきっと、夫の無ぶ事じこそを何よりも望んでいるのだ、と。

　そしてその役目を景介に任まかせようと──。

「どうにかなる。できるわ。私も……鈴すず鹿かですもの」

　彼女の言葉に逆らうだけの意志と力は、景介にはなかった。

　俯うつむき、唇を強く咬かみ、それから「すいません」と小さく呟つぶやく。

　ひとりで立ち上がった夭に背を向け、再び檻江の手を握り、

「……っ！」

　景介はついに夭を置き去りに、廊下を駆け出す。




　　　　　　　　　　４




　檻おり江えを連れた霧きり沢さわ景けい介すけが十メートル向こうの夫の部屋へと入っていくのを見届けてから、夭ようは敵である双ふた子ごへと向き直る。彼女たちの視界を塞ふさいでいた景介のコートは既すでに原型を留とどめていない。ふたりは襤ぼ褸ろになった布切れを身体からだから剥はぎ取とって、廊下の床へ捨てる。

　それはもう、動かなかった。『かみらの枝えだ』が支配力を失ったのだ。

「まったく、酷ひどい目めに遭あったわ、血ち香かさん」

「ええ、本当にね、血ち沙ささん。あのお兄にいさんはおろしぬのなんかじゃなかったわ」

「そうね、血香さん。……あのお兄さんはごむぶくろよ」

「ごむぶくろというのは、どういう意味？」

　口くち許もとをぞんざいに拭ぬぐい、口の中に溜たまった血を呑のみ込こみながら、夭は彼女たちに尋たずねる。

「ごむぶくろは、なかなか破れないでしょう？　だから、しぶとい生き物のことよ」

　そう吐はき捨すてたのはどちらの娘か。

　ふたりはもう、笑っていなかった。

　殺さつ意いの込められた視線で忌いま々いましそうに、夭を睨にらみ付つけている。

「残ったのは、お姉ねえさんだけ？　つまらないわ」

「つまらないわね、血ち香かさん。病気の一族なんて狩る価値もないわ。でも、容よう赦しやはしない」

　双子は再び、それぞれの手に『陰いん咬がみ』──処しよ刑けい鋸のこぎりの形をした剣を持って身構える。

　そんなふたりに対たい峙じして、夭は苦しそうな呼吸を整えつつ、

「あなたたち……」

　鋭い視線で、見み据すえる。

「本当に、鈴すず鹿かなのね？」

「ええ、そうよ」「ええ、そうよ」

　返事は同時。

「お姉さんみたいに平和に暮らしていた鈴鹿にはわからないでしょうけど、」

「私たちは、鈴鹿の闇やみ。夜の帳とばりを黒く染め上げる魔ま性しようを泥でい濘ねいで練り上げて造つくられた──」

　ふたりでひとつの言葉を紡つむぐ、

「「──怨えん嗟さと禁きん忌きの、落おとし仔ごよ」」

　完全なユニゾンだった。

　けれど大おお仰ぎように嘯うそぶくふたりに臆おくする様よう子すなく、夭は目を伏ふせる。

「……そう。それを聞いて、安心したわ」

　病やんだ肺はいが阻そ害がいする呼吸で足は震ふるえていた。顔色は病院の壁よりも更さらに白い。誰だれが見ても、今にも倒れてしまいそうな彼女はしかし、

「殺してしまっても……恨うらまないでね」

　瞳の中にある光だけで、狂きよう気きの双ふた子ごを睨ねめつける。

「あら、なにを言っているの？」

「そうよ。なにを言っているの？」

　けたけたと笑う双子を無視して、夭ようは着物の袖そでに手を突つっ込こんだ。

　中に入っていたものを取り出す。

　それは、細長い一本の紐ひもだった。

　黒く染めた麻あさ紐ひもにも似にているが、獣けものの毛を何百本も縒より合あわせて編んだようにも見える。

　双子が揃そろって目を見開いた。

「それは……」

「それは？」

「知らないの？　見たことはないでしょうね。……『廻めぐりじんろう』」

　単語を聞いても、双子は未いまだきょとんとした様よう子すで夭ようを見み詰つめている。

「これは、あなたたちと同じよ」

「同じ？　どこが？」

「そうよ。そんな汚きたい紐の、どこが？」

「一族に忌いまれ、本家に禁じられた蔵ぞう物ぶつ」

　答え、夭は左腕を前に掲かかげた。

「ごめんなさいね、エレナ。またあなたの身体からだ、傷付けてしまうけれど……」

　目を閉じ、胸に手を当てつつ呟つぶやき。

　その白く細い手首に、黒の紐『廻じんろう』を垂たらす。

　しゅる、と。紐はまるで生きているように、その手首に自らを巻き付けた。

「さあ、行くわよ。お嬢ちゃんたち」

　病やまいで血の気を失った白い頬ほおに妖よう婉えんな微笑ほほえみを浮かばせ、夭は、

「お姉ねえさんが……遊んであげる」

　静かに告つげる。

　直後。




　夭の身体が、跳ねた。




「……っ！」

　双子が同時に息を呑のむ。

　次の瞬しゆん間かん、右の娘──血ち沙さが廊下の壁に叩たたき付つけられた。それとほぼ同時に、左、血ち香かも。こちらは天井だった。垂直に、まるで鞠まりのように跳ね上げられ激突する。

　落下して倒れ込んだ双ふた子ごの眼めに映うつったのは、

「なに……これは」

「……なんなの？」

　姿勢を低く背を曲げ、両手を下げて殆ほとんど四つ足のようになった、夭ようの異い相そう。

　両手には何も持っていない。完全な徒と手しゆ空くう拳けんだった。

　その瞳が、先に立ち上がった血ち沙さを捉とらえている。

　よろめきつつも、く、と唇を引き結んで身構えたのに合わせ、再び夭が襲おそいかかった。

　血沙は手に持った『陰いん咬がみ』で迎むかえ撃うつ。上から振り下ろした。

　が、無む造ぞう作さに右腕を掲かかげた夭は、その刃をまるで棒切れでも扱あつかうかのごとく受け止める。着物の袖そでを切きり裂さいて刃が腕に食い込む。切断には至らない。骨で止まった。

「あ……」

　刃を抜くため腕に力を込める血沙の首を、夭の左手が掴つかむ。

「ぐ、はな……」

　血沙は『陰咬み』を諦あきらめ、首を絞しめる五指を引き離そうと掻かき毟むしるが、力が緩ゆるめられる気け配はいはない。爪が指の肉を抉えぐってもなお、夭は血沙を首くび吊つりにする。

　身体からだが持ち上げられ、宙に浮き──床へ。

　後頭部とリノリウムが撃うち合あう。

　ぎちゃ、と、鈍く複雑な音がした。首が折れるのと、喉のどが潰つぶれるのの混まじった音が。

「血沙さんっ！」

　ようやく体勢を立て直した血ち香かが、背後から夭を襲おそった。

　血沙に覆おおい被かぶさるようにして屈かがんだその背に一いち撃げきを見舞おうとする。

　袈け裟さに打ち下ろした刃が届く前に、振り返った夭の、これも無む造ぞう作さな裏うら拳けん。

「か、……は！」

　拳こぶしが脇わき腹ばらを抉えぐり、そのまま血香の身体ごと、薙ぎ払い弾き飛ばす。

　夭が、ゆっくりと立ち上がった。

　そこでようやく、腕に食い込んでいた血沙の刀が──ずるりと抜け落ちる。

　首を折られて痙けい攣れんする血沙。肋あばらを叩たたき折おられて呼吸困難に陥おちいる血香。

　ふたりの苦く悶もんと困こん惑わくの中、夭が「くく」と笑った。

　いや、果たしてそれは笑えみだったのか。

　血香に向かって振り返った夭の顔は完全な無表情だった。

　まるで理性が消失したような瞳の色。腕や指先の傷を治なおす気配もない。薄うす灰はい色いろの着物は両りよう袖そでがしとど血に染まり、ぽたぽたと赤い雫しずくを垂たらす。

　どこか覚おぼ束つかない足取りで、それでもゆっくりと血香に歩み寄ってくる。

「……く、」

　それでも血ち香かは戦意を喪そう失しつしない。

　立ち上がり、唇の端はしに笑みすら浮かべ、近付く夭ように剣を構える。

「面おも白しろいわ、お姉ねえさん」

　柄えを片手持ちし、水平に薙なぐ。

「……喰くらい付つけっ！」

　血香の声に合わせて『陰いん咬がみ』の刀身が歪ゆがんだ。

　全長を伸ばしながら湾わん曲きよくし、緩ゆるやかな弧こからほぼ半円へ。夭の腰こし辺あたりを目め掛がけての一いち撃げき。右半身を包むように形状を変化させた刃は、背後に飛んでも躱かわせない──はずだった。

『陰咬み』が夭の太ふと腿ももに届くよりも早く、夭の放った回まわし蹴げりの一撃が血香の身体からだを襲おそった。

「……、が！」

　体格差故ゆえか、それとも力の強さか。

　血香は三度、吹き飛ばされる。

　もんどりうって廊下に転ころがり、咄とつ嗟さに起きあがろうとした血香の視界を影が覆おおった。

「……あ」

　血香を見下ろすようにして、夭ようがそこに立っていた。

　手が伸びる。首を五指が咬かむ。

　さっき血ち沙さにそうしたように、夭はそのまま片手で、血香を軽々と持ち上げる。

「か、く」

　息のできない苦く悶もんにもがきながら、背中が廊下の壁に押し当てられる。

「な、にを……」

　右の拳こぶしが、腹へ。

「くっ、ふ！」

　一度。二度。三度。四度。五度。六度。七度。八度九度十度十一度。

　更さらに、更に、更に。

　肋ろつ骨こつが折れる音が立て続けに鳴る。殴なぐられる度たびに肢し体たいが痙けい攣れんを繰り返す。

　そして何度めかの一撃で、

「ぎ、がああっ！」

　どこかの内臓が破は裂れつした衝しよう撃げきか、それとも首を絞しめる夭の力が緩ゆるんだか。

　血香の喉のどから、ひと際さわ大きな──血の飛沫しぶきの混まじった絶叫が廊下へ谺こだまする。

　がくり、と項垂うなだれる血香。意識を失ったのだった。

　それでも、夭自身の拳すら砕けているのにも拘かかわらず、打うち据すえる勢いが衰おとろえることはない。

　しかし──。

　攻撃が終わったのは、唐とう突とつだった。

　血香の身体を苛さいなむその拳が、不ふ意いに動きを止めたのだ。

　次いで、首を絞しめていた指が緩ゆるめられた。

　血ち香かの身体からだが床へくずおれる。

　手を離した夭ようの、無表情でそれを見み詰つめていた瞳に理性の光が灯ともり始める。それに呼応するかのように、左手に巻き付いていた『廻めぐりじんろう』が、するり、と、ほどけて落ちた。

「……これで」

　夭は、ぽつりと口を開く。

「三年は、寿じゆ命みようが縮ちぢまったかしら」

　自じ嘲ちようじみた呟つぶやきは、しかし、誰だれにも──夭自身の耳にすらも届かない。

　彼女は目を閉じると、まるで電池が切れたかのように床へ膝ひざをつき、そのまま倒れる。




　──『廻じんろう』。

　纏まとった者からすべての痛みを失わせ、獣けものじみた暴ぼう力りよく衝しよう動どうを与える蔵ぞう物ぶつ。

　使用者の生命を著いちじるしく削けずるのが、その力の代だい償しようだった。




　　　　　　　　　　※




　廊下の壁を震ふるわせるけたたましいエンジン音の中、枯かれ葉はと供きよう子こは何度めかの打ち合いを経へて互いに距離を取る。双そう方ほうともに荒い息が、戦いの激しさを物語っていた。

「くく」

　が、疲労のただ中にあって、供子の笑えみは崩れない。

「恐い。そして楽しい。夏祭りの時に遠くからしか見ることのできなかった宝ほう刀とう……それとこうして斬きり合あっているなんて、まるで夢のよう」

「お前は相変わらずだな、供子」

　対する枯葉は、そんな彼女の態度が不快だと言わんばかりに吐はき捨すてる。

「刃にん傷じようごとのなにが楽しいものか。妾わたしには理解できん」

「ふん。血を沸わき立たたせ肉を踊らせる、その喜びは鈴すず鹿かの本ほん懐かい。この法ほう悦えつが理解できない？　私にはそれが理解できない。あなたやっぱり、頭とう首しゆとして相応ふさわしくない。くく……木こ春はるさまはちゃんと理解していた……殺し合い奪うばい合あうことの楽しさを」

「貴き様さま、姉ねえさまを愚ぐ弄ろうするか！」

　木春──繁はん栄えい派はに殺された姉の名を出され、枯葉は声を荒げる。

　苛か烈れつな気け配はいとともに発せられた怒ど号ごうは、エンジン音の中でも激しく響いた。

「おやまあ。そんなに木春さまが大事だったのか」

　それを面おも白しろがるかのように、供子はなおも陰いん鬱うつな笑みを浮かべる。

　ぼそぼそとした口く調ちようとはまるで正反対に、いかにも挑ちよう発はつするように。

「くくく。あなた、私たちに感謝してもいいくらいなのに。あなたがそうやって堂々と鈴すず鹿かの頭とう首しゆを名乗れるのは、木こ春はるさまが死んだお陰かげ。あなたは本来なら、本家の次女……ただの予備。喪も着ぎすらも許されない日ひ陰かげ者ものだったのに……ねえ」

「黙れっ！」

　枯かれ葉はは『つうれん』を構え、再度供きよう子こへ飛とび掛かかった。

　上から振りかぶり、叩たたき付つける。供子はそれを、ゆらり、と『ことり車ぐるま』で受け止めた。

　チェーンソーと拷ごう問もん輪わ。

　異い形ぎようの鍔つば迫ぜり合あいの中、枯葉が有り余る怒りを言葉でぶつける。

「里を焼き、鈴鹿を壊し、その予備の妾に次期頭首を名乗らせたのは貴様らだ！　姉ねえさまを……妾わたしの家族を殺した身で、いけしゃあしゃあと喚わめくな！」

　肉親の死を思い出したのか、どこか悲しみの色を孕はらんだ叫びだった。

「く……く」

　だが、そんな枯葉に対し、供子は皮肉げな表情を浮かべた。

「おめでたい。そして滑こつ稽けいだ」

　回転する刃から飛び散る火花で顔を照てらし、わざとらしく呟つぶやく。

「そんなだから、歩ほ摘づみにも愛あい想そを尽つかされる」

「貴き様さま……っ！」

「ふん、敵の手に囚とらわれた親友が心配？　大丈夫、あの娘は無事よ」

　上うわ目め遣づかいに枯葉を睥へい睨げいし、

「ただ……私と歩摘も、けっこう仲が良くてね。昔、世話をしてあげた借りもある」

「世話？　どういう……」

「歩摘があなたと私のどちらを選ぶか、見み物もの、ってこと」

　問いを遮さえぎる形で、供子が動いた。

　身を沈め、チェーンソーの刃先の勢いを逸そらす。そうして枯葉の腹部に前まえ蹴げりを叩たたき込こむと、再び一歩を大きく飛とび退のき、距離を取った。

「あなた、なにもわかっていない。なにも理解していない」

　もう、供子は笑っていなかった。

　ただ呪じゆ詛そめいた視線を一層鋭くさせ──枯葉を睥睨する。

「生まれながらに恵まれた、本家の次女。分家であれば決して許されなかった二番目の子。なに不自由なく、なんの責任もなく暮らしてきたあなたには、わからない」

　唇の端はしを笑えみではなく歪ゆがませ、

「あなたはなにも知らない。鈴すず鹿かのことを。一族に潜ひそむ闇やみを。そして、あの夜のことさえも」

「……貴様」

　枯葉は供子を睨にらみ付つけたまま、それでも怪け訝げんな顔をした。

「闇やみ、だと？　それに……あの夜のこととは、なんだ」

　供きよう子この唇の形が皮肉な笑みを貌かたどる。

　それはまるで、劣等感が優越感へと転化したように──、

「教えて、あげない」

「……貴き様さま」

　枯かれ葉ははそれを聞き、一いつ瞬しゆんだけ声を荒げる。

　が、直後、却かえって冷静さを取とり戻もどしたように、

「思わせぶりな言葉で動どう揺ようを誘うか。姑こ息そくな手を使わねば勝てんか？」

　供子を睥へい睨げいした。

「くくく、その威い風ふう堂どう々どうとした態度……」

　対する供子もまた、余裕を崩さない。

「……キモチワルイ。吐はき気けがする。イヤでたまらない……」

　ただし態度とは裏うら腹はらに、言葉は毒どく々どくしく。




「だから……『このはな』は、そういう物体を……全ぜん身しん全ぜん霊れいで否定する」




　それまでの、どこかふらついた、力の入っていないような立たち居い振ふる舞まいから一転。

　供子が神しん速そくの動きで飛とび掛かかった。

　車輪を横向き、頭上に掲かかげ、身を低くして下から抉えぐるように。

　外がい周しゆうに並んだ棘とげを枯葉目め掛がけて突つき入いれる。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに『つうれん』で受け止めようとした枯葉だが、床を這はうほど屈ゆがんだ供子には届かない。本来なら身を捻ひねって躱かわすべきだったのが、突然の供子の動きの変化に判断を誤あやまった。

　棘の一本が着物の帯の上から、腹部に深々と刺さし込こまれる。

「く……！」

　そのまま身体からだごと押おされ、廊下の壁へ激突。チェーンソーを下向きに、車輪を持った供子の手を狙ねらって突く。供子が躱すために飛とび退のき、ようやく車輪の棘は引き抜かれる。

　枯葉は腹部を手で押さえた。傷が治ち癒ゆされ出血は止まる。

「ふん。そんな動き、稽けい古こでも見せたことはなかったな」

　あくまで笑ってみせるも、顔色が真っ青になっていた。

　対照的に、供子が持つ拷ごう問もん輪わ、枯葉を刺した棘の周囲が──真しん紅くに変化している。

　血に濡れているというより、まるで芯しんから染め上げたかのように。

「くくく。献けん血けつのご協力、感謝感激」

[image: ]

　供子が冗談めかして陰いん惨さんに笑えんだ。

「わが『このはな』の蔵ぞう物ぶつ──『ことり車ぐるま』。あなたも知ってるはずよ。これは刺したものの血を抜き取って喰くらう、とても素す敵てきな吸きゆう血けつの車輪。……あまり無理しない方ほうがいい。この染まり具ぐ合あいだと、たっぷり三さん合ごう近いと思うから」

　一瞬で五〇〇ミリリットル以上。人間であればショック死してもおかしくはない。枯かれ葉はが生きて意識を保たもてているのは、ひとえに鈴すず鹿かの一族の生命力によるものだった。

　ただ幾いくら鈴鹿とはいえ、血を大量に失って普段と同じ力が出せる訳わけではない。

「ふん、血の二合や三合抜かれたとて、どうということはない」

　努つとめて平静を保つ枯葉だが、意志と裏腹に足は微かすかに震ふるえていた。

「まったく小こ賢ざかしいことだな、供きよう子こ」

　それでも枯葉は気き丈じように笑えみを浮かべる。

「くだらん戯ざれ言ごとを吐はき、妾わたしが惑まどわされないと見るや戦たたかい方かたを変えて不ふ意い打うちか。……余よ程ほど、この『つうれん』が恐いと見える」

「くくく。挑ちよう発はつ？　無む駄だ。とても無駄。私は暗あん役やくよ。そういうのに慣れている。そういうふうに育てられた。……正々堂々が美徳のあなたたちとは違ちがう」

　切り返した供子に、

「そうか、それは残念だな」

　枯葉は諦あきらめたように目を伏ふせ、直後。

　ぶん、と。

　唐とう突とつに、勢いきおい任まかせに『つうれん』を──稼か働どうしたままのチェーンソーを、投げ付けた。

「……っ!?」

　さしもの供きよう子こも喉のどから悲鳴が洩もれる。驚きよう愕がくに目を見開いた。

　回転する刃が、暴あばれながら正面から真まっ直すぐに飛来してきた。

　慌あわて、横よこ跳とびに躱かわす。躱して、

「あ……。しまっ、……」

　枯かれ葉はは既すでに、元の場所にいない。

　チェーンソーに目を奪うばわれた隙すきを突つき、姿勢を低くして供子の足あし許もとに。さっきの彼女の真ま似ねをするかのように、腹部めがけて体当たりしてきた。

　身体からだを使っての当て身。

　そして、同時に落下寸前だったチェーンソーの持ち手を、腕を伸ばし器用に掴つかむ。

「供子……覚悟！」

　体勢を崩した供子。対して、勢いに乗った枯葉。

『ことり車ぐるま』での防ぼう御ぎよは『つうれん』の一いつ閃せんに弾かれる。

　そしてその軌き道どうは、刃先を供子の右腕、肘ひじの僅わずかか下に──、

　触れさせた。

　それだけで大きく抉えぐれる傷口。皮膚がめくれ上がり血ち飛沫しぶきが舞う。

　枯葉は追つい撃げきをしなかった。

　与えた傷口を成長させる、鈴すず鹿か殺ごろしの『つうれん』。

　寸すん毫ごうの傷は時を置くだけで広がり、やがては全身を喰くい尽つくす。幾いくら鈴鹿が傷の治ち癒ゆ能のう力りよくに秀ひいでようとも、その浸しん蝕しよく速そく度どには決して勝てない。

　つまり、この一撃だけで供子は致ち命めい傷しようを受けたも同然だった。

　距離を取った枯葉はチェーンソーのエンジンを止める。

　数分ぶりに訪れた沈黙の中、静かに口を開く。

「お前の負けだ、供子」

「ひ、ひひ。なるほど……これが」

　供子は自らの腕、『つうれん』に抉られた傷を注視していた。陰いん鬱うつな笑えみから一転、引ひき攣つったような、もしくは嗜し虐ぎやくに喜んでいるような表情を浮かべる。

「美しくて醜みにくくて美しい。ああイヤだ。恐くて痛くてたまらなくキモチイイ」

　そうしている間にも、傷はどんどん広がっていく。

　流れ出る血はとめどなく、皮膚の裂さけ目めは長く、深く。

「安心しろ、殺しはせん。だが……少なくとも身動きは取れなくなってもらうぞ」

「……そう」

　枯かれ葉ははチェーンソーを下ろし、背中に手を遣やって帯に差していた匕あい首くちを取り出す。

　腕が離れて落ちるのも時間の問題だった。枯葉はそれを待とうとし、

「……く、く」

　しかし、

「まったく……だからあなたはおめでたい。おめでた過ぎて、反へ吐どが出る」

　浸しん蝕しよくしていく傷口をどこか楽しそうに見る供きよう子この態度に、眉をひそめる。

「貴き様さま、気でも……」

　触ふれたのか。

　その言葉は、驚きよう愕がくによって遮さえぎられた。

　供子が、手に持っていた『ことり車ぐるま』を掲かかげる。

　先ほど枯葉を刺して血を吸い取った部分を、傷口の上へ近付けたのだ。

「な……」

　赤い雫しずくがぼたぼたと『ことり車』から垂たれ始はじめる。

　それは糸を引きながら供子の傷口の上へ滴したたり、濡ぬらし、そして、

「痛……っ」

　供子の洩もらす苦痛の呻うめきに呼応するように『つうれん』の傷口が成長を止めていく。

「あなたは、本家の娘でありながらなにも知らない……次女だから知らされていない」

　激痛に顔をしかめながらも、供子は嗤わらった。

「鈴すず鹿かのことも、ひいては『蔵ぞう物ぶつ』のことも。私が『ことり車』を……わざわざあなたとの戦いに持ち出した理由がこれよ。こいつが単に血を吸い取るだけの道具かと思っていた？　くくく……これは吸い取った血を吐はき出だすこともできる……つまり、『つうれん』を封ふうじることのできる唯ゆい一いつの蔵物。そんなことも知らずに頭とう首しゆを名乗る、それが本当におめでたい」

「くだらん。なにを勝かち誇ほこっている」

　だが、枯葉はそれでも揺ゆるがなかった。

「成長が止まっても傷を治なおせるようになる訳わけではないのだぞ。その傷は人間と同様に……時間をかけねば塞ふさがらん。たかがひとつの傷を止めたところで、お前の不利には変わりない」

「その言葉、そっくりそのままお返しする。くく……『ことり車』によって抜かれた血は幾いくら鈴鹿でもすぐに増やせる訳じゃない。死ぬかどうかはともかくとして、あと何回吸われれば意識を保たもっていられなくなるか、見み物もの」

　ふたりは戦い始めの時と同じように対たい峙じした。

　が、もはや互いの武器に有利不利はない。

　だからここから先は──培つちかった技わざ、そして気力の勝負。

　枯葉は再びエンジンのスターターへと手をかける。

　供子は『ことり車』を掲げ、低く身構える。

　その時だった。




　──ぎ、がああっ！




　エンジンが止まった静せい寂じやくに、遠くからのまるで断だん末まつ魔まの悲鳴のような絶ぜつ叫きようが谺こだまする。

　ふたりが同時に、ぴくりと肩を震ふるわせる。

「……血ち沙さ、血ち香か？」供きよう子こが呟つぶやき、

「夭よう……？」枯かれ葉はが視線を奥へやる。

　こちらはこちらで気を抜ける状況ではない。

　廊下の奥で起きているらしい戦いを無視できなかったのは、枯葉だった。

「一時休戦だ、供子」

「くく。なにを言っているの？　くだらないことを……」

『ことり車ぐるま』を構え、なおも戦おうと身を沈める供子を『つうれん』で牽けん制せいしながら、

「くだらないことなどではない。妾わたしにとってはな」

　じりじりと、しかし確実に供子から間ま合あいを取っていく。

「逃げる気？　これからがいいところなのに」

「逃げるのではない。場所を変えようというのだ」

　ついに枯葉が、供子に背を向けて走り始めた。

「ち……！」

　舌打ちする。もはや襲おそいかかれる距離ではなかったし、枯葉の背にも隙すきを見付けられない。供子は、仕方ない、といった嘆たん息そくを交まじえ枯葉を追おい掛かける。

　ふたりは同じ方向へと、駆け出した。
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　後ろを振り返らず、景けい介すけは一気に走り抜けた。

　目的の扉とびらを開け檻おり江えを押おし込こめ、後うしろ手でに閉める。

　ドアは防音か、外の喧けん噪そうがまったく聞こえなくなった。枯かれ葉はのチェーンソーのエンジン音も、夭ようの気け配はいも、ここには届かない。そのことにとてつもない罪悪感がある。

　血ち沙さと血ち香かに見付かりはしなかったかという不安と、夭を置いて来たことに対するどうしようもない後悔がごちゃ混まぜになって胸が痛い。息切れも手伝って呼吸が浅く、早かった。

　無意識に拳こぶしを握り、壁を殴なぐろうとして途と中ちゆうでやめる。

「……ちく……しょう……！」

　絞しぼり出だした声は、血を吐はくようだった。

　姉がいなくなってしまった時の喪そう失しつ感かん。

　自分が間まに合あわなかったせいで死んでしまった灰はい原はらへの後悔。

　あんなのはもう、二度とごめんだと思った。

　厭いやだ。耐えられない。知っている誰だれかがいなくなるのは耐えられない。

　だから、助けたいと思った。見捨てたくないと思った。

　せめて目に見える範囲のものくらいはどうにかしたかった。

　なのに、それすらもできない。叶かなわない。

　掌てのひらの大きさを間ま違ちがえるな、と通つ夜や子こは言った。お前の掌に収おさまらない範囲のものまで救おうとするのなら、待っているのは悲劇だ、と。

　理屈はわかる。たった今充分に思い知っている。

　でも──だけど。

　仮にそれを弁わきまえたとして、自分の掌の外にあるものはどうしたらいいのだろう？

　見捨てろというのか。諦あきらめろというのか。

　通夜子のように知ったことかと興味の範囲外に置き、見なかったことにすればいいのか。

　それは違う。絶対に、違う。

「なにやってんだよ……俺は」

　自じ嘲ちようして顔を上げた。入った部屋の中を見渡す。ようやく──見た。

　入り口、ドアから先は短い廊下のようになっている。前へ進み、突つき当あたりを左手に曲がる形で先へ進むと部屋があるという構造だった。

　檻江の手を引き、入る。思っていた以上に広く、景介は驚く。

　二十帖じよう以上はありそうだった。

　右手、ブラインド付きの窓の傍そばには、景介の背せ丈たけほどもある観葉植物が何本か置かれ、緑色の葉を伸ばしている。左手の壁は本ほん棚だなや薬くすり棚だなが覆おおっている。部屋の主ぬしは寝泊まりしているのだろうか、奥にはベッドと簡単なクローゼットらしきもの。その手前に診察用と思われるベッドがもうひとつ。左ひだり隅すみに設置されたデスクに、ひとりの男性が座っていた。

　景けい介すけたちが入ってきたのに気付き、こっちを向く。

「誰だれだ、きみ」

　景介は頭を下げつつ、男へ近付いていく。

「あなたが篠しの田だ先生……夭ようさんの、旦だん那なさんですか」

「いかにも。そのことを知ってるきみは、誰だ？」

　スタイルだけを見れば白衣にネクタイ、典型的な医者の格かつ好こうをした青年だった。

　ただ──風ふう貌ぼうは、医者というよりも研究者という表現が似に合あいそうだ。

　髪の毛は一応、短く刈かってある。が、くわえ煙草タバコの口くち許もとには無ぶ精しよう髭ひげが伸のび放ほう題だい。ワイシャツは皺しわだらけだった。ネクタイも適当にしか結んでおらず、高校生の景介の方がまだ格好になっているかもしれない。白衣もあちこちが汚れている。

　年齢は三十を越えるか越えないかだろうか。目付きは神経質そうで、相応ふさわしい形容詞を探さがすとするなら、『とっつきにくい』か『うさんくさい』だろう。

　眺ながめていると、青年──篠田玲れい二じ郎ろうが、もう一度言った。

「誰だ」

「あ、ええと、その……」

　どう説明したものかと迷っていると、

「檻おり江え、どうした？　もう診察は終わったはずだ」

「私に用事はないよ」

　やはり篠田に対しても無感情な檻江の声に痛ましいものを覚える。

　とりあえず、自己紹介をした。

「霧きり沢さわ景介です」

「ああ、きみがそうなのか」

　どうやら、この人にも自分の名前は知られているらしい。

「で、霧沢。きみ、何の用だ？」

　名前を知った途と端たんいきなり呼び捨てにする態度に面めん食くらったが、そんな場合ではないと思い直す。事じ態たいは一いつ刻こくを争うのだ。

「大変なんです、その……繁はん栄えい派はの連中が攻せめてきて」

「ああ、さっきの停電はそれか。今は非常用電源が作動してるみたいだが」

　冷静なのだか無関心なのだかわからない口く調ちように、余よ計けいに焦あせりを覚えつつ続けた。

「それで、今、外で夭さんが……」

　夭の名前を口に出した途端、景介の中で焦しよう燥そう感かんが増した。

　早口になりつつ、篠しの田だに告つげる。

「夭ようさんが大変なんです。変な双ふた子ごと、たぶん……戦ってて、でも、俺はあの人を……、それに枯かれ葉はも、確か供きよう子ことかいう人に」

「落ち着け、少年」

「これが落ち着いてられるかっ！」

　景けい介すけはたまらず怒ど鳴なった。気が急せいて上う手まく説明ができない自分と、自分の妻が大変だという事実を告げられたのにあまりに他ひ人と事ごとな篠田の態度に腹が立ったのだ。

「まあ、夭は大丈夫だろう」

　が──やはり篠田は落ち着き払い、淡々とした調子を崩さない。

「というよりも、きみに心配してもらう必要はない。好意はありがたくあるが」

「な……」

　景介は絶ぜつ句くする。喀かつ血けつするほど咳せき込こみ、それでもなお──夫の身を案じて残った妻に対し、当の本人がこの態度。これでは、いったいなんのために夭は身を投げ打ったのか。

「ちょっと待てよ、あんた……」

　思わず激げつ高こうし、篠田に詰つめ寄よった。

「ああ、いかんな」

　すると篠田は、ふと気付いたように顔をしかめ、がしがしと頭を掻かき、

「どうも僕は誤解されやすいんだ。なに、夭を心配していない訳わけではない。あれは僕の妻だ。愛している。ただ……まあ正直なところ、きみの論理で僕らの関係をあれこれ言うのは筋すじ違ちがいだということだ。まったく、これだから子供は面めん倒どうくさい」

「……、はあ？」

　その返答に、景介は勢いきおいを削そがれる。

　子供と言われたことは腹が立ったが、真正面からストレートに『愛している』なんて言葉が出てきたせいで、安心していいのか怒っていいのかわからなくなったのだ。

　篠田は軽く溜ため息いきを吐つき、吸すい殻がらの山だか灰皿だかわからないほど汚いアルミの皿へ煙草タバコを押し付け、再び新しい一本を取り出して火を点つける。

「きみは知らないのかな？　夭の……うちの妻の持っている『廻めぐりじんろう』、あれはとんでもない代しろ物ものだ。仮に戦いになったとしても、負けることは決してない。多少寿じゆ命みようは縮ちぢむがね」

　そして、さらりととんでもないことを口にした。

「ちょっと待てよ！　寿命が縮む、って……どういうことだ!?　あの人はあんたの妻だろう、それを、そんな他人事みたいに……」

「少年、きみの論理で僕らの夫婦関係を計はかるな。さっき言ったぞ」

　篠田の表情は変わらなかった。

　いや──僅わずかに、どこか皮ひ肉にくげに笑えんでいる。

　景けい介すけは気付いた。

　この顔は、皮ひ肉にくというよりも、どちらかといえば厭えん世せい的てきに感じられる、

「愛するというのは、覚悟を決めるということだ。相手のすべてを受け入れるということだ。少なくとも僕にとってはね」

　そうだ。これは、通つ夜や子こが放課後に見せた表情と同じ、

「あれは身体からだが弱い。恐らく長くても四十を越えては生きられないだろう。……だが同時に、あれは鈴すず鹿かの娘だ。一族の内部が荒れている今のこの状況で、戦うなと言っても聞きはしない。彼女が命を削けずることは、僕が命を削るにも等しい苦しみだが……僕があれの夫である以上、僕はそれを尊そん重ちようするし、受け入れなければならない」

　迷いを一いつ切さい持っていない者が見せる、ある種の諦てい念ねんの表情だ。

　そう言いきった人を前になにが言えるだろう。心に届くための言葉がどこにあるだろう。

　景介は完かん璧ぺきに、反論すべき言葉を失った。

　しかし、釈しやく然ぜんとしない感情は残る。

　覚悟を決める。迷いを持たず、自身の感情を論理的に押おし殺ころし、守るべきと切り捨てるべきをきっちりと分ける。それは確かに立派で、恐らくは正しい。

　ただ、それはとりも直なおさず──凝り固まってしまっているのと同じことでありはしないか。本来なら取りこぼさずに済むべきものを、掌てのひらに収おさまらないからといって見もせず、結果失うことを受け入れてしまっているのではないか。

「ま、僕らが今すべきは、こんな哲学を滔とう々とうと語ることじゃない」

　景介から視線を外はずし、篠田は深く吸い込んだ煙を吐はき出だす。

「状況はどうなってるんだ？　聞かせてくれ」

「あ、……ああ」

　確かに、こんなところで論議など交かわしている暇ひまはない。こうしている間にも、枯かれ葉はが、夭ようが、危機に立たされているかもしれないのだ。

　景介は手短に、現在起きていることを話した。

　供きよう子こが攻せめてきたこと。

　あり得ない双ふた子ごの襲しゆう来らい。

　檻おり江えを助けたいという枯葉の思い。

　そして、ここに逃げ込んだ経けい緯い。

「なるほど」

　聞き終わると、篠田は頷うなずき、

「まったく、繁はん栄えい派はもとんだ暴ぼう挙きよに出たものだな」

「……どうしましょう」

　彼の意見を聞くのも癪しやくな気がするが、なり振り構ってはいられない。

　景けい介すけが問うと、

「まず、きみは間ま違ちがいなく命を狙ねらわれているな」

　遠慮のない指し摘てきが返ってくる。

「ただ、僕もあまり他ひ人と事ごとではいられない、か。繁はん栄えい派はは病院を潰つぶし、本家の作り上げたシステムそのものの崩ほう壊かいを視野に入れているかもしれない」

　こちらを一いち瞥べつし、

「そして彼女たちにとって真に重要なのは、僕ではなく篠しの田だ家けの集めた一族のカルテ。つまり……僕はもののついでに殺されてしまっても不ふ思し議ぎじゃないってことだ」

　軽く肩を竦すくめる。

「ま、供きよう子この独断という形も考えられるが」

「どういうことです？」

「なんだ、知らないのか。供子……『このはな』は、鈴すず鹿かの暗あん役やく。一族の誇りにそぐわない、汚い戦いや虐ぎやく殺さつといったことを一手に引き受けてきた、言わば鈴鹿の闇やみそのもの、だよ」

　景介は思い出す。

　確か供子自身もそんなことを言っていた。それに──、

「その双ふた子ごというのも、たぶん『このはな』の者だろう。供子の妹たち……か？　不ふ憫びんなものだな。存在を隠かくされていたせいで、医ぼ者くにも診みてもらえない」

　血ち香かと血ち沙さ。

　彼女たちは一族でありながら、一族の理ことわりから外はずされてしまっている。

　いや──違ちがう。

「まったく、くだらんな。異い種しゆとの争いなどとうになくなっているのに、残った慣習と因いん習しゆうだけを律りち儀ぎに守り続けているなどと。……崩壊を避けるあまりに変化を恐れ、変革を忌き避ひし、結果、時代から取り残される……人間の村ムラ社会となんら変わりない」

　一族の理に、どうしようもなく組み込まれてしまっているのだ。

「他に襲しゆう撃げき者しやは？」

　篠田の問といに、景介は首を振った。

「わかりません。少なくとも、俺たちは見てない」

　頷うなずく篠田。

「そうか。じゃあ、その三名だけと仮定して……枯かれ葉はと夭ようが勝てばよし、負ければ僕らが危あやうい、そういうことだな。夭が負けることはあり得ないから双子は問題ないだろう。だが、枯葉が負ければ夭の身の安全も保証できん。乱戦にでもなってればなおさらだ。……ちなみに言っとくが、僕には逃げるという選せん択たく肢しは存在しないぞ。夭がいるからな」

「はあ。……信じてるんですね、夭さんのこと」

　感心というよりもむしろ半なかば呆あきれつつ、口にする。

　どうにも惚のろ気けを聞かされている気分だった。

「信じているんじゃない。既き定てい事じ項こうだよ。夭ようが負けるなど、ブラック・ジャックが盲腸アツペの手オ術ペを失敗するくらいあり得ないことだし、僕が夭を置いて逃げるのは、ブラック・ジャックが患者を見殺しにするくらいあり得ない」

　もっともそれは、少々鼻につく惚気だったが。

「……そうですか。でも、ブラック・ジャック、けっこう患者がいるのに『私の知ったことじゃない』とか言ってた気がしましたけど」

　ささやかに皮ひ肉にくを返してみる。

「なんだかんだ言って助けるのが常だよ、彼は」

　効果はなかった。

「さて、ともあれここで問題だ。少年……きみは戦えるのか？　僕は無理だ」

　自分は戦力にならない、と自信満々に言ってのけた篠しの田だに大きな溜ため息いきを吐つくが、自分も似にたようなものだ。逃げ回れる時間が二週間前よりも三秒くらいは伸びた、といった程度。

　でも、それで諦あきらめるほど、やはり景けい介すけは吹っ切れていない。

　部屋をぐるりと見渡した。

　なにか役に立ちそうなものはないか、と考え、景介の視線が薬くすり棚だなに止まる。

「……そうだ」

　鍵かぎのかけられたそれを指差して、問とうた。

「この棚の中ですけど、なにが入ってますか？」

「ん？　たいした武器になるものはないぞ。ここはあくまで診察室であって、劇げき薬やく類るいは別の部屋に保管しているからな。緊きん急きゆう用ようのメスは何本かあるが。それと……」

　篠田は次々に、ブドウ糖だのペニシリンだのと、棚の中身を列れつ挙きよしていく。しかし舌を咬かみそうな横文字の薬品名たちは、正直なところ、殆ほとんどがちんぷんかんぷんだった。

　だが、その中で耳にした幾いくつかの単語に、景介は閃ひらめく。

「……それだ」

「ん、なにがだ」

「あの、その薬とかって、一族のやつらに効果あるんですか？」

「一応はね。そうでなければ置いておかんよ。ただ、人間よりも効ききは弱い。どれも大量に投とう与よする必要があるし、持続時間も短いな。それに……近付いていって注射でもしようってのなら無む駄だだぞ。だいいち、彼女らが黙って椅い子すに座っておいてくれるでもなし」

「いや」

　嘆たん息そく混まじりに口にした篠田に、景介は首を振る。

「できます。……ちょっと準備が必要ですけど」

　確信を込めたそれに、篠田は少し思し案あんし、そうか、と呟つぶやいた。

「ま、どのみちこのままじゃ八はつ方ぽうふさがりだ。準備するのなら手伝おう」

　あっさりと景けい介すけを信じる篠しの田だに、多少面めん食くらう。

　──この人、本当はけっこういい人なんじゃなかろうか。

　ともあれ、準備といっても急ぐ必要がある。今この瞬しゆん間かんにも、枯かれ葉はと夭ようは必死で戦っているのだ。それを黙って待つほど景介の器うつわは大きくない。

「お願いします」

　景介は『かみらの枝えだ』を握にぎり締しめ、篠田に向かって指示を出し始めた。




　　　　　　　　　　２




　悲鳴のした方ほうへ走った枯葉と供きよう子こが目にしたのは、廊下に広がる惨さん状じようだった。

　そこに勝者は存在しない。

　一番手前に倒れているのは、血ち沙さだった。

　俯うつぶせで、起きあがろうとして半身を反そらしている。外傷は見当たらない。が、口くち許もとが血で赤黒く染まり、前に突つき出でた手はがくがくと震ふるえていた。

「きょう……こ、ねえ、さま？」

　供子の姿を認め、掠かすれる声で血沙が言った。

　意識がある。或あるいは、取とり戻もどしたのか。

　彼女の数メートル先で、並ぶようにしてくずおれているのは血ち香かと夭。

　血香の床に伏ふした頭部が、吐はいた血ち溜だままりに埋うもれている。細かな痙けい攣れんを繰り返しており、意識があるようにはとても見えない。

　そして隣の夭。彼女が最も重傷に見えた。

　全身が血に塗まみれ、灰色の着物が斑まだらになっている。右腕の袖そでが大きく裂さけ、その下から覗のぞく腕には深い裂れつ傷しよう。左腕は左腕で、五指が無む惨ざんに歪ゆがみ、拳こぶしから折れた骨が飛び出ていた。

「……夭！」

　枯葉が叫び、夭に向かって走る。

　対して供子は無言。しばし光景を眺ながめた後あと、枯葉の背を一いち瞥べつし、僅わずかに殺意を見せたが──結局、視線を外はずして血沙の元へとゆっくり歩いていく。

「しっかりしろ、夭！」

　枯葉は『つうれん』を半なかば投げ捨てるように床へ置き、夭を抱きかかえた。唇に耳みみ許もとを近付ける。微かすかな呼吸音を聞き取ると安心したように息を吐き、振り返って棺かん奈なを呼んだ。

「棺奈。……『くもがねの水みず』を出してくれ」

「畏かしこまりました」

　ついてきていた棺奈が背に負った白しら木きの箱を探さぐる。

　中から取り出したのは、古ぼけた吸すい呑のみだった。

　受け取り、枯かれ葉はは吸い呑みの先せん端たんをくわえると、中に入った液体を含ふくむ。

　夭ように口移しで、それを飲ませた。こくり、と夭の喉のどが鳴る。途と端たん、腕の裂れつ傷しようと骨折が、まるで時計を巻まき戻もどすかのように癒いえていく。
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　だが、意識までは戻らない。

　傷を治ち癒ゆする薬を無限に湧わき出だす吸い呑み『くもがねの水みず』も、『廻めぐりじんろう』を使用することによってもたらされた反動まではどうにもならなかった。更さらに夭の持つ肺はい病びようも手伝って、意識が恢かい復ふくするにはしばらくの時間がかかるだろう。

　眠る夭を棺かん奈なに任まかせた枯葉が、供きよう子こに視線を遣やる。

　彼女は、倒れる血ち沙さを立ったまま見下ろしていた。

「血沙……くく、負けたのね。『このはな』の恥さらしめ」

　吐はき捨すてるような言葉。口くち許もとには笑えみとも苦く悶もんともとれない歪ゆがみがあった。

「供子、お姉ねえさま。……ごめん、なさい」

　喉のどを潰つぶされ首の骨を折られた血沙だが、自力で喋しやべれるまでにはなっていた。

「治なおせるの？」

「は、い」

「では治しなさい。すぐに」

　供きよう子こは妹のひとりを一いち瞥べつし、それからもう片方の妹、血ち香かのところへ向かう。

「……ち」

　舌打ちする。

　こちらは血ち沙さよりも酷ひどい有あり様さまだった。

　内臓の幾いくつかが破は裂れつした衝しよう撃げきで大量に吐と血けつし、顔色は青を通り越して白い。腕にも力がなく、呼吸すらも絶たえ絶だえだった。

「血香、起きなさい……。血香」

　呼よび掛かけるも反応はない。次いで、靴先で蹴けった。それでもぴくりともしない。

　意識さえ戻もどれば怪け我がを治すことはできるし、仮にも鈴すず鹿かの一族がこの程度で死ぬこともない。だがそれを鑑かんがみても、供子の妹に対する態度はあまりに冷たく見えた。

「供子！」

　それを目にした枯かれ葉はが、憤いきどおりの声で叫ぶ。

　供子は背後をちらりと振り返るが、枯葉の叱しつ咤たを無視し、

「起きなさいと言っている。……まったく、使えない」

　再度靴先で、今度は頭部をこつん、と叩たたく。

「ち……どけ、供子！」

　見み兼かねた枯葉が倒たおれ伏ふす血香に駆け寄った。

　頭を抱き、唇に『くもがねの水みず』の吸すい呑のみを宛あてがうと、薬を流し込む。

「あらまあ。敵に塩を送って、なにを企たくらんでいる？」

　からかうように嗤わらった供子に顔を上げ、睨にらみ付つけた。

「この者たちは、お前のことを姉と呼んだ。ならば……お前の妹ではないのか？」

「ええ、そうだけど」

　供子は『だからどうした』とでも言うように頷うなずき、

「それにしても、おめでたいこと。私に妹がいること、そしてこの娘たちが双子であることの意味がわからないでもないだろうに。それでもなお助ける、と？　まったく美し過ぎて醜みにくい。清せい廉れん過ぎて反へ吐どが出る。きっと、後悔するのにね……、く、くく」

「侮あなどるな、供子。己のしたことを悔くいてなにが本家の頭とう首しゆか」

　落ち着いた様よう子すの血香を寝かせ、再び『つうれん』を拾って立ち上がった。

「……ふん」

　その言葉が癇かんに障さわったのか、或あるいは単純に面おも白しろかったのか。

　供子は肩を竦すくめ、舌した舐なめずりをする。

　血沙と血香に視線をちらと遣やり、嘲ちよう笑しようを浮かべ、

「あなたの言う通り、この娘たちは私の妹。そして……くく……一族の隠かくされた理ことわりにして、闇やみそのもの。本家とはいっても所しよ詮せんは次女、なにも知ることなく育ったあなたがその闇を前に頭首を名乗る。それがおめでたい。それが滑こつ稽けい」

　告つげる。

　だが、続く言葉と同時。

　供きよう子この右手、その指が──自身の頬ほおに添そえられた。

　そして、

「この娘たちは、あなたと同じ二番目の子でありながら、あなたとは違ちがう」

　陰いん鬱しつに嘲あざけるような口く調ちようが不ふ意いに、憎々しげなものへと一転する。

「決して祝福されない闇の落おとし仔ご。『このはな』の道具として……ひいては鈴すず鹿かの暗あん役やくに使われるための道具として作られ、生まれ、育てられた……殺さつ戮りく用ようのただの物体だ」

　言葉とともに。

　がり、と。

　供子は爪を立て、頬を引ひっ掻かいた。

　皮膚が破れ血が滲にじみ、赤い筋すじが立つ。

「く、くく。……くくく」

　嗤わらう。掻く。何度もがりがりと、唇を軋きしませながら。

　自らを呪のろうかのように自じ傷しようを繰り返し、

「それもこれも、すべては一族の習わし。長ちよう老ろう衆しゆうと本家で取り決められたこと。先せん代だい頭とう首しゆは何もかもをご存ぞん知じだった。知っていてなお、黙っていた……」

　表情は苛いら立だたしげに、ぼそぼそと呟つぶやくような声が大きくなっていく。

　囁ささやきは吐と露ろに、吐露は哄こう笑しように、哄笑は叫びに。

「く、くく、ははっ！　まったく醜みにく過ぎて反へ吐どが出る。愚おろか過ぎて笑えない。詰つまらな過ぎておめでたい！　矜きよう持じだの人と共存だの、そんな綺き麗れい事ごとを謳うたっておきながら……裏では平気で人の赤あか子ごを攫さらい、身体からだをすげ替える！　そうして生きながらえた子をただ道具として、表には存在すら知らせない！　それが本家の、鈴鹿の正体だ！」

　叫びはどこかヒステリックに──病院の廊下に、響いた。

　頬から手を離し、赤く染まった掌てのひらを見て、供子は顔をしかめる。

　ぞんざいにそれを服の裾すそで拭ぬぐって、吐はき捨すてた。

「汚きたない血」

　視線と声に込められるのは、恨うらみだ。

　更さらには、妬ねたみ。

　鈴鹿の一族の抱かかえる矛盾と、その矛む盾じゆんを背負わされたことへの怨えん嗟さ。

　そして矛盾をなにひとつ知らず、幸せに暮らした枯かれ葉はへの──嫉しつ妬と。

　ひと息に叫び通した供子を前に、対たい峙じする枯葉は俯うつむく。

　ややあって──顔を上げ、言った。

「……それが、鈴すず鹿かの闇やみ、か」

　どこか寂さびしげに、同時にどこか悲しげに。

「確かに、妾わたしはなにも知らなんだ。お前たちのことも、檻おり江えのことも。おめでたいと詰なじられたとて仕方がない。そんな妾が頭とう首しゆを名乗るなど、お前にしてみればさぞ滑こつ稽けいだったろう」

　だが、

「だがな」

　それでもなお、枯かれ葉はは弛たゆまない。

　瞳に宿やどる意志の光は強く、後悔と悲しみの色を塗ぬり潰つぶしていく。

　毅き然ぜんと、あくまで胸を張り覚悟を決めたように──、




「だからこそ。そのくだらぬ因いん習しゆうを、本家の恥を雪そそぐのは……妾の役目だと、そう思う」




　宣言した。

　眉をひそめた供きよう子こを睨にらみ付つけ、毅然と微笑ほほえむ。

「どうせならこの際だ。そうした因習などすべて廃止してやろう。なにも知らないおめでたい妾がそんなものに拘こだわる必要などないからな。このくだらん内うち輪わもめの原因すらもその闇にあるというのなら……妾が闇を切きり裂さいて、掻かき消けしてやる」

　その声には、もはや迷いも憂うれいも、一いつ片ぺんも感じられなかった。

　供子は一いつ瞬しゆんだけ唖あ然ぜんとする。

　それでも、すぐに陰いん鬱うつで自じ嘲ちよう的てきな笑えみを取とり戻もどし、

「甘い。やはりあなたはなにもわかっていない」

　怨えん嗟さと嫉しつ妬とを憎しみで混まじらせたような上うわ目め遣づかいで枯葉を睨にらみ、

「くくく。闇を掻き消す？　私が……私たち『このはな』が担になってきたのは、その闇そのものなのに？　千年の時を重ね、もはや暗がりの中でしか意味のない私たちに、それがなんの救いになると？　そもそも闇なしでは生まれることすらできなかった血ち香かと血ち沙さも同じ……闇を払うというのはつまり、私たちの存在を認めないということに他ほかならない」

　そしてまるで叱しつ咤たするように、倒れたままの双ふた子ごの名を呼んだ。

「血沙、血香！　いつまで寝ているこの愚ぐ図ずども……起きなさい！」

「……は、い。供子お姉ねえさま」

「ごめんなさい、供子お姉さま」

　双子はそれぞれ立ち上がる。

　まだ身体からだは万ばん全ぜんではないだろう。怪け我がは治ち癒ゆされたとはいえ、体力の損しよう耗もうも激しい。

　だがそれとは無関係に、双子は武器を拾う。

「命令する。『このはな』の尖せん兵ぺいとして、この敵を打ち倒せ」

「わかりました、供きよう子こお姉ねえさま」

「仰おおせの通りに、供子お姉さま」

　まるで──供子からの命令が条件反射となっているように、身構えた。

「供子……貴き様さま、なおもこの娘たちを物のように使うのか？　それでは……このままでは、お前たち自身が闇やみに縛しばられたままだと何な故ぜわからん！」

　枯かれ葉はの諭さとすような問とい掛かけは、供子を揺ゆさぶるに足りなかった。

「くく。私はここを離れ、霧きり沢さわ景けい介すけの処理に向かう」

　嘲ちよう笑しようめいた顔にはもはや怨えん嗟さも嫉しつ妬ともない。ただ陰いん惨さんな残ざん酷こくさのみで染まっている。

「……っ！」

　景介の名を出され、枯葉の表情が変わる。

「待て、供子！」

　咄とつ嗟さに彼女へ詰つめ寄よろうとした。

「させないわ、ねえ、血ち香かさん」

「ええ、血ち沙ささん。供子お姉さまに言われたもの」

　その行く手を阻はばんで立たち塞ふさがるのは、左右対称の髪型をして左右対称に武器を構えた、鈴すず鹿かの闇──禁きん忌きの落おとし仔ごたる、双ふた子ごの姉妹。

「どけっ！」

「どけないわ」

「どけないわね」

　押おし通とおろうと、エンジンもかけずにチェーンソーを振りかぶる枯葉。

　処しよ刑けい鋸のこぎりの形をした二本の剣が交こう叉さし、刃を受け止める。

「供子、貴き様さま！　景介に……妾わたしの夫に手出しするなど許さんぞ！」

「だから後悔する、と言ったのに。くくく」

　捨すて台詞ぜりふを吐はく供子は、もはや枯葉を見ない。

　鍔つば迫ぜり合あいで軋きしむ金属の音を背に、ひらひらと手を振り──廊下の奥へ去っていく。




　　　　　　　　　　※




　事態は一いつ刻こくを争う。

　今この瞬しゆん間かんにも枯葉が、夭ようが戦っている。ましてや最悪の場合、部屋のドアを破って敵が侵入してくるかもしれない。そんな焦しよう燥そうの中、景介は必死で戦いの準備を急いでいた。

　もちろん、これが相手に通用するかどうかはわからない。そういう意味では出たとこ任まかせだ。しかし、なにもしないのは──なにもできないと諦めてしまう訳わけにはいかない。

「少年、ここでいいのか？」

　篠しの田だが診察用のベッドを引っ張り、向きを変えて部屋の中心に設置する。

　万が一ここへ来られた時のために備そなえてのことだ。

「任まかせます。この部屋のことは先生の方ほうがよくわかってると思うんで」

「そうか」

　頭をがしがしと掻かきつつ部屋を見渡す彼を横目に、景けい介すけは床に並べられたものにひとつひとつ『かみらの枝えだ』で傷をつけていた。

　メスと、それから注射器。

　あらかたの処理は終わっている。あとはこれをまとめて持ち運べるようにするだけだ。

　と、あくせくと働く景介の耳に、か細い声があった。




　──箱はこ庭にわに集つどう子らの夕べ

　──ハシバミの色　匂におい立たつ草原




　ふと顔を上げる。

　檻おり江えだった。

　椅い子すに座り虚こ空くうを見ながら、あの詩うたを諳そらんじていた。




　──あの子の骨のように連なる。

　──あなたの微笑ほほえみ　首くび飾かざり　指輪　優しい食卓




　景介は不ふ意いに、胸が熱くなる。

　既き視し感かんだった。

　記憶を辿たどる。あれは幼い頃、確か両親とも出で掛かけてしまった夜のことだった気がする。




　──棘とげ　悪夢　兆きざし　嘔おう吐と　愛

　──ああ、私はそれを見ているのだ




　姉とふたりでの留る守す番ばんは特別なことでもなんでもない、たまにあったし何度も繰り返していた。けれど──その中のたった一日、それまで思い出しもしなかった光景が、溢あふれ出だした。

　景介は今のように、床に座って作業をしていた。

　確か、広げた玩具おもちやをいじくるとか片付けるとか、そんな感じだったと思う。

　対して姉は、パイプ椅い子すに座っていた。丁ちよう度ど、今の檻江のように。

　ああ──パイプ椅子があったということは、姉の部屋だ。

　姉の部屋で遊んでいた景介を見守っていた姉はいつしか、ひとり遊びに熱中する弟のことを忘れたかのように、椅い子すの上で詩うたを謳うたい始はじめる。当の景けい介すけはやっぱりそれでも玩具おもちやの方ほうに夢中で、まるでＢＧＭのように彼女の言葉を聞き流しながら、クレヨンで塗ぬり絵えなんかをして。

「……あ」

　気が付くと、視界が滲にじんでいた。

　眼鏡めがねを取って袖そでで拭ぬぐう。

　それで涙は止まった。決して悲しくなった訳わけではなかった。

　ただ、懐なつかしさがあった。

　それは──かつて確かに存在した小さな箱はこ庭にわの、ある夜の有あり触ふれた記憶だったから。




　──ふたりの夜は更ふけていくのに

　──朝日を待つあばら屋、その前に佇たたずむ




　檻おり江えの声。発音。リズム。

　そうだ──そうだった。

　姉ねえさんは、丁ちよう度どこんなふうに謳っていた。




　──私はあなたのことを待っている。

　──壁には漆しつ喰くい、もしくは穴




　どちらかといえば物悲しい雰ふん囲い気きの詩なのに、それを感じさせない。

　優しく、密ひそやかに。

　それでいて、どこか嬉うれしそうに。




　──熱病のように刻きざまれたそれと、

　──あなたを抱くための二本の腕。




　抑よく揚ようのある、感情の込められた、そんな声で。

　耳にではなく心に余よ韻いんを残すような、そんな風ふうに──、

　詩は、終わった。

　檻江を見上げる景介に、彼女の視線が漠ばく然ぜんと重なる。

「なあ、檻江さん」

「なに」

　意識せず頬ほおを緩ゆるめたまま、景介は彼女に問うた。

「姉さん……屋や敷しきの中で、どんなふうだった？」

「わからない。私は見てない。いつも、壁越しだったから」

「違ちがう、姿じゃないんだ。声だよ」

　首を振り、

「あんたと喋しやべってる時、どうだった？　楽しそうだったか？」

　姉がどうして鈴すず鹿かの里にいたのか。枯かれ葉はや檻おり江えの話を想像するに──考えたくはないけれど──もしかしたら一族の誰だれかの贄にえにされるために攫さらわれて、死ぬまでの間、つらい思いをしていたのかもしれない。もしそうだとしたら、景けい介すけはどうしようもない気分になる。

　でも。

　もし一時でも。たとえば、檻江と話をしている時にでも──。

「楽しそう、だった」

　檻江が答えた。

「そう……か」

　そうだとしたら、景介はそれだけでもいいと、そう思うのだ。

「楽しいって言ってた。檻江ちゃんとお話しするのは楽しいって」

　声にはなんの色も込められていない。とうに感情を捨て去った少女は、まるで他人の日記を読み上げるように淡々と、自身の過去を反はん芻すうする。

「ありがとう」

　それでも景介は、檻江に笑えんだ。

「どうして？」

「いいんだ。姉ねえさんの代わりに言ってるんだ。……ありがとう」

　立ち上がる。

　既すでに準備は整っていた。

　顔を上げると、篠しの田だ医い師しも診察ベッドの横で紫し煙えんを燻くゆらせている。

「さて、感傷に浸ひたっているところ悪いけど……どうするんだ？　少年」

「先生はここにいてください」

　問とい掛かけに頷うなずき、深呼吸を大きく二度。

「俺は撃うって出でます」

「ひとりでか？」

「ええ。檻江さんをお願いできますか？」

「お願い、とは？　僕は彼女をどうすればいいのかな」

「俺たちが戻もどってくるまで、匿かくまってやってください。俺は……俺や枯かれ葉はは、この人があいつらのところにいるのに我慢ならない。できれば平へい穏おんに暮らしてもらいたいんです」

「しかし、彼女の意志は……」

　言いかけた篠田は直後、気付いたように「ああそうか」と呟つぶやく。

「承しよう知ちした。まあ、ここの医師である僕は本来なら本家と繁はん栄えい派はのどちらにも肩入れしちゃいかん立場なんだが……なに、気にすることはない。先に禁きんを破ったのはあっちだ」

　ふん、と皮ひ肉にくげに鼻を鳴らして、

「もしきみらが死んだとしても安心したまえ。うちの養女にでもしよう。夭ようは子供を作れる身体からだではないからな。あれもきっと喜ぶ」

　冗談だか本気なんだかわからないことをさらっと言った。

「わかりました。頼みますよ」

　実際、景けい介すけが死んでしまうという可能性も大いにある。そうはなりたくないな──苦笑しつつ、部屋の出口に向かって一歩を踏み出したのとほぼ同時。

　扉とびらが開く微かすかな音が、角の向こうから聞こえた。

「……っ！」

　身構え、篠しの田だに目め配くばせする。篠田は檻おり江えの手を引き、部屋の隅すみへ退たい避ひする。

　枯かれ葉はか夭ようであってくれ。そんな希望は、廊下から入ってきた姿によって打ち砕かれた。

「こんばんは。……くくく」

　虚うつろな歩あるき方かたで大きな拷ごう問もん輪わを面めん倒どうそうに抱かかえ、長く伸びたツインテールを揺ゆらし、




「見ぃつけた。隠かくれんぼは……これで終わり」




　供きよう子こが──陰いん鬱うつに唇を歪ゆがませる。

「……枯葉と夭さんはどうした」

「くくく」

　身構えつつ問とうと、どこか忌いま々いましそうに嗤わらい、

「まだ生きてる。まったく忌々しい。まあでも、今頃は私の妹たちに喰くわれているかな」

　前髪を弄いじりながら、楽しげに言う。

　つまり今、枯葉と夭は双ふた子ごと戦っているということか。

　少なくとも無ぶ事じだということはわかった。あとは──景介が枯葉を安心させてやらなければならない。なにせ、あいつは俺のこととなると妙みように冷静さを失ってしまう。

　その様よう子すを想像し、こそばゆいような面おも映はゆいような気持ちになった後、景介は演技じみた大おお仰ぎような動作で胸を張り、供子を睥へい睨げいしてやる。

「そうか。じゃ、安心だ。あとは俺があんたをぶっ飛ばすだけだな」

「あらまあ。それは面おも白しろい。面白くて、不愉快」

　供子は怒りもせず、ただ、莫ば迦かにするように溜ため息いきを吐つく。

「ムカつくから気に入った。特別に、この『ことり車ぐるま』に抱かれてみる？　抱いて、突つき刺さして、掻かき混まぜて……乾ひ涸からびるまで吸すい尽つくしてあげようか」

「は」

　だから景けい介すけも、胸に迫る緊張と恐怖を押おし殺ころし、

　にや──と。敵を睥へい睨げいした。

「来いよ、化ばけ物もの。人間さまが相手になってやる」
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　一方は、敵を出し抜いて先に進もうとしている。

　一方はしかし、その前進をひたすらに妨害する。

　枯かれ葉はと双ふた子ごの攻こう防ぼうは、一進一退のまま膠こう着ちやくしていた。

　いや──勝利条件でいうならば、血ち沙さと血ち香かの方が遥はるかに優勢だった。

　時を浪費すれば浪費するほど枯葉の手からは景介の命が遠ざかっていく。表情は焦しよう燥そうの一色に染められ、振るう刃も精せい緻ちさを欠かき始はじめていた。

「お姉ねえさん、急いでるの？　だぁめ」

「そうよ。もっと私たちと遊びましょう？」

　ひと通りの攻防の後、双子から距離を取る。

　そして枯葉を挑ちよう発はつするように、きゃらきゃらと嗤わらった。

　枯葉は答えず、再び『つうれん』を構え突とつ撃げきする。

　真正面と見せかけて、右。血香を狙ねらって荒ぶる回かい転てん鋸のこぎりの刃を下段から斜めに切り上げた。

　赤しやつ光こうが尾を引きながら血香の脇わき腹ばらを襲おそう。

「きゃ！」

　悲鳴ではなく嬌きよう声せい。楽しそうに血香は身を捩よじらせて躱かわした。それと同時に左の血沙が、がら空きになった枯葉の脇腹めがけて『陰いん咬がみ』を薙なぐ。

　枯葉は逆に血沙の方に踏み込んだ。

　振り上げて宙に浮いていたチェーンソーを、重量を利用しつつ無む造ぞう作さに叩たたき付つける。

「あはっ！」

　血沙もまた、避けようとはしなかった。

　更さらに前へ出て、殆ほとんど密着するように。間ま合あいが近ちか過すぎて互いに攻こう撃げきできない距離の中、処しよ刑けい鋸のこぎりの形をした剣がいつの間にか湾わん曲きよくしている。弧こから殆ど円形に近いものへと。

　枯葉の胴をぐるり覆おおい、先せん端たんに付いた柄えを空あいた右手で掴つかんだ。

　刃の中に閉じ込められる。

「ち！」

　舌打ちし、力ちから任まかせに血沙を蹴けり飛とばした。

　着物ごと太ふと腿ももが裂さけ、血が飛び散る。が、切断には至らない。水月みぞおちに食い込んだ衝しよう撃げきに耐えかねた血ち沙さが『陰いん咬がみ』の柄えを手放したのだ。

「……すまん、吉よし乃の」

　枯かれ葉はは体勢を整えながらひとりごちる。

「だが、景けい介すけを助けたいと思うのは……お前も同じのはずだ。こらえてくれ」

　直後、目の前に円形の刃が出現した。

　血ち香かの攻こう撃げき。さっきの血沙と同じように『陰咬み』を曲げ、背後から首を引ひき刈かろうとしてくる。刃の腹に手を添そえ、そのまま上に跳はね上あげつつ自身はしゃがんで床へ転ころがる。

　起きあがった枯葉の位置はしかし、双ふた子ごよりも前には出ていなかった。

　既すでに『陰咬み』を拾った血沙が更さらにその先、枯葉の行く手を阻はばむように立たち塞ふさがっている。

　眼前に血沙、背後には血香。

　枯葉は挟はさみ撃うちされる形になる。

「このお姉ねえさんって弱いのね、血沙さん」

「そうね。あの灰色のお姉さんに比べたらね、血香さん」

　ふたり向かい合って楽しそうにする双子の間で、枯葉は唇を咬んだ。

　言う通り、双子の強さは枯葉よりも僅わずかに上だった。

「たいした腕だな。……お前たち」

　枯葉は素直に賞しよう賛さんの言葉を送った。

「だが、妾わたしを夭ようと比べるのは筋すじ違ちがいというものだぞ。あれは外げ法ほうだ」

『廻めぐりじんろう』を使用した者の戦闘能力は殆ほとんど規格外に位置するが、力と引ひき換かえに、使用者は生命を著いちじるしく削けずられてしまう。故ゆえに一族は元来、あの蔵ぞう物ぶつを禁きんじ手てとしていた。

「さて……それにしてもどうするか」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやいた枯葉に、

「どうもできないわ、お姉ねえさん」

「ええ、駄だ目めよ、お姉さん。私たちを助けたりなんかするから」

「そうね、血香さん。後悔する、って供きよう子こお姉さまが言ったのに、ねえ」

「ふん」

　対して枯葉は怯ひるまず、双子を睨にらみ据すえた。

「誰だれが後悔などするものか。妾が後悔するとしたら、お前たちを打ち破ることのできないこの妾の弱さのみに対してだ。それにな……」

　廊下の向こうを見み据すえ、

「人間は強い。特にあやつはな。供子の方ほうこそ、侮あなどっていると足あし許もとを掬すくわれるぞ」

　どこか恭うやうやしく、同時に羨うらやましげに笑う。

「嘘うそね」

「嘘よ」

　双ふた子ごが嗤わらう。

　彼女たちの持つ刃がまた変化し始めた。今度は先せん端たんを極端に曲げた、鈎かぎ爪づめ状じようへと。

　それで枯かれ葉はを前後から挟はさみ込こみ、両断する寸法のようだ。

「なるほど、それがお前たちの奥の手か？」

　枯葉は逡しゆん巡じゆんするように前後を見み遣やる。

　横に飛んでも逃げ場はない。上下をかい潜くぐるにしても隙すきが必要だった。

「……ならば妾わたしも、奥の手を出すとしよう」

「あら、そんなものがあったなんて聞いていないわ、血ち沙ささん」

「ただの負け惜しみよ、血ち香かさん」

「果たしてそうかな？　妾はこの『つうれん』をただの回転鋸にした訳わけではない。本当ならば使いたくはなかったが……お前たちに負けるよりはよかろう」

　自分たちだけで語り合い完結する双子に、枯葉はチェーンソーを掲かかげる。

「来い」

　血香と血沙も、身構えた。

「そう、お姉ねえさん……」

「じゃ、お姉さん……」

　そして双子の声が同じ科白せりふを、同じ声で、

「「死んでちょうだい!!」」

　同じように叫び──二に閃せん。

　前後からこれも同時に、枯葉へ刃が襲おそいかかる。

　枯葉は瞬しゆん間かん、動いた。

　双子の呼吸に合わせてチェーンソーを掲かかげる。刃と機械の接せつ合ごう基き部ぶ近く──中心ほどを掴つかんでの、とても攻こう撃げきするとは思えない所しよ作さだった。

　双子はそれが意味するところを、直後、知る。

　血香の薙ないだ後方からの刃が機械部分の後部、エンジンによって受け止められた。

　そして、

　血沙の振るった前方からの刃が、チェーンソーの先せん端たんと衝しよう突とつする。

「ち……！」

　悔くやしげに声をあげたのは、血沙か、血香か、或あるいは双そう方ほうか。

　枯葉は彼女たちに呼応し、不ふ敵てきな破は顔がんを返す。

「見るがいい、これが妾の『つうれん』の奥の手……」

　刃を受け止めたまま、枯葉の手、指先は機械部分の底にある小さなカバーを開けていた。

　その中にあるものを押おし込こみ、チェーンソー自体を上に放ほうり投なげつつ身を伏ふせる。

「……自じ爆ばくボタンだ！」




「え……？」




　双ふた子ごがきょとんとした直後。

　エンジンが、盛大な音をたてて上空で爆発した。

「きゃあっ！」

　衝しよう撃げきと熱風、同時に四し散さん、降ってくる金属の部品たち。

　たまらず刃を引き、両手で顔を覆おおい身を伏ふせた双子の前にはもう、枯かれ葉ははいない。

　顔から袖そでをどけた血ち沙さの目前に、枯葉の顔。

「悪く思うな！」

　いつの間にかチェーンソーから外はずされていた『つうれん』の刀とう身しん──鎖くさり状じように連なった刃を鞭むちのようにしならせる。裾すその短い着物から露あらわになった血沙の左足を、下手から打った。

「……っ！」

「これで……」

　枯葉は殆ほとんどしゃがんだ姿勢のまま、翻ひるがえって反対側へと。

「……終わりだっ！」

　身を竦すくめたままで固まっていた血ち香か、その右足も斬きり付つける。

　傷は浅い。しかし、それはやや待たずじわじわと肉と骨を浸しん蝕しよくしていく。『ことり車ぐるま』を持っていない双子にそれを治なおす術すべはない。

「あ、あ……」

　目に見えて広がっていく足の傷口を押おさえながら、双子が狼ろう狽ばいの声をあげた。

　枯葉は彼女たちを見下ろして荒げる息を整え、

「……悪いが、手て当あては後あとだ。足の一本くらいは覚悟してもらうぞ」

　爆ばく発はつの余よ波はで焦こげと煤すすにまみれた着物姿のまま、踵きびすを返し廊下の奥へと駆け出した。
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　巨大な拷ごう問もん輪わ──『ことり車』を構え、ゆっくりと歩み寄ってくる供きよう子こ。

　それを眼前に睨にらみながら、景けい介すけは意識を集中させる。

　これだけのものを支配下に置くのはさすがに初めてだ。この『かみらの枝えだ』を棺かん奈なに貰もらってから一カ月近く。折おりを見て練習してきたとはいえ、上う手まくいくかは景介の集中力と、

「さあ……かかってきやがれ」

　これからの作戦次第だった。

　身構えた供子の先手を打つように、まずはベッドから。

　まるで、爆ばく発はつで吹き飛ばされたかのような勢いきおいで供きよう子こへと飛ひ来らいしていく。

「な……！」

　さすがに不ふ意いを突つかれたか、供子が歯は咬がみする。

　衝しよう突とつ。

　が、敵も伊だ達てに鈴すず鹿かの一族ではない。

　ゆらり、と。

　正面からのそれに対して屈かがみ、身体からだごと掬すくうように持ち上げ、受け流す。幽ゆう霊れいのような動きにも拘かかわらず、まるで無む駄だがない。背後へと落下したベッドが床へ転ころがる前に、薄うすら笑わらいを浮かべた供子がこちらに向かって再び一歩を踏み出した。

「くく、……は！　面おも白しろい！」

「そうかよ」

　既すでに次の手は打ってある。

「……じゃ、もっと食らえ」

　供子が──恐らく本人にとっては訳わけがわからないまま、バランスを崩し転倒した。

　観葉植物が枝を伸ばし、まるで蔦つたのように足あし許もとに絡からみ付ついたのだ。

　引っ張られた木が鉢はち植うえごと倒れる。

　追おい討うちをかけるようにして、再びベッドを操作。浮かべ、真上から落下させる。

　再び寝台を上にして着地したベッドは、その下に供子の身体を下した敷じきにしていた。

「これは……」

　供子が驚きよう愕がくに呟つぶやくと同時。

「これでどうだ！」

　更さらに景けい介すけの背後から飛び出すのは、木製のクローゼット。

　ベッドの上にどすん、と着地し、重量を上乗せする。

　診察ベッド。観葉植物。クローゼット。目に付くすべてのものに『かみらの枝えだ』で傷を入れておいた。この場で戦わなければ意味のない仕し掛かけだったが、充分以上に役立った。

　むしろ供子がここまで来てくれたのは、結果的に僥ぎよう倖こうと言っていい。

　ともあれ、これで最後の一手が確実に決まる。

　無む論ろん、ベッドの足はそれなりに高さがあるから、拘こう束そくできた訳わけではまったくなかった。それでも敵は次の行動に『脱出する』以外のことを選べない。そして鈴すず鹿かの一族がどんなに常識はずれな瞬しゆん発ぱつ力りよくを持っていようとも、寝そべった状態では動きも鈍る。

　景介は意識を集中させ、即そく座ざにそれを動かそうと念ねんじた。

　が、その時、




「……くくく」地獄の底から響くような嬌きよう声せいとともに、

　──轟ごう音おん。




「な……!?」

　心臓が跳はねる。全身が硬こう直ちよくする。

　クローゼットがさっきとは逆に──景けい介すけに向かって飛ひ来らいしてきていた。

「うわ、やっべ！」

　咄とつ嗟さに『止まれ』と念じるが、勢いきおいが緩ゆるんだだけで静止とまではいかない。

　これだけ巨大なものをほいほいと飛び回らせるには相そう応おうの集中力が必要になる。驚きよう愕がくで焦あせりきった景介には、それが足りなかった。

「畜ちく生しようっ！」

　叫びながらどうにか横に転ころがる。勘かん弁べんしてくれと心の中で吐はき捨すてる。

　できればアクションだけは避けようと思っていたのに、いったいどういう訳わけだ。

　身体からだのすぐ横で、クローゼットが床と激げき突とつする。衣服は殆ほとんど入っていなかったが、どすん、という音と風圧はほとんど爆ばく風ふうに近い。耳よりも頭に振しん動どうが響く。

「痛っ……」

　どうにか下した敷じきになることは避けられた。しかし状況がどうなったかわからない。慌あわてて起きあがろうとすると、眼前になにか鋭いものがあることに気付く。

「って、おい……」

　加えて、胴体が動かない。腹部に重み。

　そして頭上には──陰いん惨さんな笑えみに怒りのようなものを混まじらせた供きよう子この顔が、あった。

「マジ……かよ」

　仰あお向むけに倒れたところを踏み付けられた格かつ好こう。

　おまけに『ことり車ぐるま』の先せん端たんを顔に突つき付つけられている。

「くくく。面おも白しろかった。面白くて苛いら々いらした」

　口く調ちようは変わらないながら、さしもの供子も、肩で息をしていた。

「『かみらの枝えだ』。そんな姑こ息そくな蔵ぞう物ぶつ、一族の中では誰だれも使いたがる者などいなかった。……けど、浅あさ知ぢ恵えの廻まわる人間には、確かに相応ふさわしいね」

「姑息、かよ。……そりゃ姑息だろうさ。あんたたちにしてみれば」

　ベッドとクローゼット、合計でいったい何キロあるだろう。

　それを仰向けに寝そべった状態で、こっちに向かって投げ飛ばす。そんな暴ぼう挙きよができるような奴やつらに、確かに『かみらの枝』など無用の長ちよう物ぶつだ。なにせ、周囲のものを利用してちまちま攻こう撃げきするより、普通に思いきりぶん殴なぐった方ほうが強いのだから。

　棺かん奈ながこれを渡す時『景介が一番上う手まく使える』と言っていたのを思い出した。

　あれは正しかった。これはたぶん、こいつらでは有効利用できないだろう。

「……お前、けっこう不ふ憫びんな歴史送ってきたんだな」

　右手に持った『かみらの枝えだ』に、同情とともに呟つぶやく。

「なにを、ひとりごとをぶつぶつと。……気持ち悪い」

　供きよう子こはもはや怒りよりも優越感の方が強いようだ。

「いや、こいつにさ。あんま使われなくて不憫だな、って」

「おやまあ、道具とお話か。本家の婿むこは素す敵てきな趣味を持っている。それとも死ぬのを前に混乱しているの？　駄だ目めよ。足あ掻がけ、もがけ、泣き叫べ。醜みにくい肉はせめて美しく散るべきだ」

　だから、その科白せりふを遮さえぎって、言う。

「違ちがうってんだよ、このバカ」

「ち。醜い。さっさと……」

　バカ呼ばわりされて眉をひそめ『ことり車ぐるま』を持ち直す供子。

　構わずに、笑って──続けた。

「今まで不憫だったから、一回くらいは役に立ってもいいんじゃねえかって話だよ、こいつが。……ところで、背うしろを見るのをお勧すすめするけどね」

　供子が反射的に振り返る。

　そこに浮かんでいるのは大量の注射器。

　広範囲に渡って、すべてが針の先端を供子に向けている。

「……、っ……！」

　供子が息を呑のんだ。

　だが、遅い。

　景けい介すけは、吐はき捨すてた。




「人間さまをなめんな、化ばけ物もの」




　それが、合あい図ず。

　注射器が供子ヘ殺さつ到とうする。

「っ……おのれ！」

　咄とつ嗟さに『ことり車』を振るが、小型ミサイルの雨の中ではさしたる効果を持たない。

「存ぞん分ぶんに受け取りたまえ」

　部屋の隅すみで戦いを見ていた篠しの田だが、まるで他ひ人と事ごとのように口にした。

「三〇ccシリンジ五十本。すべて即効性の睡すい眠みん薬やく入りだ。……作業は骨が折れたよ」

　暴あばれる供子の腕に、背に、何本も注射器が突つき立たっていく。

　それに合わせて景介は注射器に指令を出し、中の液体を注入する。

　もはや腹は踏まれていない。後あとじさりつつ半身を起こす。

　やがて──ついに。

　供きよう子こがふらつきながら、前のめりに、どう、と倒れる。

「……は」

　どうにか上う手まくいったことへの安あん堵どで息を吐いた。

「やっ、た」

　鈴すず鹿かの一族は、確かに身しん体たい能のう力りよくが高い。まともに戦っても勝てる見込みはない。

　だが、それ故ゆえにこいつらは人間を甘く見ている。悠ゆう長ちように余裕をかましている。

　こちらがどうやって勝つつもりなのかを知ろうともせず、切り札、最後の手段がまだ手つかずで残っていることにも──気付かないのだ。

「……景けい介すけ！」

　勢いきおいよくドアが開く音とともに、焦しよう燥そうに満ちた声があった。

「無ぶ事じか!?　返事を……」

　駆け込んできた枯かれ葉はが病室の惨さん状じようと、そして倒れた供子を見て硬こう直ちよくする。

　その慌あわてぶりを少し嬉うれしく思いながら──。

「してやったり、だ」

　景介は座り込んだまま、彼女に親指を立てて応こたえた。
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　そして、数分の後。

　景介たちは篠しの田だの部屋で、戦いの終わりに安堵していた。

　三名とも拘こう束そくし終わったところだった。供子は眠りこけている。双ふた子ごの方は意識があるものの、血ち沙さ、血ち香かともに片足を切断されており、ついでに両腕も縛しばられていて動けずに項垂うなだれていた。枯かれ葉は曰いわく、足を切り落とすしか動きを止めることができなかったそうだ。

「しかし、どうするかね、こいつら」

　疲れ果てた景介は座り込んだまま、このとんでもなく厄やつ介かいだった三姉妹を睥へい睨げいする。

「殺さないのか？」

　背後、部屋の隅すみで篠田が物ぶつ騒そうなことを言った。こちらは、戦いに使わなかった方ほうの──自分用のベッドに夭ようを寝かせ、付きっきりで彼女を看みている。驚くほど献けん身しん的てきな態度に、あの『愛している』という言葉は本当だったのだな、と改めて思った。

「殺しませんよ。それをやったらこいつらと同じだ」

　景介が答えると、篠田が背中を向けたまま溜ため息いきを吐ついた。

「ふん、若いのか甘いのか。どちらにせよ、恐いね」

「どうにでも」

　彼の意見はもっともだが、やはり『殺す』という選せん択たく肢しは自分の中にはない。

　隣の枯かれ葉はを一いち瞥べつする。彼女も景けい介すけを見ていた。

　持っている感情もたぶん──同じだろう。

　ただそれでもやはり、なんらかの対たい処しよは必要だ。

「ここに置いて行く、とかって、やっぱ駄だ目めっすか？」

　景介は少し躊ちゆう躇ちよしつつ、篠しの田だに問とうた。

　が、返事は意外なことに、

「構わんよ。ここは中立だ」

「え、でも、その中立地帯を襲おそった張ちよう本ほん人にんですよ」

　篠田は振り返り、にやりと笑う。

「自分を刺そうとして怪け我がを負った者も、医者にとっては患者なんだよ、少年。そこの双ふた子ごも怪我をしていることだしな。足が繋つながるかどうかはやってみなきゃわからんが……手術の上で強制入院だな。ま、繁はい栄えい派はの連中にそれ相そう応おうの貸しを作っておくのも悪くはない。せいぜい毟むしり取とってやるとするか。健康保険は適用してやらん」

　前半は立派なことを言ったのに、後半で台無しだった。

「じゃあ、お願いします」

　ともあれ、任まかせていいんなら任せておこうと思う。

「それにしても、妾わたしは嬉うれしいぞ、景介」

　と、枯葉がさっきから何度めかの科白せりふを、眼めを輝かせながら口にした。

「供きよう子こと戦って勝つとは、さすが妾と吉よし乃のの見込んだ男だ。まったく惚ほれ直なおした」

「たまたまだよ。次はあっさり負けると思うから、その時は遠慮なく見下げ果ててくれ」

　面おも映はゆいので手を振ってあしらうと、脇わきに控えた棺かん奈なが無表情で、

「お嬢さまは、もともと、景介さまに、ぞっこんで、ございます。ですから、惚れ直すことは、あっても、景介さまを、見下げ果てることは、ないかと」

「棺奈、なにを言うかっ」

　珍しく真まっ赤かになっている枯葉に少し笑う。どうも、自分で言うのはともかく他人に言われると照てれるらしい。恥ずかしいことを言われた時の対たい処しよ法ほうとして覚えておこう。

　ただ、さっきのは謙けん遜そんではない。

　今回どうにかできたのは本当に偶然だった。準備も整えて相手の虚きよを突つき、油断した隙すきを突いた上での勝利。次も同じことができるとは、とても考えられない。

　それに供子たちの考えが変わらない限り、時期を置いてまた景介たちを殺しにやってくるのは確実だ。同じ相手と何度も戦うことで不利になるのは、間ま違ちがいなくこっちだった。

　──まあ、いいか。

　部屋の奥、椅い子すに座ってぼうっとしている檻おり江えを見る。

　彼女をこちら側に引き込むことはできた。今回はそれだけで充分だ。

　そう思い、疲れ果てた身体からだをおして立ち上がった。

　と、その時、唐とう突とつに。

「……くく。無ぶ様ざま。まったく無様」

　枯かれ葉はのものでも棺かん奈なのものでも、ましてや夭ようのものでもない声が──部屋に低く響く。

　陰いん惨さんさを自じ嘲ちようで染め上げたような、独特な口く調ちよう。

　驚いて、聞こえた方向に視線を遣やる。

「おい、まさ……か」

　つい数分前に睡眠薬を山ほど注射してやった供きよう子こが、目を開けて顔を上げていたのだ。

「……早はや過すぎ、だろ？」

　枯葉も気け配はいを鋭くし、咄とつ嗟さに立ち上がる。

「供子お姉ねえさま！」

「供子お姉さま！」

　双ふた子ごが揃そろって顔を上げ、嬉うれしそうに姉を呼ばわった。

「くく。『このはな』が姉妹揃ってこの始末。……まったく、見ていられない」

　供子は景けい介すけたちにか自分に対してか判はん然ぜんとしない昏くらい怒りを吐はき捨すてる。

　が、彼女の両足と腕は何重にも巻いたビニール紐ひもで拘こう束そくしてある。後うしろ手でに、しかも力が入らないような縛しばり方かたをした。幾いくら鈴すず鹿かの一族でも自由になることは不可能だ。

　彼女らの蔵ぞう物ぶつも奪うばってある。警けい戒かいを解ときつつ、景介はそれでも言葉を選んだ。

「諦あきらめてくれ。今回は俺たちの勝ちだ」

「は、人間ごとき物体に見下ろされる。最高に最悪に気分が悪い」

　ひとりごとめいていたが、視線は殺さつ意いに染まっている。

　繁はん栄えい派はの情報を喋しやべらせたいとは思ったが、この調子だと彼女たちの口を割わらせることはできそうにない。このまま会話を続けても得るものはないだろう。

　あとは篠しの田だ医い師しに任まかせて帰るか──そう考えた矢や先さきだった。

「……枯葉」

　供子が怨えん嗟さを込めた視線で、枯葉を睨にらみ付つけた。

「私たちの負けだ。戦場の慣ならわし……殺せ」

　だが、枯葉は目を伏ふせて、静かに応こたえる。

「断ことわる」

「は、なにを言っている？　喜びを以もつて敵を鏖おう殺さつするのが鈴鹿にとっての勝利。遠慮なく私たちを『つうれん』で切り刻めばいい」

「残念だが『つうれん』はこのざまだ」

　もはや鎖くさり刃ばのみになったチェーンソーの残ざん滓しを袖そでから取り出して見せ、

「それにな。さっきも言っただろう。くだらん因いん習しゆうなど知ったことか、と。妾わたしはお前たちを殺したりはしない。妾にとって……鈴すず鹿かの闇やみを払うというのは、そういうことだ」

「ならば、このまま逃がす？　私たちを？　くく……それこそ無む駄だでおめでたい。私たちはまた来るよ。あなたたちを殺しに、鈴鹿の闇の権ごん化げとして」

「ああ、何度でも来い」

　枯かれ葉はは揺ゆるがない。

「お前たちが諦あきらめるまでこうして戦ってやる」

　胸を張り、口くち許もとには僅わずかな笑えみさえ覗のぞかせて、

「そうして……誰だれひとりとして殺さずにこの騒動を治おさめてみせよう。命を奪うばうことなく心の刃やいばを折り、心の底から膝ひざをつかせ、妾が鈴鹿の頭とう首しゆであることをお前たちに認めさせてやる！」

[image: ]

　堂々と──敵を見み据すえたまま言ってのけた。

　景けい介すけは思い出す。

　二週間前に枯葉と自分は『強くなろう』と約束した。

　たぶんこれが、その約束に対する枯葉の答えなのだ。

　誰だれかを傷付けるような娘ではなかった灰はい原はらのことを汲くみ、そこにこいつ自身の、鈴鹿の次じ期き頭首としての矜きよう持じを重ね合わせ──同時に景介に対する想おもいの結果、枯葉は結論を出した。

　敵は誰だれも殺さない。けれど何度でも戦う、と。

　それは景けい介すけなんかが想像するまでもなく、荊いばらの道だ。

　でも、こいつはたぶんやり遂とげるだろう。持ち前の真まっ直すぐさと、強い意志で。

　──俺は。

　そんな枯かれ葉はと一いつ緒しよに戦う自分は果たしてどうすればいいのか、と。胸の奥が軋きしむ。

　殺す殺さないといった話じゃない。通つ夜や子こに『掌てのひらの大きさをわきまえろ』と言われ、そのくせ目の前の誰だれかを身もわきまえず助けたいなどと考えてしまう、それは紛まぎれもなく意志の弱さであり、強さなどとはほど遠い。

　たぶん、なにかが決定的に足りないのだ。それがわからないと、自分は枯葉の隣に立つことができない。こいつと一緒にすべてを見届けることが、いずれできなくなる──。

　そんなことを考え、重い気分とともに顔を上げた。

　と。

「くく、く……」

　枯葉を睨にらみ付つけていた供きよう子こが、可お笑かしくてたまらないといった調子で、

「くく、は！　ひひひ！　あははははははは！」

　破は裂れつしたように笑い始める。

「おめでたい！　本当に、本当に……憎らしいほどにおめでたい！」

　それはさっきまでの、陰いん鬱うつに洩もれ出だすようなものとは明らかに異なる、

「諦あきらめるまで戦う？　殺さずに？　ふざけるな！　これだから甘ちゃんは……なにも知らないガキは！　どこまで行っても相あい容いれない！　憎らし過ぎて面おも白しろくもないっ！」

　罵ば声せい混まじりの絶叫に近いものだった。

「なにも知らないくせに！　ああ畜ちく生しよう、思い知らせてやる！　その甘ったれたくだらない、泥まみれの砂さ糖とう菓が子しみたいな考えに、楔くさびを撃うち込こんでやる！」

　一転。

　彼女は怒ど号ごうを消し、どこまでも陰鬱で底そこ意い地じの悪い狂きよう笑しようを浮かべ、

　舌した舐なめずりとともに、口にした。




「枯葉、あなた……あの夜、木春さまを殺したのが私たちだと、本当に思っている？」




　その言葉に、

「……なんだと？」

　枯葉が怪け訝げんな顔をして、一歩足を踏み出す。

「供子、それはどういう……」

「ふん」

　返答の代わりとでも言うように、供きよう子こは視線を枯かれ葉はの背後へ移した。

　そして、

「……檻おり江え」

　部屋の隅すみにいた檻江に、病やんだ視線で、

「くくく。命令だ。その人間を……殺しなさい」

　唐とう突とつに、そんなことを──言う。

「え……？」

　景けい介すけは意味がわからず、一いつ瞬しゆん、唖あ然ぜんとする。

　しかし、すぐに、

「……って、待て」

　景介は、供子が乗り込む直前に檻江とした会話を思い出した。

　妾わたしたちと来い、そう誘った枯葉に、彼女はどう答えた？

　──それはできないよ。

　──供子に先に誘われたから、枯葉のところには行けない。

　反射的に檻江の方を見る。

　彼女は立ち上がり、感情のない、どこまでも空くう虚きよな視線で景介と供子を眺ながめ、それからポケットに手を突つっ込こむとバタフライナイフを取り出し、




「うん、わかった」




　なんでもないことのように──頷うなずいた。

「……檻江!?」

　枯葉が愕がく然ぜんとした。

「お前、なにを……冗談にしては質たちが……」

「冗談じゃないよ」

　けれど彼女の言葉は、檻江には届かない。

　檻江の死んだ心には、届かなかった。

「供子の命令だから、霧きり沢さわ景介を殺す」

「っ、お前……」

　枯葉にしてみればとても信じられないだろう。こいつは、檻江の心が死んでしまっているというのが何を意味するかというのを、充分に理解できていなかった。

　景介にはわかる。理解できる。

　それは、

「やめろ檻江！　くだらない真ま似ねはよせ！」

「駄だ目めだよ、聞けない」

　それは──、

「だって、先に誘われたのは、供きよう子こにだから。だから枯かれ葉はの命令は聞けない」

　つまり、こういうことだ。

　バタフライナイフを手に、檻おり江えは一歩ずつこちらへ近寄ってくる。

　枯かれ葉はが景けい介すけの前に、守るように立ちはだかる。

「それ以上動くな、檻江。さもないと……」

「くくく……『さもないと』？　さもないとどうする？」

　拘こう束そくされ床に伏ふしたまま、供子が勝ち誇ったように哄こう笑しようした。

「そいつは……そいつも私たちと同じ、鈴すず鹿かの闇やみが作り出した泥の欠片かけら。長ちよう老ろう衆しゆうによって里から疎そ外がいされ、心を壊こわされた操あやつり人にん形ぎよう。だから枯葉、思い知ればいい。自分の考えの甘さを。自分の夫を助けるために檻江を殺すか？　それとも同族を大事にして夫を見殺しにするか？」

「く……」

　枯葉は景介を背に庇かばいながらも、供子を睨にらみ付つける。

　檻江がこちらへ歩み寄ってくる。

「どいて、枯葉。私、霧きり沢さわ景介を殺さなきゃいけないから」

　まるで供子の操り人形のように、無表情な声で。

「檻江。……妾わたしは、景介を傷付ける者を……許さない。だから……頼む」

　枯葉は景介を守ろうと気き丈じように立つも、語気は苦く渋じゆうに満ちていた。

　供子に指摘されたせいだ。

　景介を守るのか。そのために檻江を殺すのか。

　或あるいは檻江を殺したくないがために、景介を見殺しにするのか。

　今ここで気き絶ぜつなどさせても無む駄だだろう。檻江は目が覚めれば再び景介を殺そうとする。それを理解しているからこそ、枯葉はいつもの毅き然ぜんとした態度を失っている。

　それは、掌てのひらの大きさ。

　どこまでを救い、どこまでを見捨てるのか。その境界線──。

　景介は枯葉のそんな後ろ姿に、自分自身を見る。

　ああ、俺だけじゃなくてこいつだって……力を持ったこいつでも同じなんだな。何な故ぜかそんなことをぼんやりと考え、同時に、たぶん枯葉は自分を守るためなら苦渋の末に檻江を殺すことを選んでしまうのだろうとなんとなく直感し、

「……枯葉」

　彼女の好意を嬉うれしく思いながら、どこか冷静に言った。

「いい」

「え……景介？」

　ナイフの冷たさと鋭さは蛍けい光こう灯とうを反射して光こう沢たくを放っている。

　試されているんだ、と思った。

　そうだ。自分は試されている。

　誰だれに？　他でもない──俺自身にだ。

　たぶん、檻おり江えは景けい介すけを殺すことに躊ちゆう躇ちよしないだろう。なんの感情も抱くことなく、なんの迷いも持つことなく、景介の命をその刃で奪うばい、それでいてなんの後悔もしないだろう。

　それでも恐怖はなかった。不ふ思し議ぎと頭も冴さえていた。

　黙っていれば数十秒後には確実に殺されるというのに、恐さよりも先立つものがある。

　いや──死への恐怖よりももっと大事なことがある。

「どいてくれ、枯かれ葉は」

　枯葉の肩を優しく叩たたき、押おし退のけた。

　自分はどんな顔をしていたのだろう？　枯葉は目が合うと、はっとしたように硬こう直ちよくし、景介の腕に抵抗せず身を一歩引いた。

　ナイフを手に歩んでくる檻江へと近付いていく。

　前に立った。

「檻江さん」

　彼女は呼よび掛かけに応こたえることなく、

　景介の腹に──ナイフを突つき立たてた。

　かつて一いつ緒しよに笑い合った霧きり沢さわ雅みやび、その弟である自分に。

「…………っ……！」

　腹部が熱くなる。足が震ふるえ始はじめる。

「くく、ははっ！　美しくてくだらない自じ己こ犠ぎ牲せいか、人間？」

　供きよう子こが背後でせせら笑っている。煩うるさい。黙れ。

　自己犠牲？

　──そんなくだらないものを、俺の戦いに持ち出すんじゃねえよ。

　痛みはない。ただ、悪お寒かんのようなものが刺された場所から全身にじわじわと広がっていく感じがする。どう考えてもヤバいだろ、そんな声が頭の中でした。

　でも、構うものか。

　供子の嘲ちよう笑しようも腹から生はえたナイフもどうでもいい。

　今はそんな場合ではない。

「え」

　檻江は、僅わずかに口を開けた。

　何な故ぜ目の前の相手は倒れないのだろうか、そんな疑問を持ったようだ。

「駄だ目めだ」

　景けい介すけは、喉のどから溢あふれてくる血を呑のみ込こみ、言った。

「あんたは……こんなことしちゃ、駄だ目めだよ」

　きょとんとした檻おり江えの頭に手を載のせる。

「どうして？」

　撫なでた。昔──遠い昔、姉がそうしてくれた時のことを、思い出しながら。

　未いまだナイフの柄えは檻江によって強く握られている。

　それでも景けい介すけは、

「姉ねえさんが悲しむ。だから、駄目だ」

　泣きそうになりながら、笑った。

「どうして雅みやびお姉ちゃんが悲しむの？　弟のきみが死ぬから？」

「違ちがう」

　そうじゃない。

　どうしてだ。どうしてあんたは──、

「あんたが……姉さんの友達のあんたが、こんなことしてるからだ！」

　──それが、わからない？

　檻江は大声にびくりと震ふるえた。

　両手を彼女の頬ほおへと当てる。温かい。いや、自分の身体からだが冷たいのだろうか。

　どっちでもいい。今はそんなこと。

「あんたは感情を殺してなんていない！　あんたの心はまだ死んでない！　それがどうしてわからねえんだよ！　姉さんが死んで悲しいのはわかるけど……いい加か減げんに目ぇ覚ませ！」

　唇の端はしから血が洩もれた。口の中が生なま臭ぐさくて吐はきそうだ。

　だけどそんなものよりも、目の前の少女の、この無表情が悔しくてたまらない。

　病やまいのせいで成長を止めてしまった身体。

　十四、五歳くらいにしか見えない、幼い顔。
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　微かすかな変化が、そこにあった。

「無理だよ」

　続いて、声。

「無理だ。私の心はもう、死んでるのに」

「嘘うそを吐つくなよ！」

　そうだ。嘘だ。

「だったら……なんでだ？　なんであんた、あの詩うたを口ずさんでる時……」

　ついさっき、供きよう子こと戦う準備をしていた時。

　彼女が諳そらんじていた詩を聞いた時、景介は昔の記憶を思い出させられた。

　それは──、




「あんたが詠うたってる声、姉ねえさんに……そっくりなんだよ」




　──だから。

　たぶん、最初から──初めてあれを聞いた夕方から、気付いていた。

　詩うたを諳そらんじている時の檻おり江えだけは、あの感情のない、そっけない喋しやべり方かたをしていなかった。

「優しくて、でも、ちょっと楽しそうで……」

　姉はいつもそうだった。

　だからきっと目の前のこの人も、同じように。

「感情が死んでる奴やつは、あんなふうには詠うたえない。姉ねえさんと同じようには詠えないよ。……姉さんはもう死んだ。この世にいない。でも……だけど」

　檻江の唇が、震ふるえた。

　頬ほおに微かすかな赤みが差す。

「あんたは生きてる。姉さんは、あんたの中に……生きてるんだ」

　今まで──景けい介すけを見ているようでまるで見ていなかった瞳が、僅わずかに焦点を、結ぶ。

「雅みやび、お姉ちゃん……が？」

「あんたは……死んじゃ駄だ目めだよ、檻江さん。心を殺したりなんかしちゃ、駄目だ」

「わ、たし」

「姉ねえさんと話をして、楽しかったんだろ？」

　問とうと、こくり、と頷うなずき、

「姉さんだって……あんたと話をするのが楽しかったんだ」

　言うと、目が見開かれる。

「だから……あんたは姉さんのことを思い出して、笑っていいんだ」

　そして──、

「……あ」

　潤うるんだ瞳から、涙がひと雫しずく、溢あふれた。

「お姉ちゃん」

　震ふるえる声に、色が混まじる。

「生きてる。お姉ちゃんが、私の……中に？」

「ああ」

「私。お姉ちゃん。楽しかった。……思い出す？　思い出すと……」

　唇が僅わずかに弧こを描く。目が細められる。

「思い出すと、楽しい。嬉うれしい……よ」

　檻おり江えは──たぶん姉と話をしていた頃と同じ顔で──笑った。

「そう、だな」

　景けい介すけはそれを見て安あん堵どし、呟つぶやいた。

　供きよう子こがなにかを喚わめいていたが聞こえない。どうだっていい。

　あいつがこの人を縛しばる繰くり糸いとは、たった今、景介が切ってしまったのだから。




　しかし、安心したのがよくなかったのだろうか。

　直後──不ふ意いに景介の足から力が抜ける。

「あ……」

　重力に従い、そのまま真下に座り込んでしまった。

　腹から、ずるり、とナイフが抜ける。

　あれ、ちょっとこれヤバいんじゃないか。

　なんだか世界が揺ゆれている。檻江が驚いた顔でこっちを見ている。

「景介！」

　遠くから、自分を呼ぶ声が聞こえた。

「しっかりしろ！　棺かん奈な、……、……を！」

　よくわからないままに、口へ硬かたく細いものが突つっ込こまれた。そこから液体が出てくる。

　飲んだ方ほうがいいのかな、と思っていたら顎あごが持ち上げられ、勝手に喉のどの中へとその水のようなものが入っていくのがわかった。

　ああ、これ、前にも飲まされたことがある。怪け我がの治なおる薬だ。

　だったら安心だろう。死にはしないはずだ。

　霞かすむ視界の中、泣きそうな顔で何ごとかを叫んでいる枯かれ葉はと、その隣──焦あせったような顔で戸と惑まどっている檻おり江えの顔がぼんやりと見える。

　檻江に表情があるのが、ちょっと新鮮だった。

　──ま、いいか。

　この顔が見られただけでも死にかけた甲か斐いがあった。

　自分の掌てのひらがどれだけ大きいかなんて知らない。でも、全身を広げさえすれば、たぶん自分にだって人ひとりくらい受け止められる。

　俺はそうやって戦えばいい。それが俺の戦いだ──。

　そんなことを思いながら、景けい介すけは目を閉じた。

　意識はすぐに深いところへと持っていかれ、眠りへと落ちていく。
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　気が付いたら夜の十一時で、場所は迷まよい家がだった。




　何度か泊まった客間の布団ふとんに寝かされた状態で、景けい介すけは目を覚ました。起きると枕まくら元もとには棺かん奈なが正座しており「おはようございます」と丁てい寧ねいな挨あい拶さつをされる。

「ずっと看みててくれたのか？」

「はい」

　問とうと、完全な無表情で頷うなずかれた。

「悪かったな」

「いえ、問題は、ありません。棺奈は、眠らずとも、よい身体からだです」

　首を微かすかに振り、それから視線を下へ向けた。

「それよりも、枯かれ葉はさまが、限界で、ございます」

「……ん？」

　そう言われ、胸の辺あたりに重みがあるのに気付く。

　首を起こして確認すると、黒髪が布団の上に散らかっていた。

　座ったまま突つっ伏ぷして、実に器用な体勢で寝息をたてている。

「限界っつーか、越えてんじゃん」

「つい、二分前に、越えました」

「そっか」

　──ずっとついていてくれたんだな。

　毎度というかなんというか。ここまで大事にしてもらうと、ちょっと揺ゆらぎそうだ。

　とはいえ、このままでは起きあがれない。

「おい、姫。行ぎよう儀ぎが悪うございますよ」

　肩に手を乗せ揺ゆさぶると、枯葉は微かな声とともにゆっくりと起きた。

「んあ。……けいすけ、おきたのか」

「ああ。お陰かげさまでな」

「そうか。よかった」

　再び頭が下がっていく。安心して二に度ど寝ねに入ろうとしているらしい。

「おい、だからお前、一回起きろよ。布団で寝ろ」

「いやだ」

「いやだじゃねえよ」

　どうしたものか、と思し案あんしていると、

「ああ、そうだ」

　もはや顔を上げる気力もないのか、布団に顔を埋うめたまま咎とがめるように言う。

「けいすけ、あんなむちゃはもう、するなよ」

「わかったよ。悪かった」

　どうせ寝ね惚ぼけて聞いてはいないだろうと思い適当にあしらった。

　と──。

　寝入り際ぎわ、最後の最後。

　枯かれ葉はは少し嬉うれしそうな声で、

「……おまえはすごいな。わたしも……がんばるから」
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　直後、再び静かに寝息をたて始める。

「そっか」

　枯葉だって本当は、景けい介すけなんかのことを心配している場合ではない。

　いつも毅き然ぜんとしていて立派だから、つい忘れそうになる。こいつは里を焼かれ、両親を殺され、それでも一族の頭とう首しゆとして重い責せきを負う羽は目めになっているのだ。

　景介も余裕がなかったとはいえ、今まで慮おもんぱかってやれなかったのは、悪かったと思う。

　それに、供きよう子こが言っていた。お前は一族のことをなにも知らない、と。一族を担になって立とうとしている身に、その叱しつ責せきはどれほどきつかっただろう。

　彼女が残した言葉には、他にも気になるものがあった。

　──木こ春はるさまを殺したのが私たちだと、本当に思っている？

　木春。枯葉の姉で、同時に本来の次期頭首。

　その人を殺したのが繁はん栄えい派はではないというのは、いったいどういうことだろう。考えてみれば景けい介すけは、鈴すず鹿かの一族について、内ない乱らんのことについて、殆ほとんど無知に等しい。

　明日、枯かれ葉はから話を聞いてみようと思う。

　そうすれば、自分だって少しは枯葉の役に立てるかもしれない。

　いや。きっと、その矜きよう持じと強さ故ゆえに他人に弱さを見せようとしないこの少女を支えるのは、他ほかならない枯葉の婿候補である、自分の役目だ。

　景介は枯葉の頭を軽く撫なでながら、僅わずかに微笑ほほえむ。

『婿むこ候こう補ほ』──二週間前、戦いに身を投じるという、それだけのつもりで口にした言葉。その意味が自分の中で少しだけ変わりつつあることには、まだ気付かなかった。

「ところで棺かん奈な。俺、起きたいんだが」

　外の空気が吸いたい。が、景介の胸には枯葉が突つっ伏ぷしている。

「そのまま、起きて、くださって、構いません」

「いやでも、これ……」

「お嬢さまは、どうせ、目を、お覚ましに、なりません」

　忠実さとはほど遠い科白せりふを、死体メイドはさらりと口にした。

　なので試しに布団ふとんの中で身体からだをずらしてみる。

　棺奈の言う通り、枕がなくなってもやっぱり枯葉が起きる様よう子すはない。

　そろそろと布団ふとんから出た。出ながら、刺された腹部を手で触れて確認する。傷は綺き麗れいに治なおっていた。あの水のお陰かげだ。以前も世話になったが、まったく便利なもんだ。

　ただ、立ち上がる時やなにかの拍ひよう子しに、いちいち鈍痛がある。

「……っ、て」

　やはり痛みは消してくれないらしい。まあ、酷ひどい筋肉痛と思えばたいしたことはない。

　それよりも深刻なことがあった。制服が滅む茶ちや苦く茶ちやだった。

　シャツはものの見み事ごとに裂さけて、おまけに血で真まっ黒くろに染まってしまっていた。部屋を見渡すと鴨かも居いに架かけられたジャケットも同様に、見る影がない。ついでに、双ふた子ごを足止めするためにコートも使ってしまったことを思い出す。

　制服の予備は家にあるが、帰るまでどうしよう。というかそもそも親に連絡していない。

　ジャケットから携帯を取り出した。開くと着信が十五件。すべて母からだ。

　一番近いものは五分前だった。慌あわててかけなおす。

　ワンコールで通話が繋つながった。

『もしもし、景介!?　今あんたどこにいるの！』

　焦あせりと安あん堵どが同時に伝わってくる母の叱しつ責せきに、強い罪悪感を覚えた。姉がいなくなった時のことを、もし思い出させてしまっていたら──いや、きっと思い出させただろう。

　客間から廊下に出ながら、平ひら謝あやまりに謝った。

　それからことの経けい緯いを咄とつ嗟さに考え、列れつ挙きよする。

　メールを送った通り、友人の家で勉強していた。

　その最中に、ふたりとも寝入ってしまった。

　目が覚めたらこんな時間で、着信もバイブにしていたため気付かなかった。

　とりあえず今日はこっちに泊まってそのまま学校に行く。等々。

　嘘うそだらけの報告に心が痛んだが、本当のことなどとても言えやしない。

「……あ」

　──いや。

『あんたね、今度からはちゃんと……、ん、景けい介すけ、どうしたの？』

　言えることが──本当のことで、母に伝えられることが──ひとつだけあった。

「母かあさん」

『なに？』

　客間の外、廊下の縁えん側がわ。

　そこに座った少女が景介に気付いて振り返り、立ち上がったのを見ながら、告つげる。

「俺、今日さ……姉ねえさんの、昔の友達に会ったよ」

　母は、無言。

　目前に歩いてきた少女は、あまり表情の窺うかがえない──けれど、なにかを思っていることだけはわかる顔で、こっちを見上げてくる。

　だから景介は、母と、その姉の友達に向かって、

「その人……姉さんのこと大好きだったってさ」

　言った。

　母はややあって、答える。

『……そう』

「じゃ、おやすみ。ごめん、心配させて」




　電話を切ると、檻おり江えが問とうてくる。

「ねえ、景介。雅みやびお姉ちゃんは、景介のこと好きだった？」

「ああ」

　昔の記憶を思い出しながら、景介は答える。

「姉さんは優しかったよ。俺のこともたぶん……好きでいてくれたと思う」

「そう……」

　檻江は少しだけ考え込むように顔を俯うつむかせ、

「だったら私も、景介のことが好き」

　そして、

「私、雅みやびお姉ねえちゃんの代わりに、お姉ちゃんになるから。景けい介すけが……お姉ちゃんがいなくて寂さびしい思いをした分、ちゃんと返すから」

　どこか許ゆるしを乞こうように。

　同時に、お礼を言うように。

　年下にしか見えない、たぶん永遠に成長しない幼さの残る顔で──微かすかに笑った。




　檻おり江えが、また景介から視線を外はずし縁えん側がわへ座る。

　小さな声で詩うたが諳そらんじられ始めた。

　けれどそれはもう、追憶によって奏かなでられてはいない。







あとがき




　早いもので『アカイロ／ロマンス』も三巻めとなりました。




　もちろん、待ってくださっている読者の方々にしてみれば『七カ月で三冊』というのは決して早い部類の刊行ペースではありません。こちらとしても、本当は読者の方々が続きを待たずに済むようにもっとさくさく出したいところではあります。毎月一冊とか。

　しかし、さすがにそんなことをしようとすると僕が倒れるので無理。別に僕が倒れるくらいならいいじゃねえかという感じですけど、この本を書いているのはなにを隠かくそう僕な訳わけで、その僕が倒れると誰だれもこの本を書かなくなってしまい結果的に毎月一冊出すことが不可能になるという実に哲学的な二に律りつ背はい反はんがそこにあるのです。

　別の言葉で言うと『当たり前』。世の中って不条理ですね。

　……という訳で、少なくとも三〜四カ月に一冊という今のペースは守るつもりですので、どうか読んでくださっている皆さんが、その三、四カ月の間に枯かれ葉はや景けい介すけたちのことを忘れたりどうでもよくなったりしないで頂けたら……。




　さて、この三巻では『景介の姉』という、二巻までとはまた異なった問題が取り上げられています。それに伴ともない、鈴すず鹿かの一族にまつわる謎なぞも明らかになってきました。

　次回はその辺あたりのことにもう少し深く踏み込みつつ、お話の核心にも徐々に近付いていく予定です。今回で話の主しゆ軸じくとなるキャラたちもあらかた出で揃そろった感じなので、次からは個々のキャラクターについてももっといろいろと書けるのではないかと。

　具体的には『型かた羽はちゃん、白しろ装しよう束ぞくでお遣つかいに行く』『依い紗さ子こ、廃はい屋おくでひとり遊び』『棗なつめの演歌オンリーひとりカラオケ六時間』の三本でお送りします。嘘うそです。お送りしねえよ。

　ええと、その三人の出番が増えるのはたぶん本当。あと、枯葉と景介の関係にちょっと変化があったりとかするかもしれません。どうかお楽しみに。




　今回もこの本を出版するにあたり、たくさんの方々にお世話になりました。

　まずは担当佐さ藤とうさん、イラスト椋くら本もとさん。このシリーズを始めてから毎回毎回あとがきに『次はよい子になります』と書いておきながら今回は過去でも一、二を争うほど原稿が遅れたという反省とか謝罪とかそういうレベルじゃないよねという感じで、もうなんというかごめんなさいなんて言葉も白々しい感じで本当にごめんなさい。僕が佐藤さんと椋本さんだったら藤ふじ原わらなんてクズ野郎はチェーンソーで五体バラバラにしてるところですよ。佐藤さんと椋本さんが僕じゃなくて本当によかった。次はよい子になりますとはもはや言えない雰ふん囲い気きですが、せめて今回より悪くならないようにはしたいです……。

　それから、編集部、出版部、営業部などの、アスキー・メディアワークス御一同さまに加えて、校閲さん、デザイナーさん、印刷所さんなど関係者の方々。こんな締しめ切きりも守れないクズ野郎の本を出すためにご尽じん力りよくくださってありがとうございます。……って、締切を破ると人間は卑ひ屈くつになりますね。まったくいいことないです。だったら締切守ればいいのに。

　なによりも読者の方々。皆さんが本を読んでくださることで、僕たちはこのシリーズの続きを書き、出版することができます。そういう意味で、僕も含めて出版業界の人々は誰しも、読者の皆さんに支えられて仕事をしているのです。




　ともあれ次の四巻もよろしくお願いします。

　次回はまた、三カ月後か四カ月後に。


藤原 祐ゆう
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藤ふじ原わら祐ゆう

この本の原稿を書いていた最中、仕事用のパソコンがお亡くなりになりました。デビュー直後に買ったもので、かれこれ五年間の付き合いでした。五年間の酷使に耐えたことは褒めてやりたいのですが、なにも〆切前の深夜三時に壊れなくてもいいのに。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。模様替えをして何年かぶりにこたつを出しました。あったかいです。はああ…春まで出たくないよ……。










アカイロ／ロマンス３




薄うす闇やみさやかに、箱はこ庭にわの








藤ふじ原わら　祐ゆう
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